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【作業項目別補正率一覧表】  

【パイプライン路線計画】  

(1km 当たり歩掛 ) 

補      正      率  

距   離   補   正  複   合   設   計  
作  業  項  目  

1-1 概略路線の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

1-2 概略水理検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

2 現地調査  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

3 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

4-1 送通水機構の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

4-2 附帯施設の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

4-3 水理計算  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

4-4 路線比較検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

5 路線計画図作成  ｎ  －  

6 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

7 照査  －  －  

8 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

 

【作業項目別補正率一覧表】  

【パイプライン】  

(1km 当たり歩掛 ) 

補      正      率  

距   離   補   正  複合  

設計  作  業  項  目  ｎ＜ 5 5≦ｎ＜ 15 15≦ｎ  

1 現地調査  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 0.8 

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 0.8 

3-2 管種、管径の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 0.8 

4-1 定常水理解析  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

4-2 非定常水理解析  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

5 構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

6 構造図作成  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

7 附帯構造物  ｎ  ｎ  ｎ  －  

8 附帯施設構造図作成  ｎ  ｎ  ｎ  －  

9 平面縦断図作成  ｎ  ｎ  ｎ  －  

10 土工図作成  ｎ  ｎ  ｎ  －  

11 数量計算  0.5ｎ＋ 0.5 0.3ｎ＋ 1.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

12 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

13 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

14 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

15 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

16 照査  －  －  －  －  

17 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.1ｎ＋ 0.9 0.8 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 距離補正･･････････設計対象延長に応じて補正を行う。 

ｎ＝設計対象延長（ｍ）÷1,000ｍ 

（ｎは小数点以下第 2 位四捨五入、第 1 位止まりとする。） 

② 複合設計補正･･････開水路、排水路、パイプライン、トンネル、暗渠、サイホンの内 2 工種以上の設計を一括発注

する場合には、それぞれの工種の該当する作業項目の補正を行う。 

（同一工種でも流量区分等が異なる場合は複合補正の対象とする。 

併せて作業項目の照査については、１流量区分の歩掛のみを計上する。） 

ポンプ場と一括発注する場合には、該当する作業項目の補正を行う。 

③ 留意事項･･････････１つの作業項目に複数の補正を行う場合は、各補正率を乗じて補正率を算出する。 

パイプライン路線計画・パイプライン設計対象延長 50ｍ未満の場合は、積算基準の歩掛を適

用しない。 
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流 量 区 分 0.1≦Ｑ＜2ｍ３/s 

［構想設計］ 【6－3－1 パイプライン路線計画】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/5,000 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 地形、地質、現況諸施設の概略の調査を行う。 

3 資料の検討 1/5,000 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握
する。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種の選定の概略を立案する。 

4-2 附帯施設の検討 施設とその位置の概略を決定する。 

4-3 水理計算 全体路線について概略の計算を行う。 

4-4 路線比較検討 概定複数路線について概算工事費等の比較優劣を検討する。 

5 路線計画図作成 最終想定路線について 1/5,000 路線図を作成する。 

6 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業について、コメントを
付記する。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/5,000 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成
を行う。 

計  

 

流 量 区 分 0.1≦Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－3－2 パイプライン路線計画】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/1,000 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 工種区分の適否、路線上の地形、地質の調査、横断構造物等附帯施設の調査
を行う。 

3 資料の検討 1/1,000 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握
する。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種を決定する。 

4-2 附帯施設の検討 附帯施設の位置の確認と各施設の規模を概定する。 

4-3 水理計算 全体路線についての水理計算を行う。 

4-4 路線比較検討 比較路線について概算工事費の比較を行う。 

5 路線計画図作成 決定路線について 1/1,000 平面縦断図を作成する。 

6 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業について、コメントを
付記する。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/1,000 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成
を行う。 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 
特 記 事 項 及 び 補 正 

技師長 
主任 
技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
0.6 

     

   0.6    

 0.3 0.3 0.3    

 
 

 1.1     

 
 

 
0.3 

 
1.1 

 
1.7 

 
 

 
 

 

   0.8    

 0.6 1.1 1.1    

 0.2 1.1 1.1    

  1.1 1.7  3.1  

 
 

0.6      

 2.1      

 
 

0.6 0.6 0.6 0.6   

 5.3 6.4 7.9 0.6 3.1  

 

1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 

技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
1.3 

     

   1.3    

 
 

0.7 0.7 0.7    

 
 

 2.5     

  
0.7 

 
2.5 

 
3.8 

   

   1.7    

 1.3 2.5 2.5    

 0.4 2.5 2.5    

  2.5 3.8  7.3  

 
 

1.3      

 2.1      

 
 

1.3 1.3 1.3 1.3   

 9.1 14.5 17.6 1.3 7.3  
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【補正適用表】[構想設計] 

補正項目 

 

作業項目 

距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ 

4    路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○  

6   総合検討 ○ ○ 

7   照査   

8   点検取りまとめ ○ ○ 

 

【補正適用表】[基本設計] 

補正項目 

 

作業項目 

前段階設計補正又は 

新規追加及び 

位置変更補正 

距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ ○ 

4   路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○ ○  

6   総合検討 ○ ○ ○ 

7   照査 ○   

8   点検取りまとめ ○ ○ ○ 
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流 量 区 分 0.1≦Ｑ＜2ｍ３/s 

［実施設計］ 【6－3－3 パイプライン路線計画】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/500 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 路線上の地形、地質の精査、附帯施設等の精査、仮設計画並びに工事に伴う周辺へ
の影響調査を行う。 

3 資料の検討 1/500 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種の詳細を決定する。 

4-2 附帯施設の検討 各工種の附帯位置と施設の規模を決定する。 

4-3 水理計算 全体路線及び工種区分毎の水理計算を行う。 

4-4 路線比較検討 最終比較路線について詳細工事費の比較を行う。 

5 路線計画図作成 実施路線について 1/500 平面縦断図を作成する。 

6 総合検討 上記の各作業について総合的に検討し、工事実施のための点検を行う。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/500 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 2≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［構想設計］ 【6－3－4 パイプライン路線計画】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/5,000 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 地形、地質、現況諸施設の概略の調査を行う。 

3 資料の検討 1/5,000 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種の選定の概略を立案する。 

4-2 附帯施設の検討 施設とその位置の概略を決定する。 

4-3 水理計算 全体路線について概略の計算を行う。 

4-4 路線比較検討 概定複数路線について概算工事費等の比較優劣を検討する。 

5 路線計画図作成 最終想定路線について 1/5,000 路線図を作成する。 

6 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業について、コメントを付記す
る。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/5,000 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 

技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
1.3 

     
 

   1.3    

 
 

 
1.2 

 
1.2 

 
1.2 

  【特記】地下水の影響等環境影響調査は別途計上する。 

  2.6     

  
0.7 

 
2.6 

 
3.9 

   
 

   1.8    

 1.3 2.6 2.6    

 0.5 2.6 2.6    

  2.6 3.9  7.1  

 1.7      

 1.8      

 1.7 1.7 1.7 1.7   

 10.2 15.9 19.0 1.7 7.1  

 

1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 

技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
0.6 

     
 

   0.6    

 0.3 0.3 0.3   【特記】地下水の影響等環境影響調査は別途計上する。 

  1.1     

  
0.3 

 
1.1 

 
2.1 

   
 

   0.8    

 0.6 1.1 1.1    

 0.2 1.1 1.7    

  1.1 1.7  2.8  

 
 

 
1.2 

     

 2.1      

 1.2 1.2 0.6 0.6   

 6.5 7.0 8.9 0.6 2.8  
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【補正適用表】[実施設計] 

補正項目 

 

 

作業項目 

前段階設計補正又は 

新規追加及び 

位置変更補正 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ ○ ○ 

4   路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○ ○ ○  

6   総合検討 ○ ○ ○ ○ 

7   照査 ○ ○   

8   点検取りまとめ ○ ○ ○ ○ 

 

【補正適用表】[構想設計] 

補正項目 

 

作業項目 

距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ 

4   路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○  

6   総合検討 ○ ○ 

7   照査   

8   点検取りまとめ ○ ○ 
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流 量 区 分 2≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－3－5 パイプライン路線計画】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/1,000 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 工種区分の適否、路線上の地形、地質の調査、横断構造物等附帯施設の調査
を行う。 

3 資料の検討 1/1,000 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握
する。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種を決定する。 

4-2 附帯施設の検討 附帯施設の位置の確認と各施設の規模を概定する。 

4-3 水理計算 全体路線についての水理計算を行う。 

4-4 路線比較検討 比較路線について概算工事費の比較を行う。 

5 路線計画図作成 決定路線について 1/1,000 平面縦断図を作成する。 

6 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業について、コメントを
付記する。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/1,000 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成
を行う。 

計  

 

流 量 区 分 2≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［実施設計］ 【6－3－6 パイプライン路線計画】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 図上検討 
1-1 概略路線の検討 

 
1/500 地形図で選定する。 

1-2 概略水理検討 同上地形図で計画水位と受益地標高を設定する。 

2 現地調査 路線上の地形、地質の精査、附帯施設等の精査、仮設計画並びに工事に伴う周
辺への影響調査を行う。 

3 資料の検討 1/500 地形図による各種検討のための資料収集及び貸与資料の内容を把握す
る。 

4 路線選定 
4-1 送通水機構の検討 

 
全体路線の通水方式及び管種の詳細を決定する。 

4-2 附帯施設の検討 各工種の附帯位置と施設の規模を決定する。 

4-3 水理計算 全体路線及び工種区分毎の水理計算を行う。 

4-4 路線比較検討 最終比較路線について詳細工事費の比較を行う。 

5 路線計画図作成 実施路線について 1/500 平面縦断図を作成する。 

6 総合検討 上記の各作業について総合的に検討し、工事実施のための点検を行う。 

7 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

8 点検取りまとめ 1/500 地形図による上記作業の成果資料の点検取りまとめ及び報告書作成を
行う。 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 

技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
1.3 

     
 

   1.3    

 1.2 1.2 1.2   【特記】地下水の影響等環境影響調査は別途計上す
る。 

 
 

 2.5     

  
0.7 

 
2.5 

 
5.1 

   
 

   1.8    

 1.3 2.5 2.5    

 0.5 2.5 3.9    

  2.5 3.9  7.8  

 3.3      

 1.8      

 
 

3.3 3.3 1.7 1.7   

 13.4 17.0 21.4 1.7 7.8  

 

  

1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  
1.3 

     

   1.3    

 
 

0.7 0.7 0.7    

 
 

 2.5     

  
0.7 

 
2.5 

 
4.9 

   

   1.7    

 1.3 2.5 2.5    

 0.4 2.5 3.8    

  2.5 3.8  6.7  

 
 

2.5      

 2.1      

 
 

2.5 2.5 1.3 1.3   

 11.5 15.7 20.0 1.3 6.7  
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【補正適用表】[基本設計] 

補正項目 

 

 

作業項目 

前段階設計補正又は 

新規追加及び 

位置変更補正 

距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ ○ 

4   路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○ ○  

6   総合検討 ○ ○ ○ 

7   照査 ○   

8   点検取りまとめ ○ ○ ○ 

 

【補正適用表】[実施設計] 

補正項目 

 

 

作業項目 

前段階設計補正又は 

新規追加及び 

位置変更補正 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   図上検討 

1-1 概略路線の検討 ○ ○ ○ ○ 

1-2 概略水理検討 ○ ○ ○ ○ 

2   現地調査 ○ ○ ○ ○ 

3   資料の検討 ○ ○ ○ ○ 

4   路線選定 

4-1 送通水機構の検討 ○ ○ ○ ○ 

4-2 付帯施設の検討 ○ ○ ○ ○ 

4-3 水理計算 ○ ○ ○ ○ 

4-4 路線比較検討 ○ ○ ○ ○ 

5   路線計画図作成 ○ ○ ○  

6   総合検討 ○ ○ ○ ○ 

7   照査 ○ ○   

8   点検取りまとめ ○ ○ ○ ○ 
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流 量 区 分 0.1≦Ｑ＜2ｍ３/s 

［構想設計］ 【6－3－7 パイプライン】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 構想設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 構想設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

水理構造設計の基本条件の概略を決定する。 

3-2 管種、管径の検討 管種、管径について代表的なもので比較する。 

4 水理検討 

4-1 定常水理解析 

 

概略水理計算を行う。 

4-2 非定常水理解析 概略水理計算を行う。 

5 構造計算 代表的なものについて概略構造計算を行う。 

6 構造図作成 代表的断面図を作成する。 

7 附帯構造物 概略の規模、構造配置を決定する。 

8 附帯施設構造図作成 構造一般図を作成する。 

9 平面縦断図作成 水路縦断図に標準断面を記入する。 

10 数量計算 代表断面におけるｍ当たり数量により総数量の概略数量計算をする。 

11 概算工事費積算 ｍ当たり複合単価で概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の主要部分の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 0.1≦Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－3－8 パイプライン】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 管種、管径の検討 管種、管径について概略の比較をする。 

4 水理検討 

4-1 定常水理解析 

 

標準断面による水理計算を行う。 

4-2 非定常水理解析 標準断面による水理計算を行う。 

5 構造計算 標準断面における内外圧荷重に対する構造計算し、管種選定図を作成する。 

6 構造図作成 タイプ別標準断面及びスラストブロック標準断面図を作成する。 

7 附帯構造物 主要部概略構造計算をして決定する。 

8 附帯施設構造図作成 構造一般図、構造配筋図を作成する。 

9 平面縦断図作成 平面縦断図に管径、管種区分、附帯工等を記入する。 

10 土工図作成 土工横断図作成し、切盛土量を表示する。 

11 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、管、その他主要附帯工材料等の概略数量計

算をする。 

12 施工計画 工程計画、施工順序、方法等の基本骨子を作成する。 

13 特別仕様書作成 主要な工事についての特別仕様書を作成する。 

14 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

15 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

16 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

17 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.4 0.4 0.4    

  0.5     

 
 

0.5 

     

 0.1 1.5 1.5    

 
  

2.0 

 

2.8 

  【特記】必要な項目を選定し計上する。 

 0.5 0.9 0.5    

  0.9 1.5 1.5 0.5  

 0.4 0.4 0.7 0.7 0.4  

  0.9 0.9   【特記】流末処理工は別途計上する。 

 0.4 1.1 1.1 2.7 4.3  

  0.7 1.7 1.7 0.8  

   0.4 1.1 2.2  

 

 

 0.7 2.0 2.0 2.6  

 0.7 1.3   0.4  

 0.4 0.7     

  0.5 0.5 1.1   

 

 

1.2      

 1.9      

  1.2 1.9 0.7 0.7  

 6.5 13.7 15.9 11.5 11.9  

 

  

1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3 0.3    

  0.3     

  

0.3 

     

 

 0.1 0.8 0.8    

   

1.2 

 

1.7 

  【特記】必要な項目を選定し計上する。 

 

 0.3 0.6 0.3    

  0.6 0.8 0.8 0.3  

 0.1 0.1 0.3 0.3 0.1  

  0.6 0.6   【特記】流末処理工は別途計上する。 

 0.1 0.4 0.4 1.1 1.6  

  0.3 0.7 0.7 0.4  

  0.3 0.8 0.8 1.0  

  0.4 0.4 0.7   

 

 

1.1      

 1.9      

  1.1 1.7 0.6 0.5  

 4.2 7.0 8.8 5.0 3.9  
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【補正適用表】[構想設計] 

補正項目 

 

作業項目 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   現地調査 ○ ○ ○ 

2   資料の検討 ○ ○ ○ 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 ○ ○ ○ 

3-2 管種、管径の検討 ○ ○ ○ 

4   水理検討 

4-1 定常水理解析 ○ ○  

4-2 非定常水理解析 ○ ○  

5   構造計算 ○ ○  

6   構造図作成 ○ ○  

7   附帯構造物 ○ ○  

8   附帯施設構造図作成 ○ ○  

9   平面縦断図作成 ○ ○  

10  数量計算 ○ ○  

11  概算工事費積算 ○ ○ ○ 

12  総合検討 ○ ○ ○ 

13  照査 ○   

14  点検取りまとめ ○ ○ ○ 

 

【補正適用表】[基本設計] 

補正項目 

 

作業項目 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   現地調査 ○ ○ ○ 

2   資料の検討 ○ ○ ○ 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 ○ ○ ○ 

3-2 管種、管径の検討 ○ ○ ○ 

4   水理検討 

4-1 定常水理解析 ○ ○  

4-2 非定常水理解析 ○ ○  

5   構造計算 ○ ○  

6   構造図作成 ○ ○  

7   附帯構造物 ○ ○  

8   附帯構造図作成 ○ ○  

9   平面縦断図作成 ○ ○  

10   土工図作成 ○ ○  

11  数量計算 ○ ○  

12  施工計画 ○ ○ ○ 

13  特別仕様書作成 ○ ○ ○ 

14  概算工事費積算 ○ ○ ○ 

15  総合検討 ○ ○ ○ 

16  照査 ○   

17  点検取りまとめ ○ ○ ○ 
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流 量 区 分 2≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－3－10 パイプライン】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 管種、管径の検討 管種、管径について概略の比較をする。 

4 水理検討 

4-1 定常水理解析 

 

標準断面による水理計算を行う。 

4-2 非定常水理解析 標準断面による水理計算を行う。 

5 構造計算 標準断面における内外圧荷重に対する構造計算し、管種選定図を作成する。 

6 構造図作成 タイプ別標準断面及びスラストブロック標準断面図を作成する。 

7 附帯構造物 主要部概略構造計算をして決定する。 

8 附帯施設構造図作成 構造一般図、構造配筋図を作成する。 

9 平面縦断図作成 平面縦断図に管径、管種区分、附帯工等を記入する。 

10 土工図作成 土工横断図作成し、切盛土量を表示する。 

11 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、管、その他主要附帯工材料等の概略数量計

算をする。 

12 施工計画 工程計画、施工順序、方法等の基本骨子を作成する。 

13 特別仕様書作成 主要な工事についての特別仕様書を作成する。 

14 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

15 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

16 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

17 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

 

流 量 区 分 2≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［構想設計］ 【6－3－9 パイプライン】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 構想設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 構想設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

水理構造設計の基本条件の概略を決定する。 

3-2 管種、管径の検討 管種、管径について代表的なもので比較する。 

4 水理検討 

4-1 定常水理解析 

 

概略水理計算を行う。 

4-2 非定常水理解析 概略水理計算を行う。 

5 構造計算 代表的なものについて概略構造計算を行う。 

6 構造図作成 代表的断面図を作成する。 

7 附帯構造物 概略の規模、構造配置を決定する。 

8 附帯施設構造図作成 構造一般図を作成する。 

9 平面縦断図作成 水路縦断図に標準断面を記入する。 

10 数量計算 代表断面におけるｍ当たり数量により総数量の概略数量計算をする。 

11 概算工事費積算 ｍ当たり複合単価で概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の主要部分の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.4 0.4 0.4    

  0.5     

 
 

0.5 
    

 

 0.9 1.5 1.5    

  
 

2.4 

 

2.8 
  

【特記】必要な項目を選定し計上する。 

 0.5 0.9 0.5    

  0.9 1.9 1.5 0.5  

 0.7 0.7 0.7 2.0 0.7  

  0.9 1.5   【特記】流末処理工は別途計上する。 

 0.7 1.7 1.7 3.3 4.7  

 0.4 0.7 1.3 2.6 1.0  

   0.7 1.3 2.3  

 

 
 

1.1 

 

2.0 

 

2.6 

 

2.4 

 

 

 1.1 1.7   0.4  

 0.4 0.7     

  0.5 1.1 1.6   

 

 

1.9      

 1.9      

  
1.2 

 

2.4 

 

0.7 

 

0.7 

 

 

 9.4 15.8 18.5 15.6 12.7  

 

  

1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3 0.3    

  0.3     

 
 

0.3 
    

 

 0.5 0.8 0.8    

  
 

1.4 

 

1.6 
  

【特記】必要な項目を選定し計上する。 

 0.3 0.5 0.3    

  0.5 1.1 0.8 0.3  

 0.3 0.3 0.3 0.8 0.3  

  0.5 0.8   【特記】流末処理工は別途計上する。 

 0.3 0.7 0.7 1.4 1.9  

 0.1 0.3 0.5 1.1 0.4  

  0.4 0.8 1.1 1.1  

  0.4 0.7 1.1   

 

 

1.6      

 1.9      

  1.1 2.2 0.5 0.5  

 5.6 7.5 10.1 6.8 4.5  
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【補正適用表】[構想設計] 

補正項目 

 

作業項目 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   現地調査 ○ ○ ○ 

2   資料の検討 ○ ○ ○ 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 ○ ○ ○ 

3-2 管種、管径の検討 ○ ○ ○ 

4   水理検討 

4-1 定常水理解析 ○ ○  

4-2 非定常水理解析 ○ ○  

5   構造計算 ○ ○  

6   構造図作成 ○ ○  

7   附帯構造物 ○ ○  

8   附帯施設構造図作成 ○ ○  

9   平面縦断図作成 ○ ○  

10  数量計算 ○ ○  

11  概算工事費積算 ○ ○ ○ 

12  総合検討 ○ ○ ○ 

13  照査 ○   

14  点検取りまとめ ○ ○ ○ 

 

【補正適用表】[基本設計] 

補正項目 

 

作業項目 

難易度補正 距離補正 複合設計補正 

1   現地調査 ○ ○ ○ 

2   資料の検討 ○ ○ ○ 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 ○ ○ ○ 

3-2 管種、管径の検討 ○ ○ ○ 

4   水理検討 

4-1 定常水理解析 ○ ○  

4-2 非定常水理解析 ○ ○  

5   構造計算 ○ ○  

6   構造図作成 ○ ○  

7   附帯構造物 ○ ○  

8   附帯構造図作成 ○ ○  

9   平面縦断図作成 ○ ○  

10   土工図作成 ○ ○  

11  数量計算 ○ ○  

12  施工計画 ○ ○ ○ 

13  特別仕様書作成 ○ ○ ○ 

14  概算工事費積算 ○ ○ ○ 

15  総合検討 ○ ○ ○ 

16  照査 ○   

17  点検取りまとめ ○ ○ ○ 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【暗渠】  

(200ｍ当たり歩掛 ) 

補      正      率  

距離補正  

ｎ≦ 3 

箇所数  

補正  

複合  

補正  

既製品  

使  用  作  業  項  目  

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 －  0.8 －  

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 －  －  －  

3-1 基本条件の検討  0.3ｎ＋ 0.7 －  0.8 －  

3-2 型式、規模及び構造の検討  0.3ｎ＋ 0.7 －  0.8 －  

3-3 呑吐口及びトランジションの検討  0.3ｎ＋ 0.7 Ｍ  0.8 －  

4 水理検討  －  －  －  －  

5-1 構造計算  0.3ｎ＋ 0.7 0.3Ｍ＋0.7 －  0.9 

5-2 構造図作成  －  －  －  －  

6 平面縦断図作成  ｎ  －  －  －  

7 土工図作成  ｎ  －  －  －  

8 数量計算  0.5ｎ＋ 0.5 －  －  0.9 

9 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 －  0.8 －  

10 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 －  0.8 －  

11 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 －  0.8 －  

12 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 －  0.8 －  

13 照査  －  －  －  －  

14 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 －  0.8 －  

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 距離補正･･････････設計対象延長に応じて補正を行う。 

ｎ＝設計対象延長（ｍ）÷200ｍ 

（ｎは小数点以下第 2 位四捨五入、第 1 位止まりとする。） 

② 箇所数補正････････設計対象延長内に複数の暗渠がある場合は暗渠の箇所数に応じて該当する歩掛の補正を行う。 

Ｍ＝暗渠の箇所数 

ただし、出入り口構造が同一の場合は１箇所分のみ計上する。 

③ 複合設計補正･･････開水路、排水路、パイプライン、トンネル、暗渠、サイホンの内２工種以上の設計を一括発注

する場合には、それぞれの工種の該当する作業項目の補正を行う。 

（同一工種でも流量区分等が異なる場合は複合補正の対象とする。併せて作業項目の照査に

ついては、１流量区分の歩掛のみを計上する。） 

ポンプ場と一括発注する場合には、該当する作業項目の補正を行う。 

④ 既製品使用補正････既製品を使用する場合は該当する作業項目の補正を行う。 

⑤ 留意事項･･････････１つの作業項目に複数の補正を行う場合は、各補正率を乗じて補正率を算出する。 

設計対象延長 10ｍ未満の場合は、積算基準の歩掛を適用しない。 
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流 量 区 分 Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－1 暗渠】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 水路タイプ及び標準断面形状を決定する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準タイプについて構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図及び構造配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 平面縦断図にタイプ区分別標準断面図、バレル割、工区境等記入する。 

7 土工図作成 切盛土量、法面保護工長等を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要材料の概略数量計算をする。 

9 施工計画 工程計画、施工法、順序等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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200 ｍ 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.0      

 

 

 0.5     

  0.7 0.7    

   

1.0 

 

1.5 

 

1.5 

  

 0.4 0.7 0.7 1.1 0.4  

   0.7 0.4 0.3  

   0.4  0.5  

   0.7 0.7 1.1  

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

  1.1 1.1 0.5 1.1  

 

 

0.7      

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 0.7 0.7 1.1  

 5.9 7.2 6.5 4.9 4.8  
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流 量 区 分 2≦Ｑ＜10ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－2 暗渠】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 水路タイプ及び標準断面形状を決定する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準タイプについて構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図及び構造配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 平面縦断図にタイプ区分別標準断面図、バレル割、工区境等記入する。 

7 土工図作成 切盛土量、法面保護工長等を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要材料の概略数量計算をする。 

9 施工計画 工程計画、施工法、順序等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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200 ｍ 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.0 1.0     

 

 

 0.5     

  0.7 1.5    

   

1.0 

 

1.5 

 

1.5 

  

 0.7 1.1 1.4 1.1 0.6  

   0.7 0.4 0.3  

   0.4  0.4  

   0.7 1.1 1.2  

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

  1.1 1.1 1.1 1.0  

 

 

0.7      

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 0.7 0.7 1.0  

 6.2 8.6 8.0 5.9 4.8  
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流 量 区 分 10≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－3 暗渠】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 水路タイプ及び標準断面形状を決定する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準タイプについて構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図及び構造配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 平面縦断図にタイプ区分別標準断面図、バレル割、工区境等記入する。 

7 土工図作成 切盛土量、法面保護工長等を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要材料の概略数量計算をする。 

9 施工計画 工程計画、施工法、順序等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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200 ｍ 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.0 1.0     

 

 

 0.5     

  0.7 1.5    

   

1.0 

 

1.5 

 

1.5 

  

 0.7 1.1 1.4 1.1 0.6  

   0.7 0.4 0.3  

   0.4  0.4  

   0.7 1.1 1.2  

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

  1.1 1.1 1.6 1.4  

 

 

0.7      

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 0.7 0.7 1.1  

 6.2 8.6 8.0 6.4 5.3  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

複合設計 

補正 

既製品 

使用補正 

1  現地調査 〇 〇  〇  

2  資料の検討 〇 〇    

3  設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 〇  〇  

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇 〇  〇  

3-3 呑吐口及びトランジションの検討 〇 〇 〇 〇  

4  水理検討 〇     

5  構造検討 

5-1 構造計算 〇 〇 〇  〇 

5-2 構造図作成 〇     

6  平面縦断図作成 〇 〇    

7  土工図作成 〇 〇    

8  数量計算 〇 〇   〇 

9  施工計画 〇 〇  〇  

10  特別仕様書作成 〇 〇  〇  

11  概算工事費積算 〇 〇  〇  

12  総合検討 〇 〇  〇  

13  照査 〇     

14  点検取りまとめ 〇 〇  〇  
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【作業項目別補正率一覧表】  

【落差工】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補      正      率  

箇所数補正  

2≦ｎ≦ 10 作  業  項  目  

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

3-2 型式、規模及び構造の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

4 水理計算  ｎ  

5-1 構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 

5-2 構造図作成  0.5ｎ＋ 0.5 

6 土工図作成  ｎ  

7 数量計算  ｎ  

8 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 

9 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 

10 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 

11 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 

12 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

箇所数補正････････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数（ただし、10 箇所程度までとする｡） 
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流 量 区 分 Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－4 落差工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算  型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面図についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 2≦Ｑ＜10ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－5 落差工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算  型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面図についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇 所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.5 0.5     

  0.5 0.9    

 

 

   

1.4 

   

 0.4 0.6 0.6 0.4 0.5  

   0.4  0.6  

  0.4 0.6 0.6 0.5  

 0.6 0.6   0.4  

  0.4     

  0.5 0.5 1.0   

 

 

0.6      

  0.6  1.2 0.7  

 2.6 4.8 4.4 3.2 2.7  

 

1 箇 所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.5 0.9     

  0.5 0.9    

 

 

  

0.6 

 

1.4 

   

 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5  

   0.4  0.6  

  0.4 0.6 0.6 0.8  

 0.6 0.6   0.4  

  0.4     

  1.0 0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6  1.2 1.5  

 2.8 6.3 4.4 2.9 3.8  
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流 量 区 分 10≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－6 落差工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算  型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面図についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇 所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.5 1.4     

  0.5 0.9    

   

0.6 

 

1.4 

   

 0.6 0.6 1.3 0.6 0.6  

   0.4  0.6  

  0.4 0.6 0.6 1.3  

 0.6 0.6   0.4  

  0.6     

  1.0 1.0 0.5   

 

 

0.6      

  0.6  1.2 1.5  

 2.8 7.0 5.6 2.9 4.4  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 

1   現地調査 〇 

2   資料の検討 〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇 

4   水理計算 〇 

5   構造検討 

5-1 構造計算 〇 

5-2 構造図作成 〇 

6   土工図作成 〇 

7   数量計算 〇 

8   施工計画 〇 

9   特別仕様書作成 〇 

10  概算工事費積算 〇 

11  総合検討 〇 

12  点検取りまとめ 〇 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【急流工】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補      正      率  

箇所数補正  

2≦ｎ≦ 10 作  業  項  目  

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

3-2 急流工方式の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

4 水理計算  ｎ  

5-1 構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 

5-2 構造図作成  0.5ｎ＋ 0.5 

6 土工図作成  ｎ  

7 数量計算  ｎ  

8 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 

9 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 

10 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 

11 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 

12 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

箇所数補正････････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数（ただし、10 箇所程度までとする。） 
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流 量 区 分 Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－7 急流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 急流工方式の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

各部断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 2≦Ｑ＜10ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－8 急流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 急流工方式の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

各部断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 

 0.6      

  0.5 0.9    

   

0.5 

 

0.9 

   

 0.4 0.6 0.6 0.4 0.5  

   0.4  0.6  

  0.4 0.6 1.0   

 0.6 0.6   0.3  

 0.4      

  0.5 0.5  0.6  

 

 

0.6      

  0.6  1.2 1.4  

 

 3.1 4.4 3.9 2.6 3.4  

 

1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.6      

  0.5 0.9    

   

0.5 

 

0.9 

   

 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5  

   0.4  0.6  

  0.4 1.0 1.0   

 0.6 0.6   0.3  

 0.4      

  0.5 1.0  0.6  

 

 

0.6      

  1.2  1.2 1.4  

 3.3 5.0 4.8 2.8 3.4  
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流 量 区 分 10≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－9 急流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 急流工方式の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

各部断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.6      

  0.5 1.4    

   

0.5 

 

1.4 

   

 0.4 1.0 1.3 0.6 0.6  

   0.4  0.6  

  0.6 1.0 1.0   

 0.6 0.6   0.3  

 0.4      

  0.5 1.0  0.6  

 

 

0.6      

  1.2  1.2 1.4  

 3.1 5.6 6.5 2.8 3.5  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 

1   現地調査 〇 

2   資料の検討 〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 

3-2 急流工方式の検討 〇 

4   水理計算 〇 

5   構造検討 

5-1 構造計算 〇 

5-2 構造図作成 〇 

6   土工図作成 〇 

7   数量計算 〇 

8   施工計画 〇 

9   特別仕様書作成 〇 

10  概算工事費積算 〇 

11  総合検討 〇 

12  点検取りまとめ 〇 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【射流分水工並びにチェックゲート】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補      正      率  

箇所数補正  

2≦ｎ≦ 10 作  業  項  目  

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

3-2 規模構造の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

4 水理計算  ｎ  

5-1 構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 

5-2 構造図、配筋図作成  0.5ｎ＋ 0.5 

6 土工図作成  ｎ  

7 数量計算  ｎ  

8 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 

9 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 

10 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 

11 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 

12 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

箇所数補正････････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数（ただし、10 箇所程度までとする。） 
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流 量 区 分 Ｑ＜2ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－10 射流分水工並びにチェックゲート】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造設計の基本条件を決定する。 

3-2 規模構造の検討 規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 規模検討のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量を表示した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の数量計算をする。 

8 施工計画 側水部、観測井戸など特に重要部分の施工法と工程計画の骨子について作成

する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 2≦Ｑ＜10ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－11 射流分水工並びにチェックゲート】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造設計の基本条件を決定する。 

3-2 規模構造の検討 規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 規模検討のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量を表示した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の数量計算をする。 

8 施工計画 側水部、観測井戸など特に重要部分の施工法と工程計画の骨子について作成

する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.4      

  1.4     

    

1.4 

   

 0.6 1.0 1.3 0.4 0.6 【特記】ゲート本体の設計は含まない。 

   0.4  0.6  

  0.4 0.6 0.6 0.7  

 

 

0.6 0.6   0.3  

  0.6     

  1.0 1.0    

 

 

0.6      

  1.2  1.2 1.4  

 3.7 6.9 4.7 2.2 3.6  

 

1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.4      

  1.4 1.4    

    

1.4 

   

 0.6 1.3 1.3 0.6 0.7 【特記】ゲート本体の設計は含まない。 

   0.4  0.6  

  0.6 0.6 0.6 1.5  

 

 

0.6 0.6   0.3  

  0.6     

  1.0 1.0 0.5   

 

 

0.6      

  1.2  1.2 1.4  

 3.7 7.4 6.1 2.9 4.5  
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流 量 区 分 10≦Ｑ≦15ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－12 射流分水工並びにチェックゲート】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造設計の基本条件を決定する。 

3-2 規模構造の検討 規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 規模検討のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量を表示した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の数量計算をする。 

8 施工計画 側水部、観測井戸など特に重要部分の施工法と工程計画の骨子について作成

する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 1.4 1.4     

  1.4 1.4    

   

1.4 

 

1.4 

   

 1.0 1.3 1.9 1.0 0.9 【特記】ゲート本体の設計は含まない。 

   0.4  0.6  

  0.6 0.6 1.3 1.5  

 

 

0.6 0.6   0.3  

  0.6     

  1.0 1.0 0.5   

 

 

0.6      

  1.2  1.2 1.4  

 4.1 10.2 6.7 4.0 4.7  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 

1   現地調査 〇 

2   資料の検討 〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 

3-2 規模構造の検討 〇 

4   水理計算 〇 

5   構造検討 

5-1 構造計算 〇 

5-2 構造図作成 〇 

6   土工図作成 〇 

7   数量計算 〇 

8   施工計画 〇 

9   特別仕様書作成 〇 

10  概算工事費積算 〇 

11  総合検討 〇 

12  点検取りまとめ 〇 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【直接分水工】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補      正      率  

箇所数補正  既製品  

使  用  作  業  項  目  2≦ｎ≦ 10 ｎ≧ 11 

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 0.1ｎ＋ 2.7 －  

2 資料の検討  0.3ｎ＋ 0.7 0.1ｎ＋ 2.7 －  

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

3-2 型式、規模及び構造の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

4 水理構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 －  

5 構造図作成  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 0.7 

6 数量計算  ｎ  ｎ  0.7 

7 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 －  

8 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 －  

9 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 －  

10 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 －  

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 箇所数補正････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数 

② 既製品使用補正････既製品を使用する場合は、該当する作業項目の補正を行う。 

③ 留意事項･･････････土工図が必要な場合は、別途計上する。 
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流 量 区 分 Ｑ＜0.8ｍ３/s（小規模） 

［基本設計］ 【6－4－13 直接分水工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理構造計算 型式、規模、構造決定の水理構造計算を行う。 

5 構造図作成 構造一般図、構造配筋図を作成する。 

6 数量計算 土工、コンクリート、附帯施設等の概算数量計算を行う。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

10 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 Ｑ≧0.8ｍ３/s（大規模） 

［基本設計］ 【6－4－14 直接分水工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理構造計算 型式、規模、構造決定の水理構造計算を行う。 

5 構造図作成 構造一般図、構造配筋図を作成する。 

6 数量計算 土工、コンクリート、附帯施設等の概算数量計算を行う。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付記

する。 

10 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.3 

     

 0.5      

  0.3 0.5    

  0.4 0.4 0.3 0.4  

   0.4 0.4   

  0.3     

   0.5    

 

 

0.6      

   0.6    

 1.4 1.7 2.4 0.7 0.4  

 

1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.3 

     

 0.5      

  0.3 0.6    

  0.4 0.4 0.5 0.2  

   0.4 0.4   

  0.3     

   0.5    

 

 

0.6      

 

 

  0.6    

 1.4 1.7 2.5 0.9 0.2  
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 【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 既製品使用補正 

1   現地調査 〇  

2   資料の検討 〇  

3   設計計画 

3-1  基本条件の検討 〇  

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇  

4   水理構造計算 〇  

5   構造図作成 〇 〇 

6   数量計算 〇 〇 

7   特別仕様書作成 〇  

8   概算工事費積算 〇  

9   総合検討 〇  

10  点検取りまとめ 〇  
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【作業項目別補正率一覧表】  

【合流工】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補      正      率  

箇所数補正  

2≦ｎ≦ 10 作  業  項  目  

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

3-2 型式、規模及び構造の検討  0.5ｎ＋ 0.5 

4 水理計算  ｎ  

5-1 構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 

5-2 構造図作成  0.5ｎ＋ 0.5 

6 土工図作成  ｎ  

7 数量計算  ｎ  

8 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 

9 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 

10 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 

11 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 

12 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

箇所数補正････････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数（ただし、10 箇所程度までとする。） 
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流 量 区 分 2≦Ｑ＜10ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－15 合流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、構造、規模を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

流 量 区 分 10≦Ｑ＜30ｍ３/ｓ 

［基本設計］ 【6－4－16 合流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、構造、規模を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇  所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

  0.6     

   0.6    

    

0.6 

   

 0.4 0.4 0.6  0.3  

    0.6 0.3  

  0.4 0.4 0.4   

 0.3    0.3  

 0.3      

  0.5 0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6  1.2   

 2.1 3.2 2.7 2.7 0.9  

 

1 箇 所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

  0.6     

   0.6    

    

0.6 

   

 0.4 0.4 0.6  0.3  

    0.6 0.3  

  0.4 0.4 0.4   

 0.3    0.3  

 0.3      

  0.5 0.5 1.0   

 

 

0.6      

  0.6  1.2   

 2.1 3.2 2.7 3.2 0.9  
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流 量 区 分 30≦Ｑ≦50ｍ３/s 

［基本設計］ 【6－4－17 合流工】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、構造、規模を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理計算 型式、規模決定のための水理計算を行う。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面についての構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 土工図作成 切盛土量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

7 数量計算 土工、コンクリート、鉄筋、型枠、附帯施設等の概略数量計算をする。 

8 施工計画 工程計画、施工法、順序等についての骨子を作成する。 

9 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

10 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

11 総合検討 上記の作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを付

記する。 

12 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇 所 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

  0.6     

   0.6    

    

0.6 

   

 0.4 0.6 1.0  0.5  

    0.6 0.3  

  0.4 0.4 0.6   

 0.3    0.4  

 0.3      

  0.5 0.5 1.0   

 

 

0.6      

  0.6  1.2   

 2.1 3.4 3.1 3.4 1.2  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 

1   現地調査 〇 

2   資料の検討 〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇 

4   水理計算 〇 

5   構造検討 

5-1 構造計算 〇 

5-2 構造図作成 〇 

6   土工図作成 〇 

7   数量計算 〇 

8   施工計画 〇 

9   特別仕様書作成 〇 

10  概算工事費積算 〇 

11  総合検討 〇 

12  点検取りまとめ 〇 
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【作業項目別補正率一覧表】 

【サイホン】 

(200ｍ当たり歩掛) 

補     正     率 

距離補正 

ｎ≦3 

箇所数 

補 正 

複 合 

補 正 作 業 項 目 

1 現地調査 0.3ｎ＋0.7 － 0.8 

2 資料の検討 0.1ｎ＋0.9 － 0.8 

3-1 基本条件の検討 0.3ｎ＋0.7 － 0.8 

3-2 型式、規模及び構造の検討 0.3ｎ＋0.7 － 0.8 

3-3 呑吐口及びトランジションの検討 0.3ｎ＋0.7 Ｍ 0.8 

4 水理検討 ｎ － － 

5-1 構造計算 0.3ｎ＋0.7 0.3Ｍ＋0.7 － 

5-2 構造図作成 － － － 

6 平面縦断図作成 ｎ － － 

7 土工図作成 ｎ － － 

8 数量計算 0.5ｎ＋0.5 － － 

9 施工計画 0.1ｎ＋0.9 － － 

10 特別仕様書作成 0.1ｎ＋0.9 － 0.8 

11 概算工事費積算 0.1ｎ＋0.9 － 0.8 

12 総合検討 0.1ｎ＋0.9 － 0.8 

13 照査 － － － 

14 点検取りまとめ 0.1ｎ＋0.9 － 0.8 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 距離補正･･････････設計対象延長に応じて補正を行う。 

ｎ＝設計対象延長（ｍ）÷200ｍ 

（ｎは小数点以下第 2 位四捨五入、1 位止めとする。） 

② 箇所数補正････････設計対象延長内に複数のサイホンがある場合はサイホンの箇所数に応じて該当する歩掛の補

正を行う。 

Ｍ＝サイホンの箇所数 

ただし、出入り口構造が同一の場合は１箇所分のみ計上する。 

③ 複合設計補正･･････開水路、排水路、パイプライン、トンネル、暗渠、サイホンの内２工種以上の設計を一括発注

する場合には、それぞれの工種の該当する作業項目の補正を行う。 

（同一工種でも流量区分等が異なる場合は複合補正の対象とする。併せて作業項目の照査に

ついては、１流量区分の歩掛のみを計上する。） 

ポンプ場と一括発注する場合には、該当する作業項目の補正を行う。 

④ 留意事項･･････････既製品を使用する場合、標準断面の作成分、構造計算、数量計算の歩掛は 6-3 項基本設計パイ

プラインの歩掛に準ずる。 

１つの作業項目に複数の補正を行う場合は各補正率を乗じて補正率を算出する。 

設計対象延長 10ｍ未満の場合は、積算基準の歩掛を適用しない。 
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水 頭 区 分 Ｈ＜10ｍ 

［基本設計］ 【6－4－18 サイホン】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 内部断面形状の検討及び構造の検討、土被り、内水圧よりタイプ区分を決定

する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算及び水理縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 タイプ別標準断面図及び地質データ記入、ＯＴ・ＣＴ・サイホンのタイプ区

分を記入、ＳＴＡ・ＥＬ決定、一般注意事項を記入する。 

7 土工図作成 切盛土工量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要附帯工の材料等の概略計算を

する。 

9 施工計画 工程計画、施工順序、方法等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要な工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  



積算参考歩掛／設計業務／6 水路工／6-4附帯施設  495 

200  ｍ  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

   

0.5 

    

 0.9 0.9    【特記】水管橋その他工法との比較検討は別途計上

する。 

 0.5 0.7     

 

  1.5 1.5    

  

1.5 

 

1.9 

 

2.4 

 

1.5 

 

1.4 

 

 0.4 1.7 2.7 0.7 0.8  

  0.7  0.4 0.3  

   0.4  0.5  

  0.4 0.7 1.3 1.2  

 

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

 0.5 1.1 1.1 1.1   

 0.7      

 

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 1.2 1.2 1.1  

 

 7.8 12.6 10.0 6.2 5.6  
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水 頭 区 分 Ｈ＜15ｍ 

［基本設計］ 【6－4－19 サイホン】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 内部断面形状の検討及び構造の検討、土被り、内水圧よりタイプ区分を決定

する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算及び水理縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 タイプ別標準断面図及び地質データ記入、ＯＴ・ＣＴ・サイホンのタイプ区

分を記入、ＳＴＡ・ＥＬ決定、一般注意事項を記入する。 

7 土工図作成 切盛土工量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要附帯工の材料等の概略計算を

する。 

9 施工計画 工程計画、施工順序、方法等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要な工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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200  ｍ  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

   

0.5 

    

 0.9 0.9 0.9   【特記】水管橋その他工法との比較検討は別途計上

する。 

 0.5 0.7 0.5    

 

  1.5 1.5    

  

1.5 

 

1.9 

 

2.4 

 

2.4 

 

1.4 

 

 0.4 1.7 2.7 0.7 0.8  

  0.7  0.4 0.3  

 

   0.4  0.5  

  0.4 0.7 1.3 1.2  

 

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

 0.5 1.1 1.1 1.1 1.1  

 0.7      

 

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 1.2 1.2 1.1  

 

 7.8 12.6 11.4 7.1 6.7  
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水 頭 区 分 Ｈ＜20ｍ 

［基本設計］ 【6－4－20 サイホン】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 内部断面形状の検討及び構造の検討、土被り、内水圧よりタイプ区分を決定

する。 

3-3 呑吐口及びトランジションの検

討 

トランジション、安全施設等の概略の設計をする。 

4 水理検討 標準断面による水理計算及び水理縦断図を作成する。 

5 構造検討 

5-1 構造計算 

 

標準断面について構造計算を行う。 

5-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 平面縦断図作成 タイプ別標準断面図及び地質データ記入、ＯＴ・ＣＴ・サイホンのタイプ区

分を記入、ＳＴＡ・ＥＬ決定、一般注意事項を記入する。 

7 土工図作成 切盛土工量、法面保護工長を記入した土工図を作成する。 

8 数量計算 １箇所毎の土工量、コンクリート、その他主要附帯工の材料等の概略計算を

する。 

9 施工計画 工程計画、施工順序、方法等の基本骨子を作成する。 

10 特別仕様書作成 主要な工事についての特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

12 総合検討 上記の作業について、総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

14 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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200  ｍ  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.3 0.3     

  0.3     

   

0.5 

    

 0.9 1.5 0.9   【特記】水管橋その他工法との比較検討は別途計上

する。 

 0.5 0.8 0.5    

 

  1.5 1.5    

  

1.5 

 

1.9 

 

2.4 

 

2.4 

 

1.3 

 

 1.1 2.7 2.7 1.7 1.2  

  0.7  0.4 0.3  

   0.4 0.4 1.0  

  0.4 1.1 2.0 1.8  

 

 0.7 0.7   0.3  

 0.4 0.7     

 0.5 1.1 2.1 1.1 1.0  

 0.7      

 

 1.9     【特記】水路本体と併せて設計する場合は計上しな

い。 

  1.2 1.2 1.2 1.1  

 

 8.5 14.3 12.8 9.2 8.0  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

複合設計 

補正 

1   現地調査 〇 〇  〇 

2   資料の検討 〇 〇  〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 〇  〇 

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇 〇  〇 

3-3 呑吐口及びトランジションの検討 〇 〇 〇 〇 

4   水理検討 〇 〇   

5   構造検討 

5-1 構造計算 〇 〇 〇  

5-2 構造図作成 〇    

6   平面縦断図作成 〇 〇   

7   土工図作成 〇 〇   

8   数量計算 〇 〇   

9   施工計画 〇 〇   

10  特別仕様書作成 〇 〇  〇 

11  概算工事費積算 〇 〇  〇 

12  総合検討 〇 〇  〇 

13  照査 〇    

14  点検取りまとめ 〇 〇  〇 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【附帯橋梁】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補    正    率  

箇所数補正  

2≦ｎ≦ 10 
斜橋補正  

作  業  項  目  

1 現地調査  0.5ｎ＋ 0.5 －  

2 資料の検討  0.1ｎ＋ 0.9 －  

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 －  

3-2 上下部構造の検討  0.5ｎ＋ 0.5 －  

4-1 構造計算   0.5ｎ＋ 0.5 1.2 

4-2 構造図作成  ｎ  1.2 

5 数量計算  ｎ  1.2 

6 施工計画  0.1ｎ＋ 0.9 －  

7 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 －  

8 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 －  

9 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 －  

10 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 －  

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 箇所数補正････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数（ただし、10 箇所程度までとする｡） 

② 斜橋補正･･････････斜橋の場合は、該当する歩掛の補正を行う。 

③ 留意事項･･････････土工図が必要な場合は、別途計上する。 
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有 効 幅 員 Ｂ＝3ｍ程度 

［基本設計］ 【6－4－21 附帯橋梁】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

実測資料に基づく構造条件を決定する。 

3-2 上下部型式構造の検討 型式、構造を比較検討し､概略を決定する。 

4 構造検討 

4-1 構造計算 

 

上部構造の構造計算、下部構造の安定計算並びに基礎工の計算を行う。 

4-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

5 数量計算 土工、コンクリート、型枠、鉄筋、附帯施設等の数量計算をする。 

6 施工計画 工程計画と施工計画の骨子を作成する。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記の各作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

10 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

有 効 幅 員 Ｂ＝4.5ｍ程度 

［基本設計］ 【6－4－22 附帯橋梁】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

実測資料に基づく構造条件を決定する。 

3-2 上下部型式構造の検討 型式、構造を比較検討し､概略を決定する。 

4 構造検討 

4-1 構造計算 

 

上部構造の構造計算、下部構造の安定計算並びに基礎工の計算を行う。 

4-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

5 数量計算 土工、コンクリート、型枠、鉄筋、附帯施設等の数量計算をする。 

6 施工計画 工程計画と施工計画の骨子を作成する。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記の各作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

10 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

  



積算参考歩掛／設計業務／6 水路工／6-4附帯施設  503 

1 箇 所  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.6 0.6     

   

0.5 

 

0.9 

 

0.9 

  

  0.4 1.0 0.6 1.3  

   0.4 1.0 0.8  

 0.6 0.6   0.4  

 0.4      

  0.5 0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6 1.2 0.6   

 2.7 3.9 4.0 3.6 2.5  

 

1 箇 所  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.6 0.6     

   

0.5 

 

1.4 

 

1.4 

  

  0.4 1.0 0.6 1.4  

   0.4 1.0 0.8  

 0.6 0.6   0.4  

 0.4      

  0.5 0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6 1.2 0.6   

 2.7 3.9 4.5 4.1 2.6  
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有 効 幅 員 Ｂ＝6ｍ程度 

［基本設計］ 【6－4－23 附帯橋梁】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

実測資料に基づく構造条件を決定する。 

3-2 上下部型式構造の検討 型式、構造を比較検討し､概略を決定する。 

4 構造検討 

4-1 構造計算 

 

上部構造の構造計算、下部構造の安定計算並びに基礎工の計算を行う。 

4-2 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

5 数量計算 土工、コンクリート、型枠、鉄筋、附帯施設等の数量計算をする。 

6 施工計画 工程計画と施工計画の骨子を作成する。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記の各作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

10 点検取りまとめ 水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇 所  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.4     

  0.3     

  

0.5 

     

 0.6 0.6     

   

0.5 

 

1.4 

 

1.4 

  

  0.4 1.0 0.6 1.4  

   0.4 1.0 0.8  

 0.6 0.6   0.4  

 0.4      

  0.5 0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6 1.2 0.6   

 2.7 3.9 4.5 4.1 2.6  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 斜橋補正 

1   現地調査 〇  

2   資料の検討 〇  

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇  

3-2 上下部型式構造の検討 〇  

4   構造検討 

4-1 構造計算 〇 〇 

4-2 構造図作成 〇 〇 

5   数量計算 〇 〇 

6   施工計画 〇  

7   特別仕様書作成 〇  

8   概算工事費積算 〇  

9   総合検討 〇  

10  点検取りまとめ 〇  
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【作業項目別補正率一覧表】  

【水路横断構造物】  

(1 箇所当たり歩掛 ) 

補    正    率  

箇所数補正  

作  業  項  目  2≦ｎ≦ 10 ｎ≧ 11 

1 現地調査  0.3ｎ＋ 0.7 0.1ｎ＋ 2.7 

2 資料の検討  0.3ｎ＋ 0.7 0.1ｎ＋ 2.7 

3-1 基本条件の検討  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 

3-2 型式、規模及び構造の検討   0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 

4 水理、構造計算  0.5ｎ＋ 0.5 0.1ｎ＋ 4.5 

5 構造図作成  ｎ  ｎ  

6 数量計算  ｎ  ｎ  

7 特別仕様書作成  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 

8 概算工事費積算  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 

9 総合検討  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 

10 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 1.9 

 

作業項目別補正の内容と留意事項 

① 箇所数補正････････複数の設計する場合には、箇所数に応じて補正を行う。 

ｎ＝箇所数 

② 留意事項･･････････土工図が必要な場合は、別途計上する。 
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口 径 区 分 φ≦600mm 

［基本設計］ 【6－4－24 水路横断構造物】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件の概略を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理、構造計算 規模検討のための水理計算を行う。管体の構造計算を行う。 

5 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 数量計算 土工、コンクリート、型枠、鉄筋、附帯施設等の数量計算をする。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記の各作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

10 点検取りまとめ 

 

水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  

 

口 径 区 分 φ＞600mm 

［基本設計］ 【6－4－25 水路横断構造物】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 基本設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 基本設計のための資料収集及び貸与資料の内容を把握する。 

3 設計計画 

3-1 基本条件の検討 

 

概略実測資料に基づく水理構造条件の概略を決定する。 

3-2 型式、規模及び構造の検討 型式、規模、構造を比較検討し、概略を決定する。 

4 水理、構造計算 規模検討のための水理計算を行う。管体の構造計算を行う。 

5 構造図作成 構造一般図、構造図、配筋図を作成する。 

6 数量計算 土工、コンクリート、型枠、鉄筋、附帯施設等の数量計算をする。 

7 特別仕様書作成 主要なものについて特別仕様書を作成する。 

8 概算工事費積算 主要単価を作成し、概算工事費を算定する。 

9 総合検討 上記の各作業について総合的な検討を行い、今後の作業についてコメントを

付記する。 

10 点検取りまとめ 

 

水理構造計算、図面の点検、数量計算の主要部分の点検取りまとめ及び報告

書作成を行う。 

計  
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1 箇 所  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.3     

  0.3     

  

0.3 

     

 0.5      

  0.3 0.6 0.6   

  0.4 0.6 0.6 1.8  

   0.4 0.6   

   0.4    

   0.5 0.3   

 

 

0.6      

  0.6 0.6    

 1.4 1.9 3.1 2.1 1.8  

 

1 箇 所  当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  0.3     

  0.3     

  

0.3 

     

 0.5      

  0.3 0.6 0.6   

  0.4 1.0 1.3 2.1  

   0.6 1.0   

   0.4    

   0.5 0.5   

 

 

0.6      

  0.6 0.6    

 1.4 1.9 3.7 3.4 2.1  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

箇所数補正 

1   現地調査 〇 

2   資料の検討 〇 

3   設計計画 

3-1 基本条件の検討 〇 

3-2 型式、規模及び構造の検討 〇 

4   水理、構造計算 〇 

5   構造図作成 〇 

6   数量計算 〇 

7   特別仕様書作成 〇 

8   概算工事費積算 〇 

9   総合検討 〇 

10  点検取りまとめ 〇 
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７ ほ場整備 

（１）適  用 

本歩掛は、ほ場整備の調査計画及び工事計画の設計業務について適用する。 

なお、幹線水路計画（取水地点より作業地区まで）の設計歩掛は、水路工の歩掛により別途計上す

る。 

（２）全体補正 

ア 前段設計補正 

基本設計の歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

イ 難易度補正 

施設規模や設計の難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

基本設計 

設計内容 補正率 

 普通の技術力を要するもの 1.00 

 高度な技術力を要するもの 

 ・施工場所が急傾斜地の場合 

 ・施工場所が地すべり地帯の場合 

 ・事業計画を取りまとめるもの 

1.08 

ウ 設計面積の補正 

歩掛基準が 100ha 当たりで表示してある作業項目については、設計対象面積に応じて次表により

補正を行う。 

n＝ 
面積(ha)

100ha
 (面積＝地区面積) 

地区面積（ha） ｎの範囲 補正率算定式 

 Ａ ＜10  ｎ ＜0.1 ｎ＋0.05 

10≦ Ａ ＜50 0.1≦ ｎ ＜0.5 1.2(ｎ－0.1)＋0.15 

50≦ Ａ ＜100 0.5≦ ｎ ＜1 1.04(ｎ－0.5)＋0.63 

100≦ Ａ ＜200 1≦ ｎ ＜2 0.95(ｎ－1)＋1.15 

200≦ Ａ ＜500 2≦ ｎ ＜5 0.8(ｎ－2)＋2.1 

500≦ Ａ ＜1000 5≦ ｎ ＜10 0.7(ｎ－5)＋4.5 

1000≦ Ａ  10≦ ｎ  0.65(ｎ－10)＋8 

エ 地形の補正 

歩掛基準が 100ha 当たりで表示してある作業項目については、地形勾配に応じて次表により補正

を行う。 

ｎ＝地形勾配の逆数 

地 形 勾 配 ｎの範囲 補正率算定式 

 I ≧1/30  ｎ ≦30 
－0.0014ｎ＋1.14 

1/30＞ I ≧1/100 30＜ ｎ ≦100 

1/100＞ I ≧1/500 100＜ ｎ ≦500 

1.0 1/500＞ I ≧1/2000 500＜ ｎ ≦2000 

1/2000＞ I  2000＜ ｎ  

 



積算参考歩掛／設計業務／7 ほ場整備  513 

  

オ 距離の補正 

歩掛基準が 1km 当たりで表示してある作業項目については、設計対象距離に応じて次表により補

正を行う。 

ｎ＝設計延長（km） 

設計延長（km） ｎの範囲 補正率算定式 

1 未満 1 未満 0.2ｎ＋0.8 

1≦ Ｌ ＜2 1≦ ｎ ＜2 0.91(ｎ－1)＋1 

2≦ Ｌ ＜5 2≦ ｎ ＜5 0.78(ｎ－2)＋1.91 

5≦ Ｌ ＜10 5≦ ｎ ＜10 0.75(ｎ－5)＋4.25 

10≦ Ｌ ＜20 10≦ ｎ ＜20 0.7(ｎ－10)＋8 

20≦ Ｌ ＜30 20≦ ｎ ＜30 0.6(ｎ－20)＋15 

30≦ Ｌ  30≦ ｎ  0.5(ｎ－30)＋21 

カ 箇所数の補正 

歩掛基準が 1 箇所当たりで表示してある作業項目については、箇所数に応じて次の補正率算定式

により補正を行う。 

ｎ＝箇所数 

補正率算定式＝0.8(ｎ－1)＋1.0 

キ 留意事項 

設計面積の補正及び距離の補正において、ｎは小数点第 2 位四捨五入、第 1 位止まりとする。 

（３）その他留意事項 

河川協議資料等を作成する場合は別途計上する。 
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［基本設計］ 【7 ほ場整備】 歩 掛 

基 準 

(単位) 作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 

 

1-1 現地踏査 

 

 

地区内を踏査し、把握する。 

 

 

100ha 

1-2 土壌調査 

 

 

計画対象地区の土壌現況を把握し、土壌分類図（1/5,000）を作成するた

め、試坑し土壌断面の観察、分析試料の収集を行う。又、検土杖による

試穿調査を行う。 

100ha 

1-3 地耐力調査 

 

 

コーンペネトロメーターによる地耐力調査を全域について行う。 

 

100ha 

1-4 減水深調査 用水計画樹立に必要な代掻水深、減水深を各土壌別に 2～3 箇所実測す

る。 

1 式 

1-5 道路用排水系統調査 計画樹立に当たって計画対象地区の現況道路、用排水系統を十分把握し

各々の系統図（1/5,000）を作成するため、現地踏査、聞き取り調査等を

行う。 

100ha 

1-6 現況施設調査 現況施設の構造、規模、製造年月日及び利用状況を調査する。 100ha 

1-7 反復水量調査 地区を代表する地点 2箇所程度を選定し、かんがい期間に 3回程度反復

水量を実測する。 

100ha 

1-8 水源流量調査 計画取水地点又はその近傍で長期の流量観測を実施し、低水解析の資料

を収集する。 

1 式 

1-9 補償物件調査 事業実施に当たり補償すべき物件（電柱、水道、電話ケーブル等）を調

査する。 

100ha 

1-10 各種施設の取付点標高調査 主要施設取付点の標高測量を行う。 100ha 

1-11 各種取付点平面位置調査 計画主要施設及び各種施設取付点の平面測量（1/100～1/500）を行う。 1箇所 

1-12 地下水調査 新規水源等を地下水に依存する地区の電探、揚水試験による地下水の利

用可能量を調査する。 

1 式 

2 資料の検討及び収集 

2-1 資料の検討 

 

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計

画を樹立する。 

 

1地区 

2-2 水文、気象資料 気象台、観測所等観測資料保有機関から資料を収集する。 1地区 

2-3 経済効果算定資料 関係市町村、土地改良区、農協、普及所等から基礎資料を収集する。 1地区 

3 計画・設計諸元検討 

3-1 用水計画基準年 

 

渇水量、有効雨量、連続旱天日数等確率計算により 1/10 確率に相当す

る計画基準年を決定する。 

 

1地区 

3-2 排水計画基準雨量 日降雨記録を確率計算し、1/10 及び 1/2 確率の排水基準雨量を決定す

る。 

1地区 

3-3 現況計画減水深 減水深の実測資料を分析し、土壌別の現況及び計画の代掻水深、減水深

を決定する。 

1地区 

3-4 区画形状の検討 地形、営農、導入機械規模及び道路体系から地区に適した標準区画を決

定する。 

1地区 

3-5 道路規模の検討 用地構成、営農、導入機械規模、道路体系等を考慮し道路規模、配置を

決定する。 

1地区 

3-6 計画平面図作成 地区及びその周辺の自然条件、用排水系統、道路体系等を勘案して、地

区内の用排水路、道路の配置、ほ区、耕区の決定を行い、現況計画平面

図（1/1,000）を作成する。 

100ha 

3-7 面積算定 1/1,000図上で、三斜法又は座標読取機の使用により面積を測定し、各

種計画が樹立できるようまとめる。 

100ha 

3-8 道路用排水路縦断計画 縦断図を作成することなく、地形勾配から各路線毎の平均勾配を決定す

る。幹線規模の道路、用排水路縦断図を作成する。 

100ha 

3-9 計画用水量 路線別に計画断面決定に必要な用（通）水量を決定するとともに用水系

統模式図を作成する。 

100ha 

3-10 用水収支計算 基準年について、現況及び計画の水源別半旬計算を行う。 100ha 

3-11 用水路水理計算 

3-11-1 用水路及び樹枝状管水路 

 

路線毎の平均勾配に基づく水理計算を行う。 

 

100ha 

3-11-2 管網管水路 1ほ区 2～3箇所の吐出点を設定した管網計算を行う。 

 

100ha 

3-12 計画排水量 路線別に計画断面決定に必要な排水量を決定するとともに、排水系統模

式図を作成する。 

100ha 
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 1.3 2.6  2.6  

【特記】1-1～1-12の歩掛は旅行日は含まない。 

（旅費は別途計上する。） 

 

 1.3  6.5  6.5 【特記】試坑は、深度１ｍとし、25haに１点又は各土

壌別に 1点行う。試穿調査は 1haに 1点とする。土壌

の分析費用は別途計上する。 

 1.3  2.6  18.2 【特記】地耐力調査１haに 1点とし、計画地表下 50cm

まで 10cm毎に貫入速度を測定する。測定回数は 3回と

する。 

（別途計上） 
 

 

 

 

 1.3  3.9 3.9 【特記】水利慣行調査を含む。 

 

  1.3  3.9 3.9 【特記】ため池の深浅測量調査は除く。 

 1.3   3.9 3.9  

 

（別途計上） 
 

 

    1.3 1.3  

 

    1.3 1.3 【特記】Ｂ．Ｍの新設は含まない。 

    0.6 0.6  

（別途計上） 
 

 

  

1.3 

 

2.6 

    

 

 

  1.3  1.3   

 1.3 3.9  3.9   

  

1.3 

 

2.6 

 

3.2 

  

2.6 

 

 

 

 

 

 2.6   1.3  

 1.3 3.9 2.6  2.6  

 

 1.3 2.6 1.3    

 

  1.3 1.3    

 

 1.3 4.5 5.2 5.2 9.9 【特記】1/1,000航測図による。 

 

 

    5.2 13.0 【特記】現況の面積算定は除く。 

 

  0.6  1.3 1.7 【特記】縦断図は 1/1,000図とする。 

 

  1.3  5.2 2.6  

 

  1.3 2.6 3.9 3.9  

    

1.3 

  

2.6 

【特記】電子計算機によりウォーターハンマーの詳細

計算を行う場合は別途計上する。 

  2.6   10.4 【特記】電子計算機によりウォーターハンマーの詳細

計算を行う場合は別途計上する。 

  1.3  3.9 2.6  
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［基本設計］ 【7 ほ場整備】 歩 掛 

基 準 

(単位) 作 業 項 目 作 業 内 容 

3-13 排水路水理計算 路線毎の縦断計画に基づく水理計算を行う。 100ha 

3-14 湛水計算 湛水ブロック毎に排水収支計算を行い計画田面高、計画ポンプ容量の概

略値を決定する。 

1 式 

4 施設設計 

4-1 道路、用排水路標準断面図作成 

 

道路、用排水路について各タイプ別に標準断面図を作成する。 

 

 

 

100ha 

4-2 附帯施設設計 工種別、タイプ別に標準構造図を作成する。 

 

100ha 

4-3 整地計算 現況地形、現況筆数等からブルドーザー運転時間を計算する。 

 

100ha 

4-4 暗渠排水施設設計 土壌調査結果より、標準的な暗渠の配置、規模の決定と、暗渠排水区域

を決定する。 

100ha 

4-5 数量計算 概略数量計算を行う。 100ha 

5 機場工  1 式 

6 送配水管路工 

 

 

6-1 水理計算、構造計算 

 

 

 

水理計算及び標準断面における構造計算を行い、管種を選定する。 

 

 

 

 

1㎞ 

6-2 附帯工設計 工種毎の標準構造図を作成する。 1㎞ 

6-3 数量計算 概略数量計算を行う。 1㎞ 

7 農道橋梁工 

 

 

 

7-1 設計図作成 

 

 

 

 

標準設計を利用し概略計画図を作成する。 

 

 

 

 

1箇所 

7-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

8 水管橋工 

 

 

8-1 設計図作成 

 

 

 

計算図表等を利用した概略構造計算を行い、概略計画図を作成する。 

 

 

 

1箇所 

8-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

9 県町村道横断工 

 

9-1 設計図作成 

 

 

概略計画図を作成する。 

 

 

1箇所 

9-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

10 河川放流工 

 

 

10-1 設計図作成 

 

 

 

水理計算により断面を決定し、概略計画図を作成する。 

 

 

 

1箇所 

10-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

11 概算工事費積算 市販の物価版・工事歩掛等を用い、ｍ当たり、箇所当たり等の単価を作

成し概算工事費を算定する。 

100ha 

12 経済効果算定  1地区 

13 計画概要書添付図面等作成 

13-1 添付図面作成 

 

1/5,000図面を作成する。 

 

100ha 

13-2 添付図面着色 1/5,000図面を着色する。（17種） 100ha 

13-3 計画概要書作成 所定様式により、計画概要書を作成する。 1地区 

13-4 事業計画書作成 所定様式により、土地改良事業計画書を作成する。 1地区 

14 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を

行う。 

1式 

15 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検取りまとめを行う。（報告書作成含む） 100ha 

計   
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

   1.3  2.6  

（別途計上） 
【特記】最大 24時間の計算とし、ポンプは定量値又は

ポンプ性能曲線を用いて計算する。 

    

1.3 

  

0.8 

【特記】φ300mm 以下の送水管路は本設計に含む。  

[5機場工]～[10河川放流工] の施設及びため池の取

水堰等重要構造物並びに他事業で実施されるに等しい

規模の用排水施設は含まない。 

  1.3 2.6 3.9 7.6 【特記】構造計算配筋図は含まない。用排水施設現況

取付の概略計画図の作成を含む。 

  1.3  2.6 2.6 【特記】表土扱い計画含む。地均計算は含まない。用

排水施設現況取付の概略水量計算を含む。 

   2.6    

  2.6 6.5 6.5 6.5  

（別途計上） 【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。 

  

 

 

  

 

 

0.6 

 

 

 

0.6 

 

 

 

1.3 

【特記】φ350～600mmの送配水管路に適用する。  

φ300mm以下の送配水管路は [ 4施設設計] に含ま

れている。 

【特記】電子計算機によるウォーターハンマーの詳細

計算は除く。 

   1.3  0.4 【特記】構造計算、配筋図は除く。 

    0.6   

  

 

 

 

  

 

 

 

1.3 

  

 

 

 

0.4 

【特記】支間 15ｍ以下の農道直橋を標準とする。  

【補正】狭支間で暗渠タイプとなり現場打ちコンクリ

ートの場合は補正率 ：0.6、二次製品の場合は補正率 ：

0.3とする。 

    0.6   

  

 

 

  

 

 

1.3 

  

 

 

0.4 

【特記】φ350～600mm、Ｌ＝15ｍ以下の単純梁型式を

標準とする。サイホンの場合も、本歩掛を適用してよ

い。 

    0.6   

    

 

0.6 

  

 

0.3 

【特記】橋梁及び暗渠タイプで現場打ちコンクリート

となる場合は適用しない。 

    0.6   

    

 

 

1.3 

  

 

 

0.4 

【特記】府県管理の河川以下で道路と供用しない高さ

5ｍ以下の堤防を標準とする。放流工断面はＨ1.5ｍ×

Ｂ1.5ｍ×1連程度 

    0.6   

 0.6 2.6 5.2 6.5 6.5  

（別途計上）  

   

5.2 

 

7.8 

 

15.6 

 

22.6 

 

     2.3  

 0.6 5.2 3.9   【特記】印刷は除く。（所定様式） 

 0.6 3.9 2.6   【特記】印刷は除く。（所定様式） 

 1.9      

 

 1.3 5.8 4.5    

 18.0 65.5 71.3 86.1 147.5  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計面積 

補正 

地形 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

橋梁工 

(狭支間暗渠) 

補正 

1     現地調査       

1-1    現地踏査 ○ ○ ○    

1-2    土壌調査 ○ ○ ○    

1-3    地耐力調査 ○ ○ ○    

1-4    減水深調査 ○      

1-5    道路用排水系統調査 ○ ○ ○    

1-6    現況施設調査 ○ ○ ○    

1-7    反復水量調査 ○ ○ ○    

1-8    水源流量調査 ○      

1-9    補償物件調査 ○ ○ ○    

1-10   各種施設の取付点標高調査 ○ ○ ○    

1-11   各種取付点平面位置調査 ○    ○  

1-12   地下水調査 ○      

2     資料の検討及び収集       

2-1    資料の検討 ○      

2-2    水文、気象資料 ○      

2-3    経済効果算定資料 ○      

3      計画・設計諸元検討       

3-1    用水計画基準年 ○      

3-2    排水計画基準雨量 ○      

3-3    現況計画減水深 ○      

3-4    区画形状の検討 ○      

3-5    道路規模の検討 ○      

3-6    計画平面図作成 ○ ○ ○    

3-7    面積算定 ○ ○ ○    

3-8    道路用排水路縦断計画 ○ ○ ○    

3-9    計画用水量 ○ ○ ○    

3-10   用水収支計算 ○ ○ ○    

3-11   用水路水理計算       

3-11-1 用水路及び樹枝状管水路 ○ ○ ○    

3-11-2 管網管水路 ○ ○ ○    

3-12   計画排水量 ○ ○ ○    

3-13   排水路水理計算 ○ ○ ○    

3-14   湛水計算 ○      

4      施設設計       

4-1    道路、用排水路標準断面図作成 ○ ○ ○    

4-2    附帯施設設計 ○ ○ ○    

4-3    整地計算 ○ ○ ○    

4-4    暗渠排水施設設計 ○ ○ ○    

4-5    数量計算 ○ ○ ○    

5      機場工 ○      

6      送配水管路工       

6-1    水理計算、構造計算 ○   ○   

6-2    附帯工設計 ○   ○   

6-3    数量計算 ○   ○   
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計面積 

補正 

地形 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

橋梁工 

(狭支間暗渠) 

補正 

7      農道橋梁工       

7-1    設計図作成 ○    ○ ○ 

7-2    数量計算 ○    ○  

8      水管橋工       

8-1    設計図作成 ○    ○  

8-2    数量計算 ○    ○  

9      県町村道横断工       

9-1    設計図作成 ○    ○  

9-2    数量計算 ○    ○  

10     河川放流工       

10-1   設計図作成 ○    ○  

10-2   数量計算 ○    ○  

11     概算工事費積算 ○ ○ ○    

12     経済効果算定 ○      

13     計画概要書添付図面等作成       

13-1   添付図面作成 ○ ○ ○    

13-2   添付図面着色 ○ ○ ○    

13-3   計画概要書作成 ○      

13-4   事業計画書作成 ○      

14     照査 ○      

15     点検取りまとめ ○ ○ ○    
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８ 畑地かんがい施設 

（１）適  用 

本歩掛は、改良山成工法による造成畑、10～20 度の傾斜畑、平坦地で区画整理済みの畑地かんがい事業

の調査計画及び工事計画の設計業務について適用する。 

（２）全体補正 

ア 前段設計補正 

基本設計の歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

イ 難易度補正 

施設規模や設計の難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

構想設計及び基本設計 

設計内容 補正率 

 普通の技術力を要するもの 1.00 

 高度な技術力を要するもの 

 ・施工場所が急傾斜地の場合 

 ・施工場所が地すべり地帯の場合 

 ・事業計画を取りまとめるもの 

1.08 

ウ 設計面積の補正 

歩掛基準が 100ha 当たりで表示してある作業項目については、設計対象面積に応じて次表により補正

を行う。 

（面積＝地区面積）
100ha

面積(ha)
＝ｎ

 

設計面積(ha) ｎの範囲 補正率算定式 

 Ａ ＜10  ｎ ＜0.1 ｎ＋0.1 

10≦ Ａ ＜20 0.1≦ ｎ ＜0.2 1.4(ｎ－0.1)＋0.2 

20≦ Ａ ＜50 0.2≦ ｎ ＜0.5 1.2(ｎ－0.2)＋0.34 

50≦ Ａ ＜100 0.5≦ ｎ ＜1 0.9(ｎ－0.5)＋0.7 

100≦ Ａ ＜500 1≦ ｎ ＜5 0.45 (ｎ－2)＋1.6 

500≦ Ａ ＜1000 5≦ ｎ ＜10 0.22(ｎ－5)＋2.95 

1000≦ Ａ  10≦ ｎ  0.075(ｎ－10)＋4.05 

エ 距離の補正 

歩掛基準が 1km 当たりで表示してある作業項目については、設計対象距離に応じて次表により補正を

行う。 

ｎ＝設計延長（km） 

設計延長(km) ｎの範囲 補正率算定式 

1未満 1未満 0.2ｎ＋0.8 

1≦ Ｌ ＜2 1≦ ｎ ＜2 0.91(ｎ－1)＋1 

2≦ Ｌ ＜5 2≦ ｎ ＜5 0.78(ｎ－2)＋1.91 

5≦ Ｌ ＜10 5≦ ｎ ＜10 0.75(ｎ－5)＋4.25 

10≦ Ｌ ＜20 10≦ ｎ ＜20 0.7(ｎ－10)＋8 

20≦ Ｌ ＜30 20≦ ｎ ＜30 0.6(ｎ－20)＋15 

30≦ Ｌ  30≦ ｎ  0.5(ｎ－30)＋21 
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オ 箇所数の補正 

歩掛基準が 1 箇所当たりで表示してある作業項目については、箇所数に応じて次の補正率算定式によ

り補正を行う。 

ｎ＝箇所数 

補正率算定式＝0.8(ｎ－1)＋1.0 

カ 留意事項 

設計面積の補正及び距離の補正において、ｎは小数点第 2位四捨五入、第 1位止まりとする。 

（３）その他留意事項 

河川協議資料等を作成する場合は別途計上する。 
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［構想設計］ 【8－1 畑地かんがい施設】 歩 掛 

基 準 

(単位) 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 

 

1-1 現地踏査 

 

 

地形、水源位置、計画路線等を概略踏査し、把握する。 

 

 

100ha 

1-2 土壌調査 既存資料により地区内の土壌統を区分する。 100ha 

1-3 用水量調査 用水量を計算式で求めるのに必要な既存資料及び気象資料を収集す

る。 

1地区 

1-4 資料の検討 構想設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業

計画を樹立する。 

1地区 

2 計画設計諸元の検討 

2-1 単位用水量 

 

既存又は近傍地区の資料に基づき単位用水量を決定する。 

 

1地区 

2-2 間断日数 既存又は近傍類似地区の資料に基づき間断日数を決定する。 1地区 

3 末端かんがい計画 

3-1 ローテーション計画 

 

1/2,500～1/5,000 図上でローテーションブロックを決定し、面積及

び用水量の算定を行い、1/5,000図のローテーション計画図を作成す

る。 

 

100ha 

3-2 スプリンクラー配置の計画 適正な機種を選定し、1～2 かん水ブロックについてスプリンクラー

配置計画模式図を作成する。 

1地区 

4 揚配水計画 

4-1 基本構想 

 

地形、水源位置、水利用目的等を勘案し、1/5,000図で地区に適した

経済的な揚配水計画を概算工事費やランニングコストにより比較検

討し決定する。 

 

100ha 

5 用水機場工  1 式 

6 幹線、支線用水路の設計 

 

 

 

6-1 計画路線の検討 

 

 

 

 

図上及び概略踏査に基づき路線の概略決定を行う。 

 

 

 

 

1 km 

6-2 縦断計画図作成 1/2,500～1/5,000図を利用し概略縦断計画図を作成する。 1 km 

6-3 管体構造計算 標準埋設断面による構造計算を行い概略の管種選定を行う。 1 km 

6-4 附帯構造物の設計図作成 事例を参考に工種別の概略標準構造図を作成する。 1 km 

6-5 数量計算 概算事業費が算出できる程度の概略数量計算を行う。 1 km 

7 末端配管施設の設計 

 

 

 

 

7-1 縦断計画図作成 

 

 

 

 

 

縦断図は作成せずローテーションブロック内の支線水路について

1/1,000図より水理計算上必要な標高及び距離を求める。 

 

 

 

 

 

100ha 

7-2 水理計算 ローテーションブロック内の支線水路の概略水理計算及びかん水ブ

ロック内の代表的ラテラル管の水理計算を行う。 

 

100ha 

7-3 附帯構造物の設計図作成 工種別の概略標準構造図を作成する。 100ha 

7-4 末端配管計画図作成 1/1,000 図で 10％程度の面積に対しモデル的にスプリンクラーを配

置し配置計画を行い、管種、口径及び延長を記入する。 

 

100ha 

7-5 末端自動化施設の設計 目的に適した末端自動化施設のレイアウトを行い概略計画図を作成

する。 

100ha 

7-6 数量計算 概算事業費が算出できる程度の概略数量計算を行う。 

 

 

 

100ha 

8 ファームポンド及び配水の設計 

8-1 設計図作成 経験、事例等により概略構造図を作成する。 1箇所 

8-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

9 管理用道路の設計 ファームポンド、用水機場等の管理用道路計画を概定する。 1 式 
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  

 

1.3 

 

 

1.3 

  

 

1.3 

 【特記】1-1～1-4の歩掛には旅行日は含まない。 

（旅費は別途計上する。） 

 

  0.7     

  1.3     

 

 1.3      

 

   

1.3 

    

   0.7    

   

0.7 

 

2.0 

  

1.7 

 

 

 

 

  2.6   0.4  

 

  

1.3 

 

2.6 

 

1.3 

   

【特記】数量は概算、概算工事費は複合単価や事例単

価による。 

 

（別途計上） 【特記】別途用水機場工の該当歩掛を適用する。 

   

 

 

 

0.7 

   【特記】6-1～6-5の歩掛はローテーションブロック入

口の用水路とし、概略の比較検討を含む。 

【補正】6-1～6-5の歩掛は屈曲が多いか又は、起伏に

富む山間地の路線の場合には、30％割増しとする。 

    0.7 0.3  

   0.7  1.3  

   0.7  0.3  

     0.7  

     

 

 

 

 

1.3 

 

 

 

 

 

2.6 

【特記】1/1,000 図上でのローテーションブロック内

の配管施設設計。7-2、7-4、7-6の作業項目は、多目的

利用の場合は適用できない。 

【補正】7-1～7-6の歩掛はテラス畑又は、区画の未整

備の畑の場合には、10％割増しとする。 

 

 

  1.3  1.3 5.4 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合には本歩掛の 25％

を計上する。 

    1.3 2.2  

  1.3  2.6 5.1 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合には本歩掛の 2/3を

計上する。 

  1.3  1.3 3.9 【特記】計画平面図は 1/1,000図とする。 

 

  1.3 1.3 1.3 3.9 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合には本歩掛の 60％

を計上する。自動化施設がない場合は本歩掛の 90％を

計上する。 

 

 1.3  1.3 0.8 

【特記】Ｖ＝500ｍ3ＲＣ構造を標準とし、基礎処理工

は除く。 

    0.7 0.7  

（別途計上）  
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［構想設計］ 【8－1 畑地かんがい施設】 歩 掛 

基 準 

(単位) 
作 業 項 目 作 業 内 容 

10 末端加圧機場の設計 

 

 

10-1 設計図作成 

 

 

 

経験、事例等により概略構造図を作成する。 

 

 

 

1箇所 

10-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

11 水管橋の設計 

 

11-1 設計図作成 

 

 

経験、事例等により概略構造図を作成する。 

 

 

1箇所 

11-2 数量計算 概略数量計算を行う。 1箇所 

12 概算工事費積算 事例単価や複合単価等により概算工事費を算定する。 100ha 

13 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成

を行う。 
1式 

14 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 100ha 

計   
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

   

 

 

1.3 

  

 

 

1.3 

 

 

 

0.8 

【特記】支配面積は、30～50haを標準とするブロック

造りの上屋とし、圧力タンク及び機場廻りの配管計画

を含む。 

    0.7 0.7  

    

 

1.3 

  

 

0.4 

【特記】φ200～500mm 1 スパンパイプビーム形式を

標準とする。 

    0.7   

  1.3 1.3 2.6 2.6  

 1.9      

 

 1.3 5.9 4.6    

 7.1 26.2 13.9 18.4 33.8  
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【補正適用表】［構想設計］ 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計 

面積 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

路線 

補正 

末端配管 

施設地形 

補正 

かんがい 

方式 

補正 

1   現地調査  

1-1 現地踏査 ○ ○      

1-2 土壌調査 ○ ○      

1-3 用水量調査 ○       

1-4 資料の検討 ○       

2   計画設計諸元の検討  

2-1 単位用水量 ○       

2-2 間断日数 ○       

3   末端かんがい計画  

3-1 ローテーション計画 ○ ○      

3-2 スプリンクラー配置の計画 ○       

4   揚配水計画  

4-1 基本構想 ○ ○      

5   用水機場工 ○       

6   幹線、支線用水路の設計  

6-1 計画路線の検討 ○  ○  ○   

6-2 縦断計画図作成 ○  ○  ○   

6-3 管体構造計算 ○  ○  ○   

6-4 附帯構造物の設計図作成 ○  ○  ○   

6-5 数量計算 ○  ○  ○   

7   末端配管施設の設計  

7-1 縦断計画図作成 ○ ○    ○  

7-2 水理計算 ○ ○    ○ ○ 

7-3 附帯構造物の設計図作成 ○ ○    ○  

7-4 末端配管計画図作成 ○ ○    ○ ○ 

7-5 末端自動化施設の設計 ○ ○    ○  

7-6 数量計算 ○ ○    ○ ○ 

8   ファームポンド及び配水の設計  

8-1  設計図作成 ○   ○    

8-2  数量計算 ○   ○    

9   管理用道路の設計 ○       

10   末端加圧機場の設計  

10-1 設計図作成 ○   ○    

10-2 数量計算 ○   ○    

11  水管橋の設計  

11-1 設計図作成 ○   ○    

11-2 数量計算 ○   ○    

12  概算工事費積算 ○ ○      

13  照査 ○       

14  点検取りまとめ ○ ○      
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［基本設計］ 【8－2 畑地かんがい施設】 歩 掛 

基 準 

(単位) 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 

 

1-1 現地踏査 

 

 

地形、水源位置、主要施設位置等、地区内を踏査し把握する。 

 

 

100ha 

1-2 土壌調査 25ha に 1 点試坑し、土壌断面の観察と分析試料の採取を行う。又、

1haに 1点検土杖により、試穿調査を行い、土壌分析結果と合わせて

土壌統を区分する。 

100ha 

1-3 用水量調査 代表する作物のほ場で、テンシオメーター又は電極を設置して用水量

を実測する。 

 

 

1地区 

1-4 土壌水分特性調査 用水量観測位置、層の土壌水分特性を調査する。 

 

1地区 

1-5 インテークレートの調査 各土壌別にシリンダーインテークレートを実測し、かんがい強度を定

める。 

1地区 

1-6 水源量調査 長期の流量観測を行い水源量解析に必要な流量を把握する。 1 式 

1-7 資料収集 気象水文資料、効果算定に必要な資料等を収集する。 1地区 

1-8 資料の検討 基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業

計画を樹立する。 

1地区 

2 計画設計諸元の検討 

2-1 単位用水量(1) 

 

既存資料及び気象資料に基づき、計算式により単位用水量を決定す

る。 

 

1地区 

2-2 単位用水量(2) 現地での観測結果に基づき消費水量を決定する。 1地区 

2-3 間断日数 実測資料に基づき、Ｔ・Ｒ・Ａ・Ｍ及び間断日数を決定する。 1地区 

2-4 用水計画基準年 水文、気象記録を確率計算し、計画基準年、平水年を決定する。 

 

1地区 

2-5 水源流量 収集資料により低水解析を行い、長期及び基準年、平水年の水源流量

を決定する。 

1 式 

2-6 水収支計算 基準年及び平水年の水収支計算を行う。 100ha 

3 末端かんがい計画 

3-1 かんがい方式の検討 

 

地形、土壌、営農、水源流量等を総合的に勘案して、かんがい方式を

決定する。 

 

1地区 

3-2 ローテーション計画 1/1,000図上でローテーションブロックとかん水ブロックを決定し、

面積及び用水量の算定を行い、1/5,000図のローテーション計画図を

作成する。 

100ha 

3-3 スプリンクラー配置の計画 適正な機種を選定し、1/1,000図で 2ローテーションブロック程度の

スプリンクラー配置計画を行う。 

1地区 

4 揚配水計画 

4-1 基本構想 

 

地形、水源位置、水利用目的等を勘案し、1/2,500図で経済的な揚配

水計画を概算工事費やランニングコストにより比較検討し決定する。 

 

100ha 

5 用水機場工  1 式 

6 幹線、支線用水路の設計 

 

 

 

6-1 計画路線の検討 

 

 

 

 

現地を概査し、必要に応じ図測縦断図を作成し事例単価による比較検

討を行う。 

 

 

 

 

1 km 

6-2 縦断計画図作成 貸与された縦断図又は 1/1,000 図を利用した図測縦断図に配管計画

と附帯工計画を行う。 

1 km 

6-3 水理計算 1/2,500～1/5,000 図を利用した概略縦断計画図に基づき水理計算を

行う。 

1 km 

6-4 ウォーターハンマー計算 経験則及び計算による方法（理論解法）等により水撃圧を決定する。 

 

1 km 

6-5 管体構造計算 標準埋設断面による構造計算を行い詳細な管種選定を行う。 1 km 

6-6 附帯構造物の設計図作成 工種別に必要な構造計算を行い、標準構造図を作成する。 1 km 

6-7 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1 km 
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  

 

1.3 

 

 

2.6 

  

 

2.6 

 【特記】1-1～1-8の歩掛には旅行日は含まない。 

（旅費は別途計上する。） 

 

 1.3  6.5  6.5 【特記】土壌分析費は別途計上する。 

 

 

   3.9  10.4 【特記】観測期間は、用水量のピーク期を中心に 3ヶ

月とする。1箇所 3層の測定とし、1地区当たり 4箇所

を標準とする。観測器具の設置、撤去、観測指導及び

定期点検の歩掛とし、観測費、器具費は別途計上する。 

  5.2   6.5 【特記】24時間容水量～生長阻害点までの水分量とＰ

Ｆ（しおれ点）又は抵抗値の関係を明らかにする。 

    3.9 3.9 【特記】1地区当たり 3箇所を標準とする。 

 

（別途計上）  

  2.6  1.3   

 1.3 2.6     

 

   

1.3 

  

1.3 

  

 

 

 1.3 3.9  5.2 5.2 【特記】観測期間 3ヶ月間の資料を標準とする。 

  1.3 1.3    

 0.6  3.2  2.6 【特記】水源がダムで長期の用水量計算、ダム収支計

算を必要とする場合は別途計上する。 

（別途計上） 
【特記】長期の水収支計算の場合は別途計上する。 

 

  2.6 2.6 2.6 2.6  

  

1.3 

 

2.6 

   

2.6 

 

 

 

  0.6 1.9 5.2 5.6  

 

 

  2.6  2.6 3.4  

 

  

1.3 

 

2.6 

 

2.6 

 

1.3 

 【特記】数量は概算、概算工事費は複合単価や事例単

価による。 

 

（別途計上） 【特記】別途用水機場工の該当歩掛を適用する。 

   

 

 

 

0.6 

  

 

 

 

0.6 

 

 

 

 

1.3 

【特記】6-1～6-7の歩掛はローテーションブロック入

口の用水路とし、概略の比較検討を含む。 

【補正】6-1～6-7の歩掛は屈曲が多いか又は、起伏に

富む山間地の路線の場合には、30％割増しとする。 

 

 

   1.3  1.0 【特記】管割計画は除く。 

 

    0.6   

 

  0.6     

 

  1.3  2.6   

   1.3 1.3 0.4 【特記】配筋図は、断面配筋図とする。 

    1.3 1.3  
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［基本設計］ 【8－2 畑地かんがい施設】 歩 掛 

基 準 

(単位) 
作 業 項 目 作 業 内 容 

7 末端配管施設の設計 

 

 

 

 

7-1 縦断計画図作成 

 

 

 

 

 

ローテーションブロック内の支線水路について 1/1,000 図より概略

縦断計画図を作成し、管種及び主要附帯工を記入する。 

 

 

 

 

 

100ha 

7-2 水理計算 ローテーションブロック内の支線水路の概略水理計算及び全ラテラ

ル管の水理計算を行う。 

 

100ha 

7-3 附帯構造物の設計図作成 必要な構造計算を行い工種別に標準構造図を作成する。 100ha 

7-4 末端配管計画図作成 1/1,000図にスプリンクラーを配置し、配管計画を行い、ラテラル管

も含め管種、口径、延長及び附帯工を記入する。 

 

100ha 

7-5 末端自動化施設の設計 目的に適した末端自動化施設の計画を樹立し、配線計画及び概略主要

構造図を作成する。 

100ha 

7-6 数量計算 

 

 

 

主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 

 

 

 

100ha 

8 ファームポンド及び配水の設計 

 

 

8-1 設計図作成 

 

 

 

主要部の構造計算を行い、構造図を作成する。 

 

 

 

1箇所 

8-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

9 管理用道路の設計 ファームポンド、用水機場等の管理用道路計画のルート、構造規格を

決定する。 

1式 

10 末端加圧機場の設計 

 

 

10-1 設計図作成 

 

 

 

必要な構造計算を行い、構造図を作成する。圧力タンク及び機場廻り

配管は概略設計図とする。 

 

 

 

1箇所 

10-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

11 水管橋の設計 

 

11-1 設計図作成 

 

 

主要部の構造計算を行い、構造図及び概略仮設計画図を作成する。 

 

 

 

1箇所 

11-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

12 概算工事費積算 市販の物価版、工事歩掛等を用い、ｍ当たり、箇所当たり等の単価表

を作成し概算工事費を算定する。 

100ha 

13 経済効果算定  1地区 

14 計画概要書、添付図面等作成 

14-1 添付図面作成 

 

1/5,000図面を作成する。 

 

100ha 

14-2 添付図面着色 1/5,000図面を着色する。（7種） 100ha 

14-3 計画概要書作成 所定の様式により計画概要書を作成する。 1地区 

14-4 事業計画書作成 所定の様式により土地改良事業計画書を作成する。 1地区 

15 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成

を行う。 

1式 

16 点検取りまとめ 設計計算書､図面等の点検取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 100ha 

計   
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歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

   

 

 

 

 

6.5 

 

 

 

 

 

11.7 

 

 

 

 

 

16.8 

 

 

 

 

 

33.6 

【特記】1/1,000 図上でのローテーションブロック内

の配管施設設計。7-2、7-4、7-6の作業項目は、多目的

利用の場合は適用できない。 

【補正】7-1～7-6の歩掛はテラス畑又は、区画の未整

備の畑の場合は 10％割増しとする。 

 

 

  2.6  10.4 16.7 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合は本歩掛の 25％を

計上する。 

   1.3 1.3 3.4  

  2.6 5.2 9.1 11.6 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合は本歩掛の 2/3を計

上する。 

  1.3  1.3 5.1 【特記】中央制御室の設計は除く。 

 

  5.2 10.4 25.9 25.8 【補正】ホースかんがいや移動式スプリンクラー等で

給水栓までの作業項目を行う場合は本歩掛の 60％を

計上する。自動化施設がない場合は本歩掛 90％を計上

する。 

   

 

 

3.9 

 

 

 

7.8 

 

 

 

7.8 

 

 

 

19.6 

【特記】Ｖ＝500ｍ3ＲＣ無蓋構造を標準とし、これよ

り大容量、あるいは有蓋構造の場合は適宜割増しする。 

基礎処理工は別途計上する。 

【特記】配筋図は断面配筋図とする。 

   3.9 3.9 9.7  

（別途計上） 
 

 

   

 

 

2.6 

 

 

 

2.6 

 

 

 

2.6 

 

 

 

1.3 

【特記】支配面積は、30～50haを標準とするブロック

造りの上屋とし、圧力タンク及び機場廻りの配管計画

を含む。 

【特記】配筋図は断面配筋図とする。 

 

   1.3  2.6  

    

 

1.3 

 

 

2.6 

 

 

2.2 

【特記】φ200～500mm 1 スパンパイプビーム形式を

標準とする。 

【特記】本歩掛は計画面積が 1,000ha以上又は多目的

かんがいを含む場合は 100％割増する。 

    1.3 1.3  

 0.6 2.6 5.2 6.5 6.5  

 

（別途計上）  

   

0.6 

 

0.6 

 

1.3 

 

6.2 

 

 

     0.4  

 0.6 1.9 1.3 1.3  【特記】印刷は除く。 

  1.3 1.3 1.3  【特記】印刷は除く。 

 1.9      

 

 1.3 8.4 5.2    

 12.8 72.5 83.7 125.8 199.3  
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【補正適用表】［基本設計］ 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計 

面積 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

路線 

補正 

末端配管 

施設地形 

補正 

かんがい 

方式 

補正 

面積 

多目的 

補正 

1   現地調査 

1-1  現地踏査 ○ ○       

1-2  土壌調査 ○ ○       

1-3  用水量調査 ○        

1-4  土壌水分特性調査 ○        

1-5  インテークレートの調査 ○        

1-6  水源量調査 ○        

1-7  資料収集 ○        

1-8  資料の検討 ○        
2   計画設計諸元の検討 

2-1  単位用水量(1) ○        

2-2  単位用水量(2) ○        

2-3  間断日数 ○        

2-4  用水計画基準年 ○        

2-5  水源流量 ○        

2-6  水収支計算 ○ ○       

3   末端かんがい計画 

3-1  かんがい方式の検討 ○        

3-2  ローテーション計画 ○ ○       

3-3  スプリンクラー配置の計画 ○        
4   揚配水計画 

4-1  基本構想 ○ ○       

5   用水機場工 ○        

6   幹線、支線用水路の設計 

6-1  計画路線の検討 ○  ○  ○    

6-2  縦断計画図作成 ○  ○  ○    

6-3  水理計算 ○  ○  ○    

6-4  ウォーターハンマー計算 ○  ○  ○    

6-5  管体構造計算 ○  ○  ○    

6-6  附帯構造物の設計図作成 ○  ○  ○    

6-7  数量計算 ○  ○  ○    
7   末端配管施設の設計 

7-1  縦断計画図作成 ○ ○    ○   

7-2  水理計算 ○ ○    ○ ○  

7-3  附帯構造物の設計図作成 ○ ○    ○   

7-4  末端配管計画図作成 ○ ○    ○ ○  

7-5  末端自動化施設の設計 ○ ○    ○   

7-6  数量計算 ○ ○    ○ ○  

8   ファームポンド及び配水の設計 

8-1  設計図作成 ○   ○     

8-2   数量計算 ○   ○     

9   管理用道路の設計 ○        
10   末端加圧機場の設計 

10-1 設計図作成 ○   ○     

10-2 数量計算 ○   ○     
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【補正適用表】［基本設計］ 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計 

面積 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

路線 

補正 

末端配管 

施設地形 

補正 

かんがい 

方式 

補正 

面積 

多目的 

補正 

11   水管橋の設計 

11-1 設計図作成 ○   ○    ○ 

11-2 数量計算 ○   ○     

12   概算工事費積算 ○ ○       

13   経済効果算定 ○        
14   計画概要書、添付図面等作成 

14-1 添付図面作成 ○ ○       

14-2 添付図面着色 ○ ○       

14-3 計画概要書作成 ○        

14-4 事業計画書作成 ○        

15   照査 ○        

16   点検取りまとめ ○ ○       
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９ 営農飲雑用水施設 

（１）適  用 

本歩掛は、営農飲雑用水施設の設計業務について適用する。 

（２）全体補正 

ア 前段設計補正 

基本設計の歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

イ 難易度補正 

施設規模や難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

基本設計 実施設計 

設計内容 補正率 設計内容 補正率 

普通の技術力を要するもの 1.00 普通の技術力を要するもの 1.00 

 高度な技術力を要するもの 

・施工場所が急傾斜の場合 

・施工場所が地すべり地帯の場合 

・事業計画を取りまとめるもの 

1.08 

 高度な技術力を要するもの 

 ・複雑な施設設計の場合  

 ・施工場所の現場条件が特殊

な場合 

1.08 又は 

1.17 

なお、補正率「1.17」については、施工場所等の条件を勘案し、特に高度な技術力を要するものに

適用する。 

ウ 設計給水量の補正 

歩掛基準が 1,000ｍ3/日当たりで表示してある作業項目については、日最大給水量に応じて次表に

より補正を行う。 

/日1,000ｍ

/日)ｍ日最大給水量(
＝ｎ

3

3

 

日最大給水量(ｍ3/日) ｎの範囲 補正率算定式 

 Ｑ ＜200  ｎ ＜0.2 0.8ｎ＋0.59 

200≦ Ｑ ＜500 0.2≦ ｎ ＜0.5 0.5(ｎ－0.2)＋0.75 

500≦ Ｑ ＜1,000 0.5≦ ｎ ＜1.0 0.2(ｎ－0.5)＋0.9 

1,000≦ Ｑ  1.0≦ ｎ  0.15(ｎ－1)＋1 

エ 配水池容量の補正 

歩掛基準が 400ｍ3当たりで表示してある作業項目については、加圧または配水池容量に応じて次

表により補正を行う。 

3

3

400ｍ

)(ｍ加圧または配水池容量
＝ｎ  

加圧または配水池容量（ｍ3） ｎの範囲 補正率算定式 

 Ｑ ＜200  ｎ ＜0.5 0.96ｎ＋0.3 

200≦ Ｑ ＜400 0.5≦ ｎ ＜1 0.44(ｎ－0.5)＋0.78 

400≦ Ｑ  1≦ ｎ  1.1(ｎ－1)＋1 
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オ 距離の補正 

歩掛基準が 1km 当たりで表示してある作業項目については、設計対象距離に応じて次表により補

正を行う。 

ｎ＝設計延長（km） 

設計延長（km） ｎの範囲 補正率算定式 

 Ｌ ＜1  ｎ ＜1 0.6ｎ＋0.4 

1≦ Ｌ ＜3 1≦ ｎ ＜3 0.3(ｎ－1)＋1 

3≦ Ｌ ＜5 3≦ ｎ ＜5 0.2(ｎ－3)＋1.6 

5≦ Ｌ  5≦ ｎ  0.15(ｎ－5)＋2 

歩掛基準が 10km 当たりで表示してある作業項目については、設計対象距離に応じて次表により

補正を行う。 

ｎ＝ 
延長(km)

10km
  

延長（km） ｎの範囲 補正率算定 

 Ｌ ＜5  ｎ ＜0.5 (ｎ－0.1)＋0.25 

5≦ Ｌ ＜10 0.5≦ ｎ ＜1 0.7(ｎ－0.5)＋0.65 

10≦ Ｌ ＜20 1≦ ｎ ＜2 0.6(ｎ－1)＋1 

20≦ Ｌ ＜30 2≦ ｎ ＜3 0.5(ｎ－2)＋1.6 

30≦ Ｌ ＜50 3≦ ｎ ＜5 0.45(ｎ－3)＋2.1 

50≦ Ｌ  5≦ ｎ  0.33(ｎ－5)＋3 

カ 箇所数の補正 

歩掛基準が 1 箇所当たりで表示してある作業項目については、箇所数に応じて次の補正率算定式

により補正を行う。 

ｎ＝箇所数 

補正率算定式＝0.8(ｎ－1)＋1.0 

キ 留意事項 

設計給水量の補正、配水池容量の補正及び距離の補正において、ｎは小数点第 2位四捨五入、第 1

位止まりとする。 

（３）その他留意事項 

河川協議資料等を作成する場合は別途計上する。 
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［基本設計］ 【9－1 営農飲雑用水施設】 歩 掛 

基 準 

(単位) 作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 

 

1-1 現地踏査 

 

 

 

地形、水源位置、主要施設位置等を把握する。 

 

 

 
千ｍ3/日 

 

1-2 給水施設計画調査 個々の給水対策施設及び民家について、給水位置決定のための調査を

行う。 

千ｍ3/日 

1-3 水源量調査 

 

 

取水の可能性を検討するため、既存又は近傍類似地区の資料を収集す

る他、渇水期に 1～2回の流量観測及び水質試験を実施する。 

1地区 

1-4 資料収集 水文気象資料のほか、給水量の推定に必要な資料等を収集する。 1地区 

1-5 資料の検討 基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業

計画を樹立する。 

1地区 

2 施設計画 

2-1 給水量 

 

計画年次、給水区域、給水入口、営農等から計画給水量を決定する。 

 

千ｍ3/日 

2-2 基本構想の策定 現地踏査や収集した基礎資料を総合的に検討し、施設規模の概略を決

定し、関係機関と調整できる基本構想図（1/5,000）を作成する。 

千ｍ3/日 

2-3 基本計画 基本構想をベースに施設配置の比較検討を行い、その結果に基づき、

施設位置を決定する。 

千ｍ3/日 

3 取水施設設計 

3-1 構造図作成 

 

詳細な水理ポンプ容量計算を行い、主要部分の安定構造計算に基づく

構造図及び断面配筋図を作成する。 

 

1箇所 

3-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

4 導水施設設計 

4-1 設計図作成 

 

1/1,000平面図から図測縦断図を作成し、それに基づき水理計算と構造

計画から管種、口径を決定し、縦断計画及び附帯施設の標準構造図を

作成する。 

 

1 km 

4-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1 km 

5 浄水施設設計 

5-1 施設規模の検討 

 

施設の容量計算と主要施設の構造計算を行い施設規模を決定する。 

 

1箇所 

5-2 設計図作成 構造図、断面配筋図及び電気計装設備の概略計画図を作成する。 1箇所 

5-3 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

6 送水管路施設設計 

6-1 設計図作成 

 

1/1,000平面図から図測縦断図を作成し、それに基づく水理計算と構造

計算から管種、口径を決定し、縦断計画図及び附帯施設の標準構造図

を作成する。 

 

1 km 

6-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1 km 

7 加圧ポンプ場施設設計 

7-1 設計図作成 

 

必要な構造計算を行い構造図、配筋図、概略ポンプ計画図を作成する。 

 

400ｍ3 

7-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 400ｍ3 

8 配水池施設設計 

8-1 設計図作成 

 

配水池容量を決定し、経験事例等により概略計画図を作成する。 

 

400ｍ3 

8-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 400ｍ3 

9 配水管路施設設計 

9-1 設計図作成 

 

φ75以上の主要管路については 1/1,000平面図からの図測縦断図を作

成し、水理計算を行い配水管路及び附帯施設の設計を行う。 

 

10km 

9-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 10km 

10 水管橋設計 

10-1 設計図作成 

 

主要部の安定構造計算を行い、構造図及び概略仮設計画図を作成する。 

 

1箇所 

10-2 数量計算 主要部（その他は概略）の数量計算を行う。 1箇所 

11 施工計画 工事の工程や経済効果を考慮し、事業計画に合致した施工計画を樹立

する。 
1地区 

12 工事費積算 市販の物価版、工事歩掛等を用い、ｍ当たり、箇所当たり等の単価を作

成し概算工事費を算定する。 

1地区 

13 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検取りまとめを行う。（報告書作成を含む） 千ｍ3/日 

計   
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 歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

  

 

1.3 

 

 

2.6 

  

 

7.8 

 

 

7.8 

【特記】1-1～1-4の歩掛には旅行日は含まない。 

（旅費は別途計上する。） 

給水対象施設及び民家の概要把握を含む。 

 

 

  11.7 23.4 23.3  

   2.6  5.2 【特記】揚水試験費、水質試験費及び長期流量観測、

並びに低水流量解析を必要とする場合は別途計上す

る。 

   2.6 2.6 6.5  

  1.3 2.6    

  

1.3 

 

1.3 

  

2.6 

 

3.9 

 

 1.3 1.3 2.6 2.6 4.8  

  2.6 3.9 5.2 11.8 【特記】比較設計は概略数量、概算工事費が算定でき

る精度の構造図、平面計画図を作成して行う。 

     

1.3 

 

3.4 

 

【特記】取水方式は井戸又は簡易な地堤程度とする。 

    1.3 1.3  

     

1.3 

 

3.9 

 

【特記】管割計画は含まない。 

    0.6 1.3  

    

6.5 

 

3.9 

 

2.6 

 

   3.9 10.4 15.9  

    3.9 9.0  

     

1.3 

 

3.9 

 

【特記】管割計画、加圧ポンプ場の設計は含まない。 

    0.6 1.3  

    

2.6 

 

3.9 

 

8.6  

    2.6 3.9  

    

2.6 

 

5.2 

 

10.2 

 

    3.9 3.9  

     

13.0 

 

14.4 

 

    3.9 6.5  

    

1.3 

 

2.6 

 

2.2 

 

【特記】φ300 以下の１スパンパイプビーム形式を標

準とする。 

    1.3 1.3  

 

 

 1.3 2.6    

  2.6 5.2 9.1 2.6  

 1.3 8.4 5.2    

 5.2 21.4 55.9 114.3 159.5  
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【補正適用表】［基本設計］ 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計給水量 

補正 

配水池容量 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

1   現地調査      

1-1  現地踏査 ○ ○    

1-2  給水施設計画調査 ○ ○    

1-3  水源量調査 ○     

1-4  資料収集 ○     

1-5  資料の検討 ○     

2   施設計画      

2-1  給水量 ○ ○    

2-2  基本構想の策定 ○ ○    

2-3  基本計画 ○ ○    

3   取水施設設計      

3-1  構造図作成 ○    ○ 

3-2  数量計算 ○    ○ 

4   導水施設設計      

4-1  設計図作成 ○   ○  

4-2  数量計算 ○   ○  

5   浄水施設設計      

5-1  施設規模の検討 ○    ○ 

5-2  設計図作成 ○    ○ 

5-3  数量計算 ○    ○ 

6   送水管路施設設計      

6-1  設計図作成 ○   ○  

6-2  数量計算 ○   ○  

7   加圧ポンプ場施設設計      

7-1  設計図作成 ○  ○   

7-2  数量計算 ○  ○   

8   配水池施設設計      

8-1  設計図作成 ○  ○   

8-2  数量計算 ○  ○   

9   配水管路施設設計      

9-1  設計図作成 ○   ○  

9-2  数量計算 ○   ○  

10   水管橋設計      

10-1 設計図作成 ○    ○ 

10-2 数量計算 ○    ○ 

11   施工計画 ○     

12   工事費積算 ○     

13   点検取りまとめ ○ ○    

 

  



積算参考歩掛／設計業務／9 営農飲雑用水施設  539 

  

  



540 

  

［実施設計］ 【9－2 営農飲雑用水施設】 歩 掛 
基 準 
(単位) 作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 
 
1-1 現地踏査 

 
 
地区内の自然的及び社会的条件について踏査し、構造決定や復旧及び
補償物件等について実施設計に必要な調査を行う。 

 
 

千ｍ3/日 

1-2 給水施設計画調査  1 式 

1-3 水源量調査 長期の流量観測を行い水源量解析に必要な資料を収集する他、定期的
に水質試験を実施する。 

1 式 

1-4 資料収集  1 式 

1-5 資料の検討 実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業
計画を樹立する。 

千ｍ3/日 

2 施設計画 
2-1 給水量 

 
 1 式 

2-2 基本構想の策定  1 式 

2-3 基本計画 基本構想をベースに施設位置の比較検討を行い、その結果に基づき施
設位置を作成する。 

千ｍ3/日 

3 取水施設設計 
3-1 構造図作成 

 
詳細な水理ポンプ容量計算及び構造計算を行い、詳細構造図及び配筋
図を作成する。 

 
1箇所 

3-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 1箇所 

4 導水施設設計 
4-1 設計図作成 

 
実測縦断図に基づく水理計算と構造計算結果から管種、口径を決定し、
縦断計画図、附帯施設の標準構造図及び配管計画図(1/1,000)を作成す
る。 

 
1 km 

4-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 1 km 

5 浄水施設設計 
5-1 施設規模の検討 
 
 
 

 
施設の容量計算と必要な構造計算を全て行い、施設規模を決定する。 
 
 
 

 
1箇所 

5-2 設計図作成 詳細な構造図、配筋図及び電気計装設備図等を作成する。 1箇所 

5-3 数量計算 詳細数量計算を行う。 1箇所 

6 送水管路施設設計 
6-1 設計図作成 

 
実測縦断図に基づく水理計算、構造計算結果から管種、口径を決定し、
縦断計画図及び附帯施設の標準構造図及び配管計画図(1/1,000)を作
成する。 

 
1 km 

6-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 1 km 

7 加圧ポンプ場施設設計 
7-1 設計図作成 

 
必要な構造計算を行い詳細な構造図、配筋図及びポンプ施設図を作成
する。 

 
400ｍ3 

7-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 400ｍ3 

8 配水池施設設計 
8-1 設計図作成 

 
配水池容量を決定し、構造計算を行い詳細構造図及び配筋図を作成す
る。 

 
400ｍ3 

8-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 400ｍ3 

9 配水管路施設設計 
9-1 設計図作成 
 

 
φ75以上の主要管路については 1/1,000平面図からの図測縦断図を作
成し、水理計算を行い配水管路の詳細設計及び附帯施設の設計を行う。 

 
10km 

9-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 10km 

10 水管橋設計 
10-1 設計図作成 
 

 
必要な構造計算を行い構造図、配筋図、配管図及び仮設図を作成する。 
 

 
1箇所 

 

10-2 数量計算 詳細数量計算を行う。 1箇所 

11 施工計画 工事の工程や経済効果を考慮し、事業計画に合致した施工計画を樹立
するとともに詳細な特別仕様書を作成する。 

1地区 

12 工事費積算 市販の物価版、工事歩掛等を用い、ｍ当たり、箇所当たり等の詳細な単
価を作成し、工事費を算定する。 

1地区 

13 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検取りまとめを行う。（報告書作成を含む） 千ｍ3/日 

計   
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 歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 
技師 

技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 
 
 
 

 
 

1.2 
 

 
 

2.4 
 

  
 

9.6 

 
 

9.5 

【特記】1-1～1-4の歩掛には旅行日は含まない。 
（旅費は別途計上する。） 
 

（別途計上）  

（別途計上） 
 
 

（別途計上）  

 
 

 2.4 3.6 1.2   
 

（別途計上） 
 
 

（別途計上）  

  3.6 3.6 7.2 12.1 【特記】比較設計は主要部分については必要な構造計
算に基づく構造図や図測縦断図を作成して行う。 

 
 
 

    
2.4 

 
8.7 

【特記】取水方式は井戸又は簡易な地堤程度とする。 

    1.2 3.6  

 
 
 
 

    
3.0 

 
8.1 

 
【特記】管割計画は含まない。 

    1.2 1.8  

 
 
 
 
 

   
8.4 
 
 
 

 
4.8 

 
3.6 

 
【特記】標準施設は、着水井、沈でん池、急速ろ過施
設、塩素材注入施設及びポンプ施設（上屋含む）とし、
緩速ろ過装置やその他施設を必要とする場合は別途計
上する。 

   6.0 17.9 32.0 【特記】施設用地の設計を含む。 

    8.4 15.4  

 
 
 
 

    
3.0 

 
8.1 

 
【特記】管割計画、加圧ポンプ場の設計は含まない。 
 
 

    1.2 1.8  

 
 
 

   
4.8 

 
4.8 

 
9.9 

 

    2.4 6.0  

 
 
 

   
4.8 

 
7.2 

 
10.4 

 
【特記】施設用地の設計を含む。 

    3.6 6.0  

 
 
 

    
23.9 

 
24.5 
 

 
【特記】1/1,000計画平面図作成を含む。 
 

    4.8 8.3  

 
 
 

   
2.4 

 
2.4 

 
3.6 

 
【特記】φ300 以下の 1 スパンパイプビーム形式を標
準とする。 

   1.2 1.2 1.2  

 
 

 2.4 2.4 2.4   
 

 
 

 3.6 8.4 6.0 6.0  
 

 1.2 9.0 6.0    

 2.4 23.4 51.6 119.8 180.6  
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【補正適用表】［実施設計］ 

補正項目 

 

作業項目 

難易度 

補正 

設計給水量 

補正 

配水池容量 

補正 

距離 

補正 

箇所数 

補正 

1    現地調査      

1-1  現地踏査 ○ ○    

1-2  給水施設計画調査 ○     

1-3  水源量調査 ○     

1-4  資料収集 ○     

1-5  資料の検討 ○ ○    

2    施設計画      

2-1  給水量 ○     

2-2  基本構想の策定 ○     

2-3  基本計画 ○ ○    

3    取水施設設計      

3-1  構造図作成 ○    ○ 

3-2  数量計算 ○    ○ 

4    導水施設設計      

4-1  設計図作成 ○   ○  

4-2  数量計算 ○   ○  

5    浄水施設設計      

5-1  施設規模の検討 ○    ○ 

5-2  設計図作成 ○    ○ 

5-3  数量計算 ○    ○ 

6    送水管路施設設計      

6-1  設計図作成 ○   ○  

6-2  数量計算 ○   ○  

7    加圧ポンプ場施設設計      

7-1  設計図作成 ○  ○   

7-2  数量計算 ○  ○   

8    配水池施設設計      

8-1  設計図作成 ○  ○   

8-2  数量計算 ○  ○   

9    配水管路施設設計      

9-1  設計図作成 ○   ○  

9-2  数量計算 ○   ○  

10   水管橋設計      

10-1 設計図作成 ○    ○ 

10-2 数量計算 ○    ○ 

11   施工計画 ○     

12   工事費積算 ○     

13   点検取りまとめ ○ ○    
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10 農 道 

《共通事項》 

（１）適  用 

本歩掛は、広域農道又はこれに類する農道の調査、計画及び設計業務について適用する。 

工種別の適用は次表のとおりであり、業務内容により適正に選択し適用する。 

なお、設計区分の詳細及び補正については、別途工種別に示す。 

工    種 内        容 単 位 

現況調査計画 農道事業計画樹立のための調査計画に適用する。 地区 

道路計画 大型構造物、トンネル及び橋梁を除く、道路計画設

計に適用する。 

1 km 

道路トンネル 2車線の広域農道等で上部半断面掘削工法の道路ト

ンネルを対象とし、トンネルの設備設計を除く、施

設設計に適用する。 

なお、全断面掘削工法（1車線の農道）による場合は

適用できない。 

300ｍ 

道路トンネル設備 道路トンネルに附帯する設備設計に適用する。 式 

橋梁 農道に架設する橋梁の上部工・橋台工・橋脚工・基

礎工の設計に適用する。 

1 橋 

1 基 

大型構造物 農道の大型構造物設計に適用する。 

（門型ラーメン・箱型函渠・擁壁・法面工） 

箇所 

工種別設計区分 

工種区分 構 想 基 本 実 施 

現況調査計画  ○  

道路計画 ○ ○  

道路トンネル  ○ ○ 

道路トンネル設備   ○ 

橋梁  ○ ○ 

大型構造物  ○ ○ 

（２）その他留意事項 

10-7、10-8 橋梁以外の工種について、レベル 2 地震動による検討は別途計上する。 
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《工種別適用 1》【基本設計】10－1 現況調査計画 

（１）適  用 

農道事業計画樹立のための調査計画に適用する。 

（２）全体補正 

ア 前段設計補正 

本歩掛は、調査地域の町村数が 3 町村の場合の歩掛なので、標準と異なる場合は、調査地域の町村

数に応じて次表により補正を行う。 

町 村 数（ｎ） 補 正 数 

1 0.60 

2 0.80 

3 1.00 

4 1.20 

5 1.40 

6 0.2(n－3)＋1.0 

イ 難易度補正 

施設規模や設計の難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

基本設計 
設計内容 補正率 

普通の技術力を要するもの 1.00 

高度な技術力を要するもの 
 ・施工場所が市街地の場合 
 ・施工場所が急峻な山間地の場合 

1.08 

（３）その他留意事項 

ア 協議資料等を作成する場合は別途計上する。 

イ 本歩掛には道路建設に伴う、生態系、地下水その他の広域的な環境への影響調査は含まれていない。 

ウ 現況調査計画は、道路計画と併せて行う。 

エ 「1-5 道路、鉄道概況及び交通量調査」で行う交通量調査の職種は「軽作業員」とし、直接経費に

計上する。 

なお、軽作業員の労務単価は、交通量調査の内容に応じて、基準日額に超過勤務手当を加算した

補正単価とする。 

オ 道路計画と併せて行う場合の点検取りまとめは、道路計画の「点検取りまとめ」に含まれている。 
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【基本設計】 【10－1 現況調査計画】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現況調査 

1-1 地域の概況 

 

資料を収集整理し地域の概況を把握する。 

1-2 地域及び土質、地質 土質、地質資料を収集整理し地域の土質、地質の概況を把握する。 

1-3 路床、材料調査 貸与資料による。 

1-4 土地利用営農状況調査 

 

貸与資料をもとに、市町村、ブロック別に土地利用、営農状況を整理し、図面を作

成する。 

1-5 道路、鉄道概況及び交通量調査 交通量について現地調査を行い現有資料を補足する。 

 

 

 

1-6 農地転用及び農業の動向 関係市町村の基礎資料を整理して、市町村別農地転用、農業の動向を把握する。 

1-7 気象、水文、経済効果等資料収集 関係機関から資料を収集し、現有資料を補足する。 

1-8 各種振興計画資料収集 関係機関から資料を収集し、現有資料を補足する。 

2 計画 

2-1 区域の設定 

 

図上で計画区域を設定する。 

2-2 土地利用計画 土地利用の調整等諸検討を行い、土地利用計画を策定し、農業振興土地利用図を

作成する。 

2-3 営農組織計画、管理体制整備計画 広域整備計画に基づき、営農組織、管理体制整備を計画する。 

2-4 近代化施設整備計画 関係市町村の整備計画を聞き取り、それらを整理して、農業施設図を作成する。 

2-5 道路網整備計画 関係市町村の資料を基に、道路網を計画し図面を作成する。 

2-6 基幹農道計画 諸検討を基に基幹農道計画の大綱を定める。 

2-7 関連事業の整理 関連事業及び他部門事業等の整理を行う。 

2-8 計画交通量 所定様式により、生産資材、生産物、通作、流入交通量等を整理、算定する。 

2-9 経済効果 所定様式により、経済効果を算定する。（経済効果算定に必要な図面・資料作成を

含む。） 

2-10 路線配置計画 農業団地、農産物輸送の中核施設に集積された農産物を、最も経済的に輸送し得

る路線を、数学的係数的に求める。 

2-11 計画図 計画一般平面図を作成する。 

計  
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歩 掛 

基 準 

(単位) 

歩     掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

    

1.3 

  

3.9 

  

    0.7 0.7   

    0.7 0.7   

  1.3 1.3 2.6 7.8 3.4 【特記】事業採択が得られる精度の場合 

 

   1.3 2.6 6.5  【特記】交通量調査は、観測日数（Ｎ）、調査地点

数（Ｐ）に応じて、軽作業員を直接経費に別途計

上する。 

 軽作業員歩掛値＝2人 × Ｎ × Ｐ 

    1.3 2.6   

   2.6 2.6 3.9   

  0.7 0.7 2.6 2.6   

   

0.7 

 

0.7 

    

  1.3 1.3 2.6 2.6 3.4  

    1.3 1.3   

   1.3 1.3 3.9 4.8  

  1.3 1.3 3.9 6.5 7.4  

  1.3 1.3     

     1.3   

  1.3 2.6 2.6 2.6 13.2  

1地区   （別途計上）    

  1.3 2.6 6.5 6.5   

    1.3  6.0  

  9.2 18.3 32.6 53.4 38.2  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

前段設計補正 難易度補正 

1   現況調査 

1-1 地域の概況 ○ ○ 
1-2 地域及び土質、地質 ○ ○ 
1-3 路床、材料調査 ○ ○ 
1-4 土地利用営農状況調査 ○ ○ 
1-5 道路、鉄道概況及び交通量調査 ○ ○ 
1-6 農地転用及び農業の動向 ○ ○ 
1-7 気象、水文、経済効果等資料収集 ○ ○ 
1-8 各種振興計画資料収集 ○ ○ 
2    計画  
2-1  区域の設定 ○ ○ 
2-2  土地利用計画 ○ ○ 
2-3  営農組織計画、管理体制整備計画 ○ ○ 
2-4  近代化施設整備計画 ○ ○ 
2-5  道路網整備計画 ○ ○ 
2-6  基幹農道計画 ○ ○ 
2-7  関連事業の整理 ○ ○ 
2-8  計画交通量 ○ ○ 
2-9  経済効果   
2-10 路線配置計画 ○ ○ 
2-11 計画図 ○ ○ 
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《工種別適用 2》【構想設計】10－2 道路計画 

【基本設計】10－3   〃 

（１）適  用 

大型構造物、トンネル及び橋梁を除く、道路計画設計に適用する。 

（２）全体補正 

ア 前段設計補正 

基本設計の歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

イ 難易度補正 

施設規模や設計の難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

構想設計及び基本設計 
設計内容 補正率 

普通の技術力を要するもの 1.00 

高度な技術力を要するもの 
 ・施工場所が市街地の場合 
 ・施工場所が急峻な山間地の場合 

1.08 

ウ 地形の補正 

設計対象地域の地形に応じて次表により補正する。なお、地形条件が 2 つ以上にまたがる場合は、

設計延長を「重み」とした重量平均値（小数点以下第 2 位四捨五入のうえ小数点以下第 1 位止め）を

補正率とする。 

地   形   条   件 補 正 率 

Ａ：平坦地で屈曲が少なく、横断測点の比較的少なくてすむところ 0.70 

Ｂ：山地等で、曲線が多く地形変化の複雑なところ 1.20 

Ｃ：Ａ、Ｂに属さない、平均的な丘陵地 1.00 

エ 車線数の補正 

車線数が 1 車線の場合は、補正を行う。 

補正率：0.90 

（３）設計延長と距離補正 

ア 設計延長には、比較路線の延長を加え、道路トンネル・橋梁区間は減として、距離補正を行う。 

イ 比較路線設計は、原則として構想又は基本設計段階で実施するものとする。 

（４）その他留意事項 

ア 協議資料等を作成する場合は別途計上する。 

イ 本歩掛には道路建設に伴う、生態系、地下水その他の広域的な環境への影響調査は含まれていない。 

ウ 地すべり地帯その他劣悪な地盤、地質条件のため、特殊な工法の設計及び施工法の検討に要する歩

掛は、別途計上する。 

エ 工事完成後の予想図（イラスト、ＣＧ、イメージ図）を作成する場合は、別途計上する。 

オ ダム工事における工事用道路（現場内道路）には適用出来ない。 

 

  



積算参考歩掛／設計業務／10 農道  551 

構想設計・基本設計  

【作業項目別補正率一覧表】  

【道路計画】  補   正   率  

(1,000ｍ当たり歩掛 ) 
距  離  補  正  

作  業  項  目  

1 現地調査  0.5ｎ＋ 0.5 

2-1 線形計画・設計基本方針  0.5ｎ＋ 0.5 

2-2 平面計画  0.5ｎ＋ 0.5 

2-3 縦横断計画  0.5ｎ＋ 0.5 

2-4 構造物計画  0.5ｎ＋ 0.5 

2-5 交差点計画  0.5ｎ＋ 0.5 

3-1 縦平面図作成  ｎ  

3-2 横断面設計図作成  ｎ  

3-3 土積図作成  ｎ  

3-4 土量配分計画  ｎ  

4 舗装計画・設計図作成  0.2ｎ＋ 0.8 

5 附帯構造物設計図作成  0.2ｎ＋ 0.8 

6 大型構造物の計画設計・図面作

成  

－  

7 排水計画、設計  0.5ｎ＋ 0.5 

8-1 土工、法面工等  0.5ｎ＋ 0.5 

8-2 附帯小構造物一式  0.5ｎ＋ 0.5 

9 概算工事費積算  0.2ｎ＋ 0.8 

10 施工計画  0.2ｎ＋ 0.8 

11   照査 － 

12 点検取りまとめ  0.1ｎ＋ 0.9 

 

留意事項 

① ｎ＝設計延長（ｍ）÷1,000ｍ 

（ｎは小数点以下第 2 位四捨五入、第 1 位止めとする。） 

② 設計延長には比較路線の延長を加える。 

③ 設計延長には道路トンネル、橋梁区間は差し引く。 

④ 設計対象延長 50m 未満の場合は、積算基準の歩掛を適用しない。 
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【構想設計】 【10－2 道路計画】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 1/5,000地形図により、関係機関、地元等の意見構想を聞き取り、概定ルートを図

上検討する。 

2 線形計画・設計 

2-1 線形計画・設計基本方針 

 

1/5,000地形図により、種々条件を考慮し、図上での計画を行うとともに、作業計 

画を樹立する。 

2-2 平面計画 1/5,000地形図により 100ｍピッチで測点を図示し、平面線形を比較ルートを含め

て図示する。 

2-3 縦横断計画 1/5,000地形図上 100ｍピッチ測点により、走行性を勘案し、切盛りバランスを考

慮しつつ縦横断計画を行う。 

2-4 構造物計画 経験に基づき構造物の必要な箇所を概定する。 

2-5 交差点計画 関係機関、地元等の意見を聞き取り、位置の概定を行う。 

3 土工計画設計 

3-1 縦平面図作成 

 

1/5,000で縦断面図、平面図を同一紙面上に作成する。 

3-2 横断面設計図作成 1/5,000地形図上 100ｍごとの測点について、図上計測により 1/2,000横断設計図

を作成する。 

3-3 土積図作成 概略土積図を作成する。 

3-4 土量配分計画 土量配分の概算を行う。 

4 舗装計画・設計図作成 近傍事例の資料により舗装計画を行い図面を作成する。 

5 附帯構造物設計図作成 経験に基づき検討し、附帯構造物の必要な箇所に既往の事例を参考とし、工種別、

タイプ別に標準断面図を作成する。 

6 大型構造物の計画設計・図面作成 

6-1 道路トンネル 

6-2 橋梁 

6-3 門型ラーメン箱型函渠 

6-4 擁壁 

 

7 排水計画、設計 経験値に基づく水路断面形式の決定を行う。区分別水路延長は図上計測とする。 

8 工事数量計算 

8-1 土工、法面工等 

 

100ｍごとの横断により工事数量概算を行う。 

8-2 附帯小構造物一式 構造物毎にｍ、ｍ2、ｍ3等で算出する。 

9 概算工事費積算 事例単価や複合単価により概算工事費を算定する。 

10 施工計画 工事全体を概略的に把握できる程度の工程計画を行う。 

11 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

12 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検、取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

0.3 0.4 0.4 0.3   【特記】旅行日は含まない。（旅費は別途計上する。） 

 

 

0.3 

 

0.4 

 

0.4 

 

0.3 

  

 

 

 

0.1 0.3 0.3 0.3    

 0.1 0.3 0.3    

 0.1 0.4 0.4    

 0.1 0.1 0.1   【特記】平面交差 

  

0.1 

 

0.1 

 

0.3 

 

0.3 

 

0.9 

 

 0.3 0.3 0.8 0.8 2.4  

   0.1 0.5 2.4  

 0.1 0.3 0.3    

 0.3 0.4 0.7 0.4 1.9  

 0.3 0.3 0.8 0.8 3.7 【特記】ヒューム管、コルゲート管等既製品使用、10

箇所/1km 程度、ブロック、フェンス、法面工等、4 タ

イプ程度の小規模構造物を対象とする。 

（別途計上） 

 

 0.1 0.1 0.1    

 
 

0.3 

 

0.3 

 

0.4 

 

0.8 

 

0.9 

 

 0.1 0.1 0.3 0.5 0.5  

 0.1 0.3 0.4 0.4 0.4  

 0.3 0.5 0.5   【特記】仮設計画、資材計画、労務計画は含まない。 

 1.9      

 0.3 0.5 0.5    

0.7 5.6 5.1 6.9 4.5 13.1  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

前段設計 

補正 
難易度補正 地形の補正 

車線数の 

補正 
距離補正 

1 現地調査  ○ ○ ○ ○ 
2 線形計画・設計  

2-1 線形計画・設計基本方針  ○ ○ ○ ○ 
2-2 平面計画  ○ ○ ○ ○ 
2-3 縦横断計画  ○ ○ ○ ○ 
2-4 構造物計画  ○ ○ ○ ○ 

2-5 交差点計画  ○ ○ ○ ○ 
3 土工計画設計  
3-1 縦平面図作成  ○ ○ ○ ○ 
3-2 横断面設計図作成  ○ ○ ○ ○ 

3-3 土積図作成  ○ ○ ○ ○ 
3-4 土量配分計画  ○ ○ ○ ○ 
4 舗装計画・設計図作成  ○ ○ ○ ○ 
5 附帯構造物設計図作成  ○ ○ ○ ○ 
6  大型構造物の計画設計・図面作成 

6-1 道路トンネル 

6-2 橋梁 

6-3 門型ラーメン箱型函渠 

6-4 擁壁 

     

7  排水計画・設計  ○ ○ ○ ○ 

8  工事数量計算 

8-1 土工、法面工等  ○ ○ ○ ○ 
8-2 附帯小構造物一式  ○ ○ ○ ○ 
9  概算工事費積算  ○ ○ ○ ○ 
10  施工計画  ○ ○ ○ ○ 

11  照査  ○ ○ ○  
12  点検取りまとめ  ○ ○ ○ ○ 
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【基本設計】 【10－3 道路計画】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 1/2,500地形図により、位置概定要因を聞き取り、現地を概査して概定ルートを図

示する。 

2 線形計画・設計 

2-1 線形計画・設計基本方針 

 

現地調査を踏まえ、障害物、地質、必要な構造物等の把握を行い、以下業務の骨子

を樹立する。 

2-2 平面計画 1/2,500 地形図上に 50ｍピッチで測点を図示し、カーブ計算を行い平面線形を概

定する。 

2-3 縦横断計画 1/2,500 地形図上 50ｍピッチ測点により、走行性を勘案し、切盛りバランスを考

慮しつつ縦横断計画を行う。 

2-4 構造物計画 現地条件を考慮し構造物の形式寸法を概定する。 

2-5 交差点計画 縦、平面線形を考慮し交差点概略設計を行う。 

3 土工計画設計 

3-1 縦平面図作成 

 

1/2,500で縦断面図、平面図を同一紙面上に作成する。 

3-2 横断面設計図作成 1/2,500 地形図上 50ｍごとの測点について、図上計測により 1/200 横断設計図を

作成する。 

3-3 土積図作成 概略土積図を作成する。 

3-4 土量配分計画 土量配分を概算し、残土処理の可能性を含め検討する。 

4 舗装計画・設計図作成 土質試験により、舗装厚の決定等を行い図面を作成する。 

5 附帯構造物設計図作成 現地条件を考慮し、比較検討のうえ、構造物の型式寸法、標準図面を作成する。 

6 大型構造物の計画設計・図面作成 

6-1 道路トンネル 

6-2 橋梁 

6-3 門型ラーメン箱型函渠 

6-4 擁壁 

 

7 排水計画・設計 流域面積区分別流量、水路断面の計算（構造計算は含まない）、区分別水路延長は

図上計測とする。 

8 工事数量計算 

8-1 土工、法面工等 

 

50ｍごとの横断により工事数量概算を行う。 

8-2 附帯小構造物一式 一般図より主要材料を概算で算出する。 

9 概算工事費積算 事例単価や複合単価により概算工事費を算定する。 

10 施工計画 工事全体を概略的に把握できる程度の工程計画を行う。 

11 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

12 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検、取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 

計  
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1 km 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

0.3 0.4 0.4 0.3   【特記】旅行日は含まない。（旅費は別途計上する。） 

 

 

0.3 

 

0.4 

 

0.4 

 

0.3   

 

0.1 0.3 0.4 0.4 
  

 

 
0.1 0.4 0.5 

  
 

 0.1 0.5 0.5    

 0.1 0.3 0.4    

 
0.1 0.1 

 

0.4 

 

0.4 

 

1.5 

 

 
0.4 0.4 1.2 1.2 5.5  

   0.1 0.5 2.4  

 0.1 0.4 0.4    

 
0.3 0.4 0.7 0.4 1.8 【特記】土質試験は別途計上する。 

（概ね１km、1箇所試験） 

 

0.3 0.3 0.8 0.8 3.6 【特記】ヒューム管、コルゲート管等既製品使用、10

箇所/１km程度、ブロック、フェンス、法面工等、4タ

イプ程度の一般構造物を対象とする。 

（別途計上） 

 

 0.1 0.1 0.3 0.3   

  

0.4 

 

0.4 

 

0.7 

 

1.2 

 

1.2 

 

 0.3 0.3 0.4 0.7 0.8  

 0.1 0.3 0.4 0.4 0.4 【特記】工事費等を必要とする場合は別途計上する。 

 0.3 0.5 0.5   【特記】仮設計画、資材計画、労務計画は含まない。 

 1.9      

 0.7 1.3 1.3   【特記】10-1  現況調査計画の点検照査取りまとめを

含む。 

0.7 6.4 6.9 9.6 5.9 17.2  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

前段設計 

補正 
難易度補正 地形の補正 

車線数の 

補正 
距離補正 

1   現地調査  ○ ○ ○ ○ 
2   線形計画・設計 
2-1 線形計画・設計基本方針  ○ ○ ○ ○ 

2-2 平面計画  ○ ○ ○ ○ 
2-3 縦横断計画  ○ ○ ○ ○ 
2-4 構造物計画  ○ ○ ○ ○ 
2-5 交差点計画  ○ ○ ○ ○ 

3   土工計画設計 
3-1 縦平面図作成  ○ ○ ○ ○ 
3-2 横断面設計図作成  ○ ○ ○ ○ 
3-3 土積図作成  ○ ○ ○ ○ 

3-4 土量配分計画  ○ ○ ○ ○ 
4   舗装計画・設計図作成  ○ ○ ○ ○ 
5   附帯構造物設計図作成  ○ ○ ○ ○ 
6   大型構造物の計画設計・図面作成 
6-1 道路トンネル 

6-2 橋梁 

6-3 門型ラーメン、箱型函渠 

6-4 擁壁 

     

7   排水計画・設計  ○ ○ ○ ○ 
8   工事数量計算 
8-1 土工、法面工等  ○ ○ ○ ○ 
8-2 附帯小構造物一式  ○ ○ ○ ○ 
9   概算工事費積算  ○ ○ ○ ○ 
10  施工計画  ○ ○ ○ ○ 

11  照査  ○ ○ ○  
12  点検取りまとめ  ○ ○ ○ ○ 
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《工種別適用 3》【基本設計】10－4 道路トンネル 

（１）適  用 

本歩掛は、2 車線の広域農道等で上部半断面掘削工法の道路トンネルを対象とし、トンネルの設備設

計を除く、施設設計に適用する。 

全段面掘削工法（1 車線の農道など）による場合は適用できない。 

（２）全体補正 

前段設計補正 

本歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

（３）その他留意事項 

ア 協議資料等を作成する場合は別途計上する。 

イ 施工方法としてトンネル断面の坑口から掘削を想定しており、途中に斜坑等を必要とする場合は、

適宜追加する。 

ウ トンネル建設に伴う地下水その他の広域的な環境への影響調査は含まれていない。 

エ 一般的な支保工法（無支保含む）の採用が困難な軟弱地盤、膨張性地盤及び大量の湧出水、ガス噴

射等の恐れのある地盤のため、特殊な工法の設計及び施工法の検討に要する歩掛は、別途計上する。 

オ 基本設計における施工計画には、仮設備の設計及びこれに必要な比較設計は含まれていない。 

カ 坑口とは、トンネル施工に要する出入口のことである。 

 

 

《工種別適用 4》【実施設計】10－5 道路トンネル 

（１）適  用 

本歩掛は、2 車線の広域農道等で上部半断面掘削工法の道路トンネルを対象とし、トンネルの設備設

計を除く、施設設計に適用する。 

全断面掘削工法（1 車線の農道など）による場合は適用できない。 

（２）その他留意事項 

ア 協議資料等を作成する場合は別途計上する。 

イ 施工方法としてトンネル断面の坑口から掘削を想定しており、途中に斜坑等を必要とする場合は、

適宜加算する。 

ウ トンネル建設に伴う地下水その他の広域的な環境への影響調査は含まれていない。 

エ 一般的な支保工法（無支保含む）の採用が困難な軟弱地盤、膨張性地盤及び大量の湧出水、ガス噴

出等の恐れのある地盤のため、特殊な工法の設計及び施工法の検討に要する歩掛は、別途計上する。 

オ 実施設計における施工計画には、仮設備の設計及びこれに必要な比較設計は含まれていない。 

カ 坑口とは、トンネル施工に要する出入口のことである。 
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【作業項目別補正率一覧表】  

【道路トンネル】  補    正    率  

(300ｍ当たり歩掛 ) 距離補正  

（坑口数補正）  
複  合  補  正  

作  業  項  目  

1 現地調査  0.5ｎ＋ 0.5 0.8 

2 資料の検討  1.0 0.8 

3 設計計画  0.2ｎ＋ 0.8 －  

4 坑門工の設計  1.0 －  

5 構造計算  0.2ｎ＋ 0.8 －  

6 平面、縦横断面  ｎ  －  

7 取付土工図  1.0 －  

8 詳細施設設計   －  －  

9 数量計算  0.2ｎ＋ 0.8 

(0.6Ｍ＋ 0.4) 
－  

10 施工計画  1.0 

(0.6Ｍ＋ 0.4) 
－  

11 特別仕様書作成  1.0 0.8 

12 概算工事費積算  1.0 

(0.6Ｍ＋ 0.4) 
－  

13 点検取りまとめ  1.0 0.8 

 

留意事項 

① ｎ＝設計延長（ｍ）÷300ｍ 

（ｎは小数点以下第 2 位四捨五入、第 1 位止めとする。） 

② 道路と一括発注する場合は該当する歩掛は複合補正を行う。 

③ Ｍ＝坑口数 

④ 設計対象延長 15m 未満の場合は、積算基準の歩掛を適用しない。 
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【基本設計】 【10－4 道路トンネル】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 地形、地質等トンネル設計に必要な調査を行う。 

2 資料の検討 地質調査資料等の解析と内容を把握する。 

3 設計計画 標準タイプ及び断面の検討、地質評価によるトンネルタイプ別延長概略を決定す

るとともに、作業計画を樹立する。 

4 坑門工の設計 概略構造計算に基づき図面を作成する。 

5 構造計算 タイプ別に概略の構造計算を行い標準断面図を作成する。 

6 平面、縦横断面 概略タイプ別区分を記入した図面を作成する。 

7 トンネル施設設計 

7-1 内装設備 

7-2 照明設備 

7-3 換気設備 

7-4 受配電設備 

 

8 数量計算 トンネルタイプ別に概略数量計算を行う。 

9 施工計画 概略の施工計画を立案する。 

10 特別仕様書作成 主要な特別仕様書を作成する。 

11 概算工事費積算 類似例の単価、又は、複合単価により、概算工事費を算定する。 

12 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検、取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 

計  

 

【実施設計】 【10－5 道路トンネル】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 現地調査 地形、地質等トンネル設計に必要な調査を行う。 

 

 

2 資料の検討 地質調査資料等の解析と内容を把握する。 

3 設計計画 実施断面による構造の詳細検討、トンネルタイプ別延長、掘削工法の詳細を決定

するとともに、作業計画を樹立する。 

4 坑門工の設計 実施断面による構造の詳細設計に基づき図面を作成する。 

5 構造計算 実施断面による詳細な構造計算に基づき詳細図を作成する。 

6 平面、縦横断面 地質縦断及びトンネルタイプを記入した詳細図を作成する。 
7 取付土工図 坑門工及び取付け区間の土工図、土留工等の図面を作成する。 

8 トンネル施設設計 

8-1 内装設備 

8-2 照明設備 

8-3 換気設備 

8-4 受配電設備 

 

9 数量計算 本体工及び仮設工を含む詳細な数量計算を行う。 

 

 

10 施工計画 工程計画を含む詳細施工計画を立案する。 

11 特別仕様書作成 特別仕様書一式を作成する。 

12 概算工事費積算 主要な単価を作成し概算工事費を算定する。 

13 点検取りまとめ 設計計算書、図面等の点検、取りまとめを行う。（報告書作成含む。） 

計  
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300 ｍ 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.7 0.7    【特記】旅行日は含まない。（旅費は別途計上する。）

測量、地質調査は別途計上する。 

 1.5      

 2.9 5.8 2.9    

 1.5 1.5 2.9 1.5 0.8  

 0.7 4.4 4.4 2.9 0.8  

   1.5 1.5 0.8  

（別途計上） 

 

  0.7 2.2 2.2 1.9 【補正】本歩掛は、1坑口を標準としているので、坑口

が増加する場合は、補正を行う。 

坑口数：ｎ、補正率＝0.6（ｎ－1）＋ 1 

 1.5 2.9 2.9   【補正】同  上 

  1.5     

  0.7 1.5 1.5  【補正】同  上 

 0.7 0.7 1.5 1.5 1.3  

 9.5 18.9 19.8 11.1 5.6  

 

300 ｍ 当 た り 歩 掛 

特 記 事 項 及 び 補 正 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 0.7 0.7    【特記】旅行日は含まない。（旅費は別途計上する。）

測量、地質調査は別途計上する。 

 

 1.4      

0.7 2.8 7.1 4.3    

 

 1.4 2.1 5.7 1.4 1.8  

 1.4 5.7 5.7 5.7 2.3  

   2.1 2.1 1.4  

   1.4 2.8 3.4  

（別途計上） 

 

 

 

 

 

  2.8 4.3 4.3 4.7 【補正】本歩掛は、1坑口を標準としているので、坑口

が増加する場合は、補正を行う｡ 

坑口数：ｎ、補正率＝0.6（ｎ－1）＋1 

 2.8 7.1 7.1 4.3  【補正】同  上 

 1.4 2.8     

  1.4 2.8 2.1 1.5 【補正】同  上 

 1.4 1.4 1.4 1.4 1.5  

0.7 13.3 31.1 34.8 24.1 16.6  
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【補正適用表】［基本設計］  

補正項目 

 

作業項目 

前段設計補正 
距離補正 

（坑口数補正） 
複合補正 

1  現地調査  ○ ○ 
2  資料の検討   ○ 
3  設計計画  ○  
4  坑門工の設計    
5  構造計算  ○  
6  平面、縦横断面  ○  
7  詳細施設設計    
8  数量計算  ○  
9  施工計画  ○  
10 特別仕様書作成   ○ 
11 概算工事費積算  ○  
12 点検取りまとめ   ○ 

 

 

【補正適用表】[実施設計]  

補正項目 

 

作業項目 

前段設計補正 
距離補正 

（坑口数補正） 
複合補正 

1  現地調査  ○ ○ 
2  資料の検討   ○ 
3  設計計画  ○  
4  坑門工の設計    
5  構造計算  ○  
6  平面、縦横断面  ○  
7  取付土工図    
8  詳細施設設計    
9  数量計算  ○  
10 施工計画  ○  
11 特別仕様書作成   ○ 
12 概算工事費積算  ○  
13 点検取りまとめ   ○ 

 

  



積算参考歩掛／設計業務／10 農道  565 

《工種別適用 5》【実施設計】10－6 道路トンネル設備 

（１）適  用 

道路トンネルに附帯する設備の実施設計に適用する。 

（２）全体補正 

前段設計補正 

本歩掛は、前段設計の有無に関係なく補正は行わない。 

（３）その他留意事項 

ア 協議資料等を作成する場合は別途計上する。 

イ 換気設備が必要な場合は、別途計上する。 
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［実施設計］ 1 式 当 た り 歩 掛 

【10－6  道路トンネル設備】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

照明設備 

 延長 300ｍ未満 

1 設計計画   1.4 2.1    

2 構造計算    1.4 4.2 2.8  

3 設計図     5.6 5.6 1.7 

4 数量計算     1.4 1.4 5.3 

5 点検    0.7 0.7 1.4  

計   1.4 4.2 11.9 11.2 7.0 

照明設備 

 延長 300ｍ以上 

 1,000ｍ未満 

1 設計計画   1.4 2.8    

2 構造計算    1.4 7.0 2.8  

3 設計図     7.0 7.0 2.1 

4 数量計算     1.4 3.5 6.6 

5 点検    1.4 1.4 1.4  

計   1.4 5.6 16.8 14.7 8.7 

照明設備 

 延長 1,000ｍ以上 

1 設計計画   1.4 2.8    

2 構造計算    1.4 7.0 4.2  

3 設計図     9.7 9.7 3.2 

4 数量計算     1.4 3.5 9.5 

5 点検    1.4 1.4 1.4  

計   1.4 5.6 19.5 18.8 12.7 

受配電設備 

 

特別高圧（6,000Ｖ）引

込みの場合に適用す

る。 

1 設計計画   1.4 1.4    

2 構造計算    1.4 2.8 2.8  

3 設計図     2.8 5.6 1.7 

4 数量計算     1.4 2.8 4.0 

5 点検    0.7 1.4   

計   1.4 3.5 8.4 11.2 5.7 

内装設備 1 設計計画   1.4 2.8    

2 構造計算        

3 設計図     2.8 2.8 1.7 

4 数量計算     1.4 1.4 4.1 

5 点検    0.7 0.7 1.4  

計   1.4 3.5 4.9 5.6 5.8 
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《工種別適用 6》【基本設計】10－7 橋梁 

（１）適  用 

上部工、下部工及び基礎工について比較検討を行い、比較案 3 案を選定する場合に適用する。 

なお、3,000ｍを超えるもの、景観検討、地震時の保有水平耐力法及び動的解析を行う必要がある場合

については、別途考慮する。 

（２）作業項目 

基本設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［基本設計］ 【10－7 橋梁】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

1-1 設計計画 

 

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を樹

立する。 

1-2 設計条件の確認 設計施工上の基本的条件及び地質条件等の確認、整理を行う。 

1-3 橋梁形式比較案の選定 橋長、支間割りの検討を行い、構造特性、施工性、経済性、維持管理及び環境

との整合（修景、騒音、振動及び近接施工）等、総合的な観点から技術的特徴、

課題を整理し、評価を加えて、比較３案の選定を行う。 

1-4 基本条件の検討 比較形式各案のそれぞれに対し、構造特性、施工性、経済性、維持管理性及び

環境との整合を標準として技術的検討を行う。 

2 概略構造計算 

 

【上部工】 

主要点（主桁最大モーメント又は軸力の生ずる箇所）の概略応力計算及び概

略断面検討を行い、支間割、主桁配置、桁高及び主構等の決定を行う。 

【下部工及び基礎工】 

震度法により、躯体及び基礎工の形式規模を想定し、概略応力計算及び概略

安定計算を行う。 

3 概略設計図 

 

比較形式各案のそれぞれに対し、一般図（平面図、側面図、上下部工及び基礎

工主要断面図）を作成する。 

【特記】 

鉄道、道路、河川との関連、建築限界及び河川改修断面図等を記入するほか、

土質柱状図の記入を行う。 

なお、構造物の基本寸法の表示は、橋長支間長、幅員、桁高、桁間隔、下部

工及び基礎工の主要寸法のみとする。 

4 概算工事費算定 橋梁形式比較案のそれぞれに対し、概算数量を算出し、概算工事費を算定する。 

5 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

6 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 

【特記】 

橋梁形式比較一覧表の作成を含む。 

橋梁形式比較一覧表は、比較形式各案に対する検討結果をまとめ、一般図（側

面図、上部工、下部工及び基礎工断面図）を記入するほか「1-4 基本条件の

検討」にて実施した技術的特性、課題を記述し、各比較形式案の評価を行い、

最適橋梁形式案を明示する。 
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（３）橋長補正 

補正の区分 補 正 の 条 件                補正係数 

橋 長 補 正      標準橋長は 75ｍを標準としているの

で、これと異なる場合は、設計歩掛に

補正係数を乗じて補正を行う。 

Ｌ：橋長（ｍ） 

Ｌ≦  25 

25＜Ｌ＜ 300 

300≦Ｌ＜3,000 

 

0.574 

(0.853Ｌ＋ 36.025)/100 

(0.082Ｌ＋267.325)/100 

                        

(注) 補正係数については、小数点以下第 4 位を四捨五入し、小数点以下第 3 位止めとする。 

（４）設計歩掛 

［基本設計］ 1 橋  当  た  り  歩  掛  

【10－7 橋梁】 主任  

技術者  
技師長  

主任  

技師  
技師Ａ  技師Ｂ  技師Ｃ  技術員  

作  業  項  目  

1 設計計画  2.0 2.1 4.4 6.2 4.9   

2 概略構造計算    3.4 4.6 7.6 6.4  

3 概略設計図      4.8 5.2 6.1 

4 概略工事費算出     1.7 4.7 5.8 5.3 

5 照査   1.9 2.8 4.2    

6 点検取りまとめ     1.5 2.2 1.6 1.3 

計  2.0 4.0 10.6 18.2 24.2 19.0 12.7 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 

（５）その他 

基礎地盤が杭基礎を必要とする場合は、１橋当たり 10％割増するものとする。 

設計歩掛×（橋長補正＋0.10） 

【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

橋長補正 
その他の補正 

（杭基礎の有無） 

1   設計計画 
1-1 設計計画 ○ ○ 

1-2 設計条件の確認 ○ ○ 
1-3 橋梁形式比較案の選定 ○ ○ 
1-4 基本条件の検討 ○ ○ 
2   概略構造計算 ○ ○ 

3   概略設計図 ○ ○ 
4   概算工事費算定 ○ ○ 
5   照査 ○ ○ 
6   点検取りまとめ ○ ○ 
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《工種別適用 7》【実施設計】10－8 橋梁 

（１）適  用 

本歩掛は、橋梁工事に必要な実施設計に適用する。なお、実施設計において、基本設計に用いた地元

状況、設計条件等の諸条件と差異が生じ、構造形式等の修正設計が生じた場合は別途考慮するものとす

る。 

（２）作業項目 

実施設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［実施設計］ 【10－8 橋梁】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

1-1 設計計画 

 

実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。 

【特記】 

基本設計なしの場合は、橋梁型式を比較し詳細設計を行う。 

1-2 設計条件の確認 設計施工上の基本的条件及び地質条件等の確認、整理を行う。 

1-3 設計細部事項の検討  実施設計にあたり必要な細部条件についての技術的検討の整理、適用基準と

の整合及び確認を行う。 

2 構造計算 【上部工】 

橋体、床版、支承、高欄、伸縮装置及び橋面排水等について詳細設計を行

う。 

【下部工及び基礎工】 

梁、柱、フーチング、躯体及び基礎本体等について詳細設計を行う。 

3 設計図 

 

橋梁位置図、一般図、線形図、構造一般図、構造詳細図、支承、高欄、伸縮

装置及び排水装置等の詳細設計図の作成を行う。 

4 数量計算 各構造物の詳細形状に対して、各工種毎の詳細数量計算を行う。 

5 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

6 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 

（３）設計歩掛 

10－8－1～10－8－4 による。 
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《工種別適用 7》【実施設計】10－8－1 橋梁上部工 

（１）適  用 

橋梁上部構造を道路橋示方書等により設計するもので、支承、伸縮装置、排水装置、高欄及び応力計

算を必要としない附帯施設の設計を含む場合に適用する。また、鋼橋上部工の疲労設計及び架設計画（ト

ラック＜クローラ＞クレーンによる直接架設で、かつ支保工の必要のない簡易な架設）は含まれるが、

架設設備設計、景観検討、仮設構造物設計、仮橋設計、橋梁付属物等（照明、遮音壁等）の設計及び動

的解析は含まないものとする。 

（２）全体補正 

ア 橋長補正 

補正係数は、それぞれの橋長補正式に橋長の範囲内の数値を代入した値を適用し、小数点以下第 2

位を四捨五入して小数点以下第 1 位止めとする。なお、橋長の範囲を超える場合は、別途考慮する。 

イ 基本設計がない場合 

歩掛×(1＋0.05) 

（注）「ＲＣ単純床版橋」については、基本設計の有無に係わらず設計歩係の補正は行わない。 

ウ 径間が変化する場合（連続桁の 3 径間に対し） 

径間数 歩掛に対する補正 径間毎の標準橋長 

2 径間 歩掛×(1－0.10) 3 径間適用橋長× 60％ 

4 径間 歩掛×(1＋0.05) 3 径間適用橋長×130％ 

5 径間 歩掛×(1＋0.20) 3 径間適用橋長×150％ 

6 径間 歩掛×(1＋0.25) 3 径間適用橋長×190％ 

(注) 橋長補正式については、歩掛（3 径間）の補正式を適用する。 

エ 形状が変化する場合 

（ア）斜橋（橋軸方向バチ形を含む）斜角 90°～70°割増し無し、斜角 70°未満の場合は、歩掛に 10％

を加算する。 

※歩掛×(1＋0.10) 

 

 

（イ）バチ形（幅員方向）の場合は、歩掛に 30％を加算する。 

※歩掛×(1＋0.30) 

 

 

 

（ウ）曲線形の場合は、歩掛に 80％を加算する。 

※歩掛×(1＋0.80) 

(注)1．曲線形の補正は桁の形状が曲線の場合に適用するものとし、床版のみが曲線の場合は適用しな

い。 

2．斜橋・バチ形・曲線形が重複する場合、各上記補正率のうち、上位の補正率を単独使用するも

のとする。 

（例）斜橋で曲線形の場合→「歩掛×80％」のみ加算する。 

  

 

橋軸 

[ 斜橋 ] 

 

橋軸 

[ バチ形（幅員方向） ] 
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オ 類似構造物 

設計計算、設計図、数量計算を別にする必要がある類似構造物についての歩掛は、 

補正歩掛＝歩掛(基本構造物)×(橋長補正係数＋各種補正係数)×0.65 

(注) 1 上部工の幅員、橋長は変化するが、同一橋種であり、形状（斜角かつバチ形かつ曲線形）の補正項

目が同一の場合は類似構造物として取り扱う。 

2 上部工の幅員、橋長が同一で、橋種も全て同一の場合は連続していても１橋分のみ計上する。 

カ ＪＩＳ桁を利用する場合 

歩掛（基本設計あり）×60％ 

(注) ＪＩＳ桁を利用する場合には、橋長補正、形状・構造変化による補正は行わない。 

（３）補 正 例 

基本設計なし、4 径間、曲線形で基本構造物 1 箇所、類似構造物 2 箇所の場合 

ア 基本構造物 

歩掛×（ｙ/100＋0.05＋0.05＋0.8） 

［橋長補正式の値％］［基本なし］［4 径間］［曲線形］ 

イ 類似構造物① 

歩掛×（ｙ’/100＋0.05＋0.05＋0.8）×0.65 

［橋長補正式の値％］［基本なし］［4 径間］［曲線形］［類似構造物］ 

ウ 類似構造物② 

歩掛×（ｙ”/100＋0.05＋0.05＋0.8）×0.65 

［橋長補正式の値％］［基本なし］［４径間］［曲線形］［類似構造物］ 

(注) ｙ、ｙ’、ｙ”とは、構造物それぞれの橋長による橋長補正率（％）を示す。 
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（４）設計歩掛 

［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 コンクリート橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

ＲＣ単純床版橋 

 

標準橋長：～10ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝2.541×Ｌ＋87.30（％） 

1 設計計画   0.5 0.5    

2 構造計算    1.5 2.5   

3 設計図      5.5 5.5 

4 数量計算      3.5 3.0 

5 照査     1.5   

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計   0.5 3.0 4.5 10.5 8.5 

ＲＣ単純Ｔ桁橋 

 

標準橋長：5～20ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.743×Ｌ＋78.21（％） 

1 設計計画    2.0    

2 構造計算    1.0 2.5 4.0  

3 設計図      6.5 7.0 

4 数量計算      4.5 5.0 

5 照査     1.5 2.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計    4.0 4.5 19.0 12.0 

ＲＣ単純中空床版橋 

 

標準橋長：5～20ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.532×Ｌ＋80.85（％） 

1 設計計画   2.5 1.5    

2 構造計算    1.5 3.0 6.5  

3 設計図      6.0 8.5 

4 数量計算      3.0 3.5 

5 照査    1.0 1.0 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計   2.5 5.0 4.5 18.5 12.0 

ＲＣ3径間連続中空床版橋 

 

標準橋長：25～70ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.673Ｌ＋68.03（％） 

1 設計計画   2.0 3.0    

2 構造計算   2.5 3.0 6.5 10.5  

3 設計図     10.0 13.0 14.0 

4 数量計算     6.0 8.5 10.0 

5 照査   1.5 1.5 2.0 4.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計   6.0 8.5 25.5 37.0 24.0 

ＲＣ3径間連続Ｔ桁橋 

 

標準橋長：30～100ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.686Ｌ＋55.41（％） 

1 設計計画   1.5 1.5    

2 構造計算   2.0 3.0 5.5 10.5  

3 設計図     8.0 13.0 13.5 

4 数量計算     6.5 9.5 10.5 

5 照査   1.5 2.0 3.0 6.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計   5.0 7.5 24.0 40.0 24.0 

ＲＣ3径間連続ラーメン橋 

 

標準橋長：10～35ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.708Ｌ＋84.07（％） 

1 設計計画   3.5 4.0    

2 構造計算   2.0 4.0 7.5 11.0  

3 設計図     4.5 14.0 21.5 

4 数量計算     2.0 5.5 7.5 

5 照査   1.5 1.0 1.0 3.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計   7.0 10.0 16.0 35.0 29.0 

ＰＣ単純プレテンション 

Ｉ桁橋 

 

標準橋長：5～20ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝2.132×Ｌ＋73.35（％） 

1 設計計画    2.5    

2 構造計算     3.0 6.0  

3 設計図     1.0 4.0 5.5 

4 数量計算     0.5 1.5 1.5 

5 照査    1.0 0.5 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計    4.5 5.5 14.5 7.0 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
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［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 コンクリート橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

ＰＣ単純プレテンション 

Ｔ桁橋 

 

標準橋長：5～35ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.705×Ｌ＋65.90（％） 

1 設計計画    2.0    

2 構造計算     3.0 4.5  

3 設計図     4.0 5.5 6.0 

4 数量計算     1.5 2.5 3.0 

5 照査    1.0 1.0 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計    4.0 10.0 15.5 9.0 

ＰＣプレテンション 

ホロ－桁橋 

 

標準橋長：5～30ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.434×Ｌ＋74.91（％） 

1 設計計画   1.0 1.5    

2 構造計算    1.0 3.0 4.0  

3 設計図     4.0 5.5 5.5 

4 数量計算     2.5 4.5 4.0 

5 照査   1.0 1.0 1.0 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計   2.0 4.5 11.0 17.0 9.5 

ＰＣ単純中空床版橋 

 

標準橋長：10～35ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.980×Ｌ＋77.95（％） 

1 設計計画   2.0 2.5    

2 構造計算    5.0 7.5 6.0  

3 設計図     4.5 9.5 14.0 

4 数量計算     3.0 3.5 4.0 

5 照査   1.5 0.5 1.0 2.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計   3.5 9.0 17.0 22.5 18.0 

ＰＣ単純ポストテンション 

Ｔ桁橋 

 

標準橋長：15～50ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.835×Ｌ＋72.86（％） 

1 設計計画   1.0 1.5    

2 構造計算    4.0 6.0 9.0  

3 設計図     10.0 11.5 12.5 

4 数量計算     5.5 7.0 7.0 

5 照査   1.5 0.5 1.0 2.5  

6 点検取りまとめ    1.0  1.0 1.0  

計   2.5 7.0 23.5 31.0 19.5 

ＰＣ単純箱桁橋 

 

標準橋長：25～70ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.608×Ｌ＋71.12（％） 

1 設計計画  3.0 2.0 4.0    

2 構造計算   2.5 5.0 11.0 8.5  

3 設計図     6.5 16.0 21.5 

4 数量計算     3.5 5.5 8.0 

5 照査   2.0 1.5 2.0 3.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.0 6.5 11.5 24.0 34.5 29.5 

ＰＣ3径間連結プレ 

テンションＴ桁橋 

 

標準橋長：25～85ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.565×Ｌ＋68.93(％) 

1 設計計画  2.5 3.0 3.5    

2 構造計算   2.5 6.5 10.5 10.0  

3 設計図     6.5 16.5 24.0 

4 数量計算     4.0 6.0 8.0 

5 照査   2.0 2.0 2.0 5.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  2.5 7.5 13.0 24.0 38.5 32.0 

ＰＣ3径間連結ポスト 

テンションＴ桁橋 

 

標準橋長：40～120ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.461×Ｌ＋63.12（％） 

1 設計計画  3.5 3.5 3.5    

2 構造計算   3.5 8.0 12.5 12.5  

3 設計図     9.0 20.5 29.0 

4 数量計算     5.0 7.0 10.0 

5 照査   2.0 2.0 2.5 6.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.5 9.0 14.5 30.0 47.5 39.0 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
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［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 コンクリート橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

ＰＣ斜材付きπ型 

ラーメン橋 

標準橋長：20～65ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.437×Ｌ＋81.43（％） 

1 設計計画 2.5 3.0 3.0 3.5    

2 構造計算   4.5 9.0 14.5 13.0  

3 設計図     11.5 23.0 33.0 

4 数量計算     6.0 8.5 11.0 

5 照査  1.5 1.5 1.5 2.0 6.0  

6 点検取りまとめ    1.5 0.5 1.0  

計 2.5 4.5 9.0 15.5 34.5 51.5 44.0 

ＰＣ3径間連続中空床版橋 

 

標準橋長：35～105ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.424×Ｌ＋70.32（％） 

1 設計計画  4.5 4.0 3.5    

2 構造計算   3.5 8.5 13.5 13.0  

3 設計図     10.0 21.5 32.0 

4 数量計算     5.5 7.5 11.0 

5 照査   2.5 2.5 2.5 6.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  4.5 10.0 15.5 32.5 49.5 43.0 

ＰＣ3径間連続ポスト 

テンションＴ桁橋 

標準橋長：60～195ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.366×Ｌ＋53.34（％） 

1 設計計画 1.5 1.5 2.0 3.5    

2 構造計算   6.0 8.5 14.5 19.0  

3 設計図     22.0 27.5 30.0 

4 数量計算     11.0 14.5 15.0 

5 照査   2.5 3.0 4.5 5.5  

6 点検取りまとめ    1.5 0.5 1.0  

計 1.5 1.5 10.5 16.5 52.5 67.5 45.0 

ＰＣ3径間連続箱桁橋 

 

標準橋長：65～225ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.304×Ｌ＋55.92（％） 

1 設計計画 1.5 2.0 2.5 4.0    

2 構造計算   7.5 10.5 17.0 23.5  

3 設計図     23.0 29.5 31.0 

4 数量計算     14.0 18.5 19.5 

5 照査  2.5 2.0 3.5 7.0 8.5  

6 点検取りまとめ   1.5 0.5 0.5 1.5  

計 1.5 4.5 13.5 18.5 61.5 81.5 50.5 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
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［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 鋼橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

単純Ｈ形橋 

 

標準橋長：5～35ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.599×Ｌ＋68.02（％） 

1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算   1.0 0.5 2.5 3.5  

3 設計図     4.0 5.0 6.5 

4 数量計算     1.5 2.0 3.0 

5 照査   1.5 0.5 1.5 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計   3.0 3.5 10.0 13.5 9.5 

単純合成Ｈ形橋 

 

標準橋長：5～35ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝1.523×Ｌ＋69.54（％） 

1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算   1.0 1.0 2.5 3.5  

3 設計図     4.0 5.0 6.5 

4 数量計算     2.0 2.5 3.0 

5 照査   1.5 0.5 1.5 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計   3.0 4.0 10.5 14.0 9.5 

単純鈑桁橋 

 

標準橋長：10～40ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.936×Ｌ＋76.60（％） 

1 設計計画  0.5 0.5 1.5    

2 構造計算   1.5 2.5 4.0 5.5  

3 設計図     6.5 8.5 12.5 

4 数量計算     4.0 4.5 6.5 

5 照査   1.5 0.5 1.5 2.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計  0.5 3.5 5.5 16.5 22.5 19.0 

単純合成鈑桁橋 

 

標準橋長：15～50ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.827×Ｌ＋73.12（％） 

1 設計計画  0.5 0.5 2.0    

2 構造計算      1.5 2.5 5.0 6.5  

3 設計図     7.5 10.0 13.5 

4 数量計算     4.0 5.5 7.5 

5 照査   1.5 1.0 1.5 3.0  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計  0.5 3.5 6.5 18.5 26.5 21.0 

単純鋼床版鈑桁橋 

 

標準橋長：25～85ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.547×Ｌ＋69.92（％） 

1 設計計画  2.0 3.0 4.5    

2 構造計算   4.0 5.0 12.0 9.0  

3 設計図     7.5 12.5 31.0 

4 数量計算     4.0 6.0 8.5 

5 照査  1.5 2.5 1.0 2.0 1.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.5 9.5 11.5 26.5 30.0 39.5 

単純箱桁橋 

 

標準橋長：20～75ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.493×Ｌ＋76.58（％） 

1 設計計画  1.0 0.5 2.0    

2 構造計算   4.5 5.5 13.0 14.0  

3 設計図     15.0 18.5 19.5 

4 数量計算     9.0 9.0 11.5 

5 照査  1.5 1.0 1.0 3.0 3.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  2.5 6.0 9.5 41.0 45.5 31.0 

単純合成箱桁橋 

 

標準橋長：25～70ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.496×Ｌ＋76.44（％） 

1 設計計画  4.0 3.0 4.0    

2 構造計算   3.0 6.5 14.0 9.0  

3 設計図     9.5 12.5 34.5 

4 数量計算     5.0 5.0 12.0 

5 照査  1.5 1.5 1.0 2.5 2.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  5.5 7.5 12.5 32.0 30.0 46.5 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
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［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 鋼橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

単純鋼床版箱桁橋 

 

標準橋長：25～85ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.452×Ｌ＋75.14（％） 

1 設計計画  1.5 1.5 3.0    

2 構造計算   4.5 7.0 14.5 16.0  

3 設計図     16.5 18.0 23.0 

4 数量計算     8.5 9.0 10.0 

5 照査  1.5 1.0 1.5 2.5 3.5  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.0 7.0 12.5 43.0 47.5 33.0 

ゲルバー桁橋 

（3径間非合成） 

標準橋長：60～195ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.396×Ｌ＋49.51（％） 

1 設計計画  1.5 2.0 3.5    

2 構造計算   5.5 8.5 15.5 18.5  

3 設計図     19.0 22.0 22.0 

4 数量計算     8.5 10.0 10.0 

5 照査  1.5 1.5 2.5 4.5 4.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.0 9.0 15.5 48.5 55.5 32.0 

単純トラス橋 

 

標準橋長：35～110ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.392×Ｌ＋71.58（％） 

1 設計計画  1.5 1.0 3.5    

2 構造計算   3.5 5.5 12.5 19.0  

3 設計図     17.5 24.5 26.0 

4 数量計算     7.5 11.5 10.5 

5 照査  1.5 1.0 1.0 2.5 4.5  

6 点検取りまとめ    1.0 0.5 1.5  

計  3.0 5.5 11.0 40.5 61.0 36.5 

3径間連続鈑桁橋 

 

標準橋長：60～195ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.383×Ｌ＋51.17（％） 

1 設計計画  1.5 2.0 4.0    

2 構造計算   5.0 11.5 14.5 17.5  

3 設計図     19.0 23.0 25.5 

4 数量計算     10.0 10.5 12.0 

5 照査  1.5 1.0 2.0 3.0 4.0  

6 点検取りまとめ    1.0 1.0 1.0  

計  3.0 8.0 18.5 47.5 56.0 37.5 

π型ラーメン鈑桁橋 

 

標準橋長：20～90ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.308×Ｌ＋83.06（％） 

1 設計計画  1.5 2.5 4.0    

2 構造計算   6.5 9.5 19.5 20.0  

3 設計図     25.5 29.5 34.5 

4 数量計算     12.0 13.5 15.5 

5 照査   2.5 3.5 5.0 6.0  

6 点検取りまとめ   1.5 0.5 0.5 1.0  

計  1.5 13.0 17.5 62.5 70.0 50.0 

ゲルバートラス橋 

 

標準橋長：120～350ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.279×Ｌ＋34.44（％） 

1 設計計画  1.5 2.0 4.0    

2 構造計算   7.5 10.0 23.5 25.5  

3 設計図     29.0 31.0 34.5 

4 数量計算     15.0 16.5 17.0 

5 照査  1.5 1.5 2.0 5.0 5.5  

6 点検取りまとめ   1.5 0.5 0.5 1.0  

計  3.0 12.5 16.5 73.0 79.5 51.5 

3径間連続鋼床版鈑桁橋 

 

標準橋長：70～210ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.271×Ｌ＋62.06（％） 

1 設計計画 3.0 3.5 7.0 7.5    

2 構造計算   8.5 16.5 23.5 14.0  

3 設計図     22.0 34.5 50.0 

4 数量計算     10.0 12.0 17.0 

5 照査  2.5 3.5 3.0 4.5 6.0  

6 点検取りまとめ   1.0 1.0 0.5 1.5  

計 3.0 6.0 20.0 28.0 60.5 68.0 67.0 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
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［実施設計］基本設計有り 1 橋 当 た り 歩 掛 

【10－8－1 鋼橋上部工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

3径間連続トラス橋 

 

標準橋長：125～380ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.261×Ｌ＋34.10（％） 

1 設計計画  1.5 2.0 4.5    

2 構造計算   7.5 11.5 26.0 30.5  

3 設計図     30.5 33.0 36.0 

4 数量計算     15.5 16.5 18.0 

5 照査  1.5 1.5 2.0 5.0 6.0  

6 点検取りまとめ   1.0 1.0 0.5 1.0  

計  3.0 12.0 19.0 77.5 87.0 54.0 

3径間連続箱桁橋 

 

標準橋長：110～320ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.243×Ｌ＋47.76（％） 

1 設計計画  2.0 2.5 6.0    

2 構造計算   9.5 17.0 28.0 30.5  

3 設計図     28.5 31.5 39.5 

4 数量計算     15.0 16.5 20.0 

5 照査  2.0 1.5 3.0 5.0 6.0  

6 点検取りまとめ   1.0 1.0 0.5 1.0  

計  4.0 14.5 27.0 77.0 85.5 59.5 

3径間連続鋼床版箱桁橋 

 

標準橋長：120～420ｍ 

 

橋長補正式 

ｙ＝0.209×Ｌ＋43.57（％） 

1 設計計画 3.5 3.5 5.0 9.5    

2 構造計算   10.0 23.0 28.0 22.5  

3 設計図     22.0 41.0 88.0 

4 数量計算     12.5 14.5 28.0 

5 照査  3.5 4.0 4.5 6.5 6.0  

6 点検取りまとめ   1.5 0.5 0.5 1.5  

計 3.5 7.0 20.5 37.5 69.5 85.5 116.0 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 

 

 

【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

橋長補正 

基本設計が

ない場合の

補正 

径間が変化 

する場合の

補正 

形状が変化

する場合の

補正 

類似構造物

の補正 

JIS桁を 

利用する場

合 

1  設計計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
2  構造計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
3  設計図 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4  数量計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
5  照査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
6  点検取りまとめ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

注）ＪＩＳ桁を利用する場合には、橋長補正、形状・構造変化による補正は行わない。 
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《工種別適用 8》【実施設計】10－8－2 橋台工 

（１）適  用 

橋梁下部工を道路橋示方書等により設計するもので、構造物設置に伴う掘削、埋戻しの土量計算及び

設計計算を必要としない橋梁下部工に付随した袖部のコンクリートブロック積み等の設計を含むもの

とする。 

なお、景観検討、仮設構造物設計、仮橋設計及び動的解析は含まないものとする。 

（２）全体補正 

ア 類似構造物の補正 

（ア）類似構造物の場合は、「歩掛」の 70％を計上する。 

（イ）類似構造物の補正は次式による。 

補正歩掛＝歩掛×(0.3＋0.7×ｎ)  ｎ＝基数（基本構造物＋類似構造物） 

（注)１ 下部工の躯体幅・高さが変化しても構造型式が同一である場合は類似構造物とする。 

２ 上部反力及び下部工の躯体幅・高さが同一で、構造型式も全て同一の場合は１基分のみ計上す

る。 

 

  



積算参考歩掛／設計業務／10 農道  579 

（３） 設計歩掛 

［実施設計］ 1 基 当 た り 歩 掛 

【10－8－2 橋台工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

重力式橋台 1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算     0.5 2.0  

3 設計図     1.0 2.0 1.0 

4 数量計算      1.0 2.0 

5 照査    1.0 1.5   

6 点検取りまとめ     1.0 0.5  

計   0.5 2.5 4.0 5.5 3.0 

逆Ｔ式橋台 1 設計計画   0.7 2.3    

2 構造計算     2.2 2.3  

3 設計図     1.9 2.4 2.6 

4 数量計算      2.1 2.3 

5 照査    1.2 2.5   

6 点検取りまとめ     1.2 1.9  

計   0.7 3.5 7.8 8.7 4.9 

控え壁式橋台（扶壁式） 1 設計計画   1.5 1.5    

2 構造計算     3.5 4.0  

3 設計図     4.0 4.5 4.0 

4 数量計算     2.5 2.0 2.5 

5 照査   1.0 1.0 1.0   

6 点検取りまとめ     2.0 1.0  

計   2.5 2.5 13.0 11.5 6.5 

ラーメン式橋台 1 設計計画   1.5 3.0    

2 構造計算    1.5 2.5 3.5  

3 設計図     4.5 4.5 5.0 

4 数量計算     2.5 2.5 2.5 

5 照査   1.5 1.0 1.0   

6 点検取りまとめ    2.0 1.0   

計   3.0 7.5 11.5 10.5 7.5 

箱式橋台 1 設計計画  1.5 1.5 2.5    

2 構造計算     6.5 4.0  

3 設計図     3.0 5.0 5.5 

4 数量計算     1.5 2.0 2.5 

5 照査   1.5 1.0 1.0   

6 点検取りまとめ    2.0 1.0   

計  1.5 3.0 5.5 13.0 11.0 8.0 

ラーメン式橋台（2方向） 1 設計計画  1.5 2.5 2.5    

2 構造計算    2.5 4.5 4.5  

3 設計図     4.5 6.0 8.0 

4 数量計算     1.5 2.5 2.5 

5 照査   2.0 1.0 1.5   

6 点検取りまとめ   1.0 1.5 0.5   

計  1.5 5.5 7.5 12.5 13.0 10.5 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 

 

【補正適用表】 

補正項目 

作業項目 
類似構造物の補正 

1 設計計画 ○ 
2 構造計算 ○ 
3 設計図 ○ 
4 数量計算 ○ 

5 照査 ○ 
6 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 9》【実施設計】10－8－3 橋脚工 

（１）適  用 

橋梁下部工を道路橋示方書等により設計するもので、構造物設置に伴う掘削、埋戻しの土量計算及び

設計計算を必要としない橋梁下部工に付随した袖部のコンクリートブロック積み等の設計を含むもの

とする。 

なお、景観検討、仮設構造物設計、仮橋設計及び動的解析は含まないものとする。 

（２）全体補正 

ア 類似構造物の補正 

（ア）類似構造物の場合は、「歩掛」の 70％を計上する。 

（イ）類似構造物の補正は次式による。 

補正歩掛＝歩掛×(0.3＋0.7×ｎ)  ｎ＝基数（基本構造物＋類似構造物） 

（注）１ 下部工の躯体幅・高さが変化しても構造型式が同一である場合は類似構造物とする。 

２ 上部反力及び下部工の躯体幅・高さが同一で、構造型式も全て同一の場合は１基分のみ計上す

る。 
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（３） 設計歩掛 

［実施設計］ 1 基 当 た り 歩 掛 

【10－8－3 橋脚工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

重力式橋脚 1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算     1.0 2.5  

3 設計図     1.5 1.5 1.5 

4 数量計算      1.5 1.0 

5 照査    1.5    

6 点検取りまとめ     1.0 0.5  

計   0.5 3.0 3.5 6.0 2.5 

壁式橋脚（逆Ｔ式） 1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算     2.0 3.0  

3 設計図     2.0 1.5 2.5 

4 数量計算      2.5 2.0 

5 照査    1.0 1.5   

6 点検取りまとめ     1.0 0.5  

計   0.5 2.5 6.5 7.5 4.5 

柱式橋脚（2柱式） 1 設計計画   1.0 2.0    

2 構造計算     4.0 3.0  

3 設計図     1.5 3.5 3.5 

4 数量計算      2.0 1.5 

5 照査    1.0 1.5   

6 点検取りまとめ    1.0 1.5   

計   1.0 4.0 8.5 8.5 5.0 

張出式橋脚 1 設計計画   0.5 1.5    

2 構造計算     2.5 4.0  

3 設計図     2.5 3.0 3.0 

4 数量計算     1.5 2.5 2.0 

5 照査    1.5 1.5   

6 点検取りまとめ    1.0 1.5   

計   0.5 4.0 9.5 9.5 5.0 

ラーメン式橋脚 1 設計計画   1.5 1.5    

2 構造計算    2.5 3.5 5.0  

3 設計図     4.0 4.5 5.0 

4 数量計算     2.5 2.5 2.0 

5 照査   1.5 1.0 1.5   

6 点検取りまとめ     2.0 1.5  

計   3.0 5.0 13.5 13.5 7.0 

ＳＲＣ橋脚 

中空式橋脚 

1 設計計画  1.5 3.5 4.5    

2 構造計算     13.5 9.5  

3 設計図     5.5 7.5 14.5 

4 数量計算     2.5 4.0 4.0 

5 照査   2.0 2.5 1.5   

6 点検取りまとめ   2.0 1.5 1.5   

計  1.5 7.5 8.5 24.5 21.0 18.5 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 

【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

類似構造物の補正 

1 設計計画 ○ 
2 構造計算 ○ 
3 設計図 ○ 

4 数量計算 ○ 
5 照査 ○ 
6 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 10》【実施設計】10－8－4 基礎工 

（１）適  用 

橋梁下部工の橋台及び橋脚の基礎に適用する。 

なお、仮設構造物設計及び仮橋設計は含まないものとする。 

（２）類似構造物の補正 

ア 類似構造物の場合は、「歩掛」の 70％を計上する。 

イ 類似構造物の補正は次式による。 

補正歩掛＝歩掛×(0.3＋0.7×ｎ)  ｎ＝基数（基本構造物＋類似構造物） 

（注）１ 下部工の構造型式（重力式、逆Ｔ式、柱式等）が異なる場合、杭種、杭径が異なる場合は、それ

ぞれ１基分として計上する。 

２ 下部工の躯体幅・高さは変化するが、構造型式が同一で、杭種、杭径が同一の場合は類似構造物

とする。 

３ 下部工の躯体幅・高さ、構造型式が同一で、杭種、杭径も全て同一の場合は１基分のみ計上する。 
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（３） 設計歩掛 

［実施設計］ 1 基 当 た り 歩 掛 

【10－8－4 基礎工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

既製杭（橋台基礎） 

（鋼管杭・ＲＣ杭・ＰＨＣ杭

に適用する。） 

1 設計計画  0.5 1.0 1.0    

2 構造計算     1.5 1.5  

3 設計図      2.0 2.5 

4 数量計算      1.0 1.0 

5 照査   1.0 1.0    

6 点検取りまとめ     1.0 1.0  

計  0.5 2.0 2.0 2.5 5.5 3.5 

場所打杭（橋台基礎） 

（深礎杭を除く。） 

1 設計計画  0.5 1.2 1.3    

2 構造計算     1.8 3.0  

3 設計図      2.2 2.5 

4 数量計算      2.1 2.7 

5 照査   1.0 1.1    

6 点検取りまとめ     1.0 1.4  

計  0.5 2.2 2.4 2.8 8.7 5.2 

深礎杭（橋台基礎） 1 設計計画 1.5 1.5 1.5     

2 構造計算    2.0 2.0 2.5  

3 設計図     1.5 2.0 1.5 

4 数量計算      2.0 2.5 

5 照査   1.5 1.0    

6 点検取りまとめ     3.0 2.5  

計 1.5 1.5 3.0 3.0 6.5 9.0 4.0 

既製杭（橋脚基礎） 

（鋼管杭・ＲＣ杭・ＰＨＣ杭

に適用する。） 

1 設計計画  0.5 1.0 1.0    

2 構造計算     2.0 2.5  

3 設計図      2.0 2.5 

4 数量計算      1.0 1.0 

5 照査   1.0 1.0    

6 点検取りまとめ     1.0 1.0  

計  0.5 2.0 2.0 3.0 6.5 3.5 

場所打杭（橋脚基礎） 

（深礎杭を除く。） 

1 設計計画  0.5 1.0 1.0    

2 構造計算     2.0 3.5  

3 設計図      2.5 2.5 

4 数量計算      2.0 2.5 

5 照査   1.0 1.0    

6 点検取りまとめ     1.0 1.0  

計  0.5 2.0 2.0 3.0 9.0 5.0 

深礎杭（橋脚基礎） 1 設計計画 1.0 1.5 2.0     

2 構造計算    2.5 2.5 3.5  

3 設計図     1.5 2.0 2.5 

4 数量計算      2.0 2.5 

5 照査   1.5 1.0    

6 点検取りまとめ     3.0 2.5  

計 1.0 1.5 3.5 3.5 7.0 10.0 5.0 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 
 
  



584 

［実施設計］ 1 基 当 た り 歩 掛 

【10－8－4 基礎工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

井筒（橋脚基礎） 1 設計計画 1.0 1.5 2.0 1.5    

2 構造計算   3.0 3.0 5.0 6.5  

3 設計図     6.0 5.5 5.5 

4 数量計算     3.0 3.0 6.5 

5 照査   1.5 1.5    

6 点検取りまとめ     3.0 2.5  

計 1.0 1.5 6.5 6.0 17.0 17.5 12.0 

鋼管矢板ウェル（橋脚基礎） 1 設計計画 1.0 1.5 2.5 2.0    

2 構造計算   2.5 2.5 5.5 6.0  

3 設計図     6.0 8.0 9.5 

4 数量計算     2.0 2.5 3.5 

5 照査  1.5 1.5 1.5    

6 点検取りまとめ     3.0 2.5  

計 1.0 3.0 6.5 6.0 16.5 19.0 13.0 

ニューマチックケーソン 

（橋脚基礎） 

1 設計計画 1.0 1.5 2.0 3.5    

2 構造計算   2.5 4.5 6.0 7.5  

3 設計図     7.5 7.5 7.5 

4 数量計算     4.0 4.0 4.0 

5 照査  1.5 1.5 2.0    

6 点検取りまとめ     3.0 2.5  

計 1.0 3.0 6.0 10.0 20.5 21.5 11.5 

(注）電算機使用料は基本構造物を対象とし、直接経費として上記歩掛の２％を計上する。 

 

【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

類似構造物の補正 

1 設計計画 ○ 
2 構造計算 ○ 
3 設計図 ○ 

4 数量計算 ○ 
5 照査 ○ 
6 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 11》【基本設計】10－9 門型ラーメン・箱型函渠 

（１）適  用 

門型ラーメン及び箱型函渠について比較検討を行い、比較案 3 案を選定する場合に適用する。 

（２）作業項目 

基本設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［基本設計］ 【10－9 門型ラーメン・箱型函渠】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

 

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計

画を樹立する。 

2 設計条件確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 比較形式選定 現地状況及び基本条件に対して適当と判断される形式を抽出し、総合的

な観点から技術的特徴、課題を整理し、評価を加えて、比較３案の選定

を行う。 

4 概略構造計算 比較形式各案の構造形状を想定し、主要点の概略応力（軸力、せん断力

及び曲げモーメント等）及び概略安定計算を行う。 

5 基礎工検討 比較形式各案に対して、既成杭の中から適応すると判断される１案を選

定し、概略安定及び応力検討を行う。 

【特記】 

基礎工検討を行う場合に適用する。 

6 概略設計図 比較形式各案について概略設計図を作成する。 

【特記】 

側面図、平面図、断面図、主要点高さ、交差条件、建築限界及び設計

条件（使用材料、許容応力度及び荷重条件）を標準とする。 

7 協議資料作成 設計図書に基づき、関係機関との協議用及び説明用資料を作成する。 

【特記】 

協議資料作成を行う場合に適用する。 

8 概算工事費算定 門型ラーメン・箱型函渠の形式比較案のそれぞれに対し、概算数量を算

出し、概算工事費を算定する。 

9 比較一覧表作成 比較形式各案に対する検討結果をまとめ、比較一覧表を作成する。 

【特記】 

 概略設計図より断面図を記入し、構造特性、施工性、経済性、維持管

理及び環境等について、特質、問題点を記述し、各比較形式案の評価

を行い、最適構造形式案を明示する。 

10 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を

行う。 

11 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 
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（３） 作業項目別補正 

補 正 条 件            作 業 項 目       補 正 係 数 

断面形状等比較形式選定に利用できる

既存の資料によって概略構造計算、概

略設計図の作成が簡略化できる場合。 

 1 設 計 計 画  1.0 

 2 設計条件確認  1.0 

 3 比較形式選定  0.7 

 4 概略構造計算  0.7 

 5 基 礎 工 検 討  0.7 

 6 概 略 設 計 図  0.7 

 7 協議資料作成  0.7 

 8 概算工事費算出 0.7 

9 比較一覧表作成 0.7 

10 照 査 0.7 

11 点検取りまとめ  0.7 

(注) 比較断面の形状寸法を決定した資料及び形状寸法が分る図面（断面図等）作

成を含む。 

（４） 設計歩掛 

［基本設計］ 1 箇   所  当  た  り  歩  掛  

【10－9 門型ラーメン・箱型函渠】 主任  

技術者  

技師

長  

主任  

技師  

技師

Ａ  

技師

Ｂ  

技師

Ｃ  

技術

員  作    業    項    目  

1 設計計画   0.5 0.5    

2 設計条件確認   1.0 0.5    

3 比較形式選定    0.5    

4 概略構造計算    1.0 1.5 2.0  

5 基礎工検討    0.5 1.0 1.5  

6 概略設計図     1.0 1.5 1.5 

7 協議資料作成     0.5 0.5 1.0 

8 概算工事費算出     1.0 1.5 1.5 

9 比較一覧表作成     0.5   

10 照査   1.0 0.5    

11 点検取りまとめ    0.5 0.5 0.5 1.0 

計    2.5 4.0 6.0 7.5 5.0 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の 2％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合は、1 箇所当たり、技師Ａ0.5 人＋技師Ｂ0.5 人を別途計上する。 

ただし、【10-3 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ 基礎工の検討を行わない場合は、「5 基礎工検討」は計上しない。 

４ 協議資料の作成を行わない場合は、「7 協議資料作成」は計上しない。 

 

【補正適用表】 

補正項目 

作業項目 
作業項目別補正（概略構造計算、概略設計図の作成が簡略化できる場合） 

1 設計計画  
2 設計条件確認  
3 比較形式選定 ○ 

4 概略構造計算 ○ 
5 基礎工検討 ○ 
6 概略設計図 ○ 
7 協議資料作成 ○ 

8 概算工事費算定 ○ 
9 比較一覧表作成 ○ 
10 照査 ○ 
11 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 12》【実施設計】10－10 門型ラーメン・箱型函渠 

（１）適  用 

内空断面積 40ｍ2以下、延長 100ｍ以下の門型ラーメン及び箱型函渠に適用する。 

なお、基礎工及び仮設設計を行う場合は、別途計上する。 

（２）作業項目 

実施設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［実施設計］ 【10－10 門型ラーメン・箱型函渠】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

 

実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計

画を樹立する。 

2 設計条件の確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 構造計算  設計条件に基づき、安定計算及び断面応力度計算を行う。 

4 設計図 

 

構造計算から求められた構造形状や応力状態から、本体工の構造一般

図、配筋図及び詳細図の作成を行う。 

5 数量計算 各構造物の詳細形状に対して、各工種毎の詳細数量計算を行う。 

6 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を

行う。 

7 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 

（３）業務歩掛の算出 

業務歩掛は次により算出するものとする。 

業務歩掛＝設計歩掛×全体補正×箇所数による補正＋割増歩掛 

＝（設計歩掛×断面形状による補正×設計条件の区分による補正）×箇所数による補正 

＋「斜角による割増歩掛」＋「ウイングによる割増歩掛」 

（４）全体補正 

ア 断面形状による補正 

設計歩掛は、１連１層を標準としているため、断面形状が多連多層の場合は、下表の補正係数を乗

じるものとする。 

断  面  形  状 補 正 係 数 

1 連 1 層 1.0 

1 連 2 層 1.6 

2 連 1 層 1.6 

3 連 1 層 2.2 

断面形状（門型ラーメン） 

1 連 1 層 2 連 1 層 3 連 1 層 1 連 2 層 
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断面形状（箱型函渠） 

 

 

 

 

 

 

 

イ 設計条件の区分による補正 

各補正条件により、下表の補正係数を乗じるものとする。 

補正条件 
補正係数 

備  考 
門型ラーメン 箱型函渠 

① 基本設計有り   

0.9 0.9 

・基本設計を行ったうえで実施設計を行う場合

に適用 

・概略構造計算を実施していない場合は除く 

② 同一断面で施工場

所が異なる場合 

（類似構造物） 

0.8 0.8 

・構造計算を行わずに設計を行う場合に適用 

・①との補正の組合せは行わない 

（５）箇所数による補正 

条    件 箇 所 数 備        考 

① 断面形状が変化しない

（同一断面形状）場合 
ｎ＝１  

② 断面形状が変化する場合

（土被りの変化等によ

り断面形状が変化する

場合） 

ｎ＝1＋(ｎ1－1)×0.7 

ｎ1:設計断面数 

ｎは小数点以下第 1 位止

めとする。 

 

 

例１）設計断面数：2 

 

 
 

例 2）設計断面数：3 

 

 
 

③ 類似構造物の場合 ｎ2＝使用する断面数  

 

  

1連 1層 1連 2層 2連 1層 3連 1層 
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（６）割増歩掛 

ア 斜角による割増歩掛 

斜角による割増歩掛は、次により算出するものとする。 

斜角による割増歩掛＝設計歩掛×全体補正×補正係数 

＝（設計歩掛×断面形状による補正×設計条件の区分による補正）×補正係数 

斜角の形状 補正係数 

90° 0.0 

90°未満～70°以上 0.1 

70°未満 0.3 

(注) 斜角とは、構造物中心線に対する端部及び継手部の角度をいう。 

イ ウイングによる割増歩掛 

ウイングによる割増歩掛は、次により算出するものとする。 

ウイングによる割増歩掛＝設計歩掛×補正係数 

注）多連多層の場合においても１連１層の設計歩掛に乗じるものとする。 

ウイングの有無 補正係数 

な し 0.0 

片 側 0.3 

両 側 0.6 

(注) ウイングの設計における片側の場合とは、例えば水路の場合、呑

口側又は吐口側の一方(呑口・吐口側が同形状の場合を含む)を設

ける場合をいい、また、両側の場合とは、呑口・吐口側の両方に形

状の異なるものを設ける場合をいう。 
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（７）設計歩掛 

［実施設計］ 1 箇  所 当 た り 歩 掛 

【10－10 門型ラーメン・箱型函渠】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

門型ラーメン 

(1連 1層) 

1 設計計画   0.5 1.0    

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算    1.0 1.5 2.5  

4 設計図     2.0 2.5 3.5 

5 数量計算      1.5 2.5 

6 照査   1.0 1.0    

7 点検取りまとめ    0.5 1.0 1.0 0.5 

計   1.5 4.0 4.5 7.5 6.5 

箱型函渠 

(1連 1層) 

1 設計計画   0.5 0.5    

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算    1.0 1.5 2.0  

4 設計図     2.0 2.5 2.5 

5 数量計算      1.0 1.0 

6 照査   1.0 1.0    

7 点検取りまとめ    0.5 0.5 0.5 1.0 

計   1.5 3.5 4.0 6.0 4.5 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の２％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合は、1 箇所当たり、技師Ａ0.5 人＋技師Ｂ0.5 人を別途計上する。 

ただし、【7 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ 形式比較検討を行う必要のある場合は、基本設計の必要区分を計上する。 

 

【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

断面形状による

補正 

設計条件の区

分による補正 

箇所数によ

る補正 

斜角による補

正 

ウイングによる

補正 

1 設計計画 ○ ○ ○ ○ ○ 
2 設計条件確認 ○ ○ ○ ○ ○ 
3 構造計算  ○ ○ ○ ○ ○ 
4 設計図 ○ ○ ○ ○ ○ 

5 数量計算 ○ ○ ○ ○ ○ 
6 照査 ○ ○ ○ ○ ○ 
7 点検取りまとめ ○ ○ ○ ○ ○ 
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《工種別適用 13》【基本設計】10－11 擁壁・補強土壁 

（１）適  用 

擁壁類（逆Ｔ式、重力式及び補強土壁等）について比較検討を行い、比較案 3 案を選定する場合に適

用する。 

（２）作業項目 

基本設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［基本設計］ 【10－11 擁壁・補強土壁】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

 

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を樹立す

る。 

2 設計条件確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 比較形式選定 現地状況及び基本条件に対して適当と判断される形式を抽出し、総合的な観点から

技術的特徴、課題を整理し、評価を加えて、比較３案の選定を行う。 

4 概略構造計算 比較形式各案の構造形状を想定し、主要点の概略応力（軸力、せん断力及び曲げモー

メント等）及び概略安定計算を行う。 

5 基礎工検討 比較形式各案に対して、既成杭の中から適応すると判断される１案を選定し、概略安

定及び応力検討を行う。 

【特記】 

基礎工検討を行う場合に適用する。 

6 概略設計図 比較形式各案について概略設計図を作成する。 

【特記】 

 側面図、平面図、断面図、主要点高さ、交差条件、建築限界及び設計条件（使用材

料、許容応力度及び荷重条件）を標準とする。 

7 協議資料作成 設計図書に基づき、関係機関との協議用及び説明用資料を作成する。 

【特記】 

協議資料作成を行う場合に適用する。 

8 概算工事費算定 擁壁・補強土壁の形式比較案のそれぞれに対し、概算数量を算出し、概算工事費を算

定する。 

9 比較一覧表作成 比較形式各案に対する検討結果をまとめ、比較一覧表を作成する。 

【特記】 

 概略設計図より断面図を記入し、構造特性、施工性、経済性、維持管理及び環境等

について、特質、問題点を記述し、各比較形式案の評価を行い、最適構造形式案を

明示する。 

10 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

11 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 
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（３）作業項目別補正 

補 正 条 件 作 業 項 目       補 正 係 数 

断面形状等比較形式選定に利用できる

既存の資料によって概略構造計算、概

略設計図の作成が簡略化できる場合。 

 1 設 計 計 画  1.0 

 2 設計条件確認  1.0 

 3 比較形式選定  0.8 

 4 概略構造計算  0.8 

 5 基 礎 工 検 討  0.8 

 6 概 略 設 計 図  0.8 

 7 協議資料作成  0.8 

 8 概算工事費算出 0.8 

9 比較一覧表作成 0.8 

10 照 査 0.8 

11 点検取りまとめ  0.8 

（注）比較断面の形状寸法を決定した資料及び形状寸法が分る図面（断面図等）作成を含む。 

（４）設計歩掛 

［基本設計］ 1 箇 所 当 た り 歩 掛 

【10－11 擁壁・補強土壁】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

作  業  項  目 

1 設計計画    0.5 0.5    

2 設計条件確認     0.5    

3 比較形式選定     0.5    

4 概略構造計算      0.5 1.5  

5 基礎工検討      0.5 1.5  

6 概略設計図      0.5 1.0 1.0 

7 協議資料作成      0.5 0.5 1.0 

8 概算工事費算出      0.5 0.5  

9 比較一覧表作成      0.5 0.5  

10 照査    1.0 1.0    

11 点検取りまとめ     0.5 0.5 0.5 1.0 

計   1.5 3.0 3.5 6.0 3.0 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の 2％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合は、1 箇所当たり、技師Ａ0.5 人＋技師Ｂ0.5 人を別途計上する。 

ただし、【10-3 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ 基礎工の検討を行わない場合は、「5 基礎工検討」は計上しない。 

４ 協議資料の作成を行わない場合は、「7 協議資料作成」は計上しない。 

【補正適用表】 

補正項目 

作業項目 
作業項目別補正（概略構造計算、概略設計図の作成が簡略化できる場合） 

1 設計計画  
2 設計条件確認  

3 比較形式選定 ○ 
4 概略構造計算 ○ 
5 基礎工検討 ○ 
6 概略設計図 ○ 
7 協議資料作成 ○ 

8 概算工事費算定 ○ 
9 比較一覧表作成 ○ 
10 照査 ○ 
11 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 14》【実施設計】10－12 擁壁・補強土壁 

（１）適  用 

高さ 2ｍ以上 10ｍ以下、1 断面あたりの延長 500ｍ以下の逆Ｔ型、重力式、モタレ、井桁及び大型ブロ

ック積擁壁並びに補強土壁（テールアルメ、多数アンカー式擁壁等）に適用する。 

なお、基礎工及び仮設設計を行う場合は、別途計上する。 

（２）作業項目 

実施設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［実施設計］ 【10－12 擁壁・補強土壁】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を樹立する。 

2 設計条件の確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 構造計算  設計条件に基づき、安定計算及び断面応力度計算を行う。 

4 設計図 

 

構造計算から求められた構造形状や応力状態から、本体工の構造一般図、配筋図及び

詳細図の作成を行う。 

5 数量計算 各構造物の詳細形状に対して、各工種毎の詳細数量計算を行う。 

6 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

7 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 

（３）業務歩掛の算出 

業務歩掛は次により算出するものとする。 

業務歩掛＝設計歩掛×設計条件の区分による補正×箇所数による補正 

（４）全体補正 

ア 設計条件の区分による補正  

（ア）逆Ｔ型擁壁・重力式擁壁 

補正条件 
補正係数 

備   考 
逆Ｔ型 重力式 

① 基本設計有り 

0.9 0.9 

・基本設計を行ったうえで実施設計を行う

場合に適用 

・概略構造計算を実施していない場合は除

く 

② 同一断面で施工場所

が異なる場合 

（類似構造物） 

0.8 0.8 

・構造計算及びスベリ安定計算の解析の両

方を行わずに設計を行う場合に適用 

・①との補正の組合せは行わない 
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（イ）モタレ式・井桁・大型ブロック積 

補正条件 
補正係数 

備   考 
モタレ式 井 桁 大型ブロック積 

① 基本設計有り 

0.9 0.9 0.9 

・基本設計を行ったうえで実施設計を行う

場合に適用 

・概略構造計算を実施していない場合は除

く 

② 同一断面で施工場所

が異なる場合 

（類似構造物） 

0.8 0.8 0.8 

・構造計算及びスベリ安定解析を行わずに

設計を行う場合に適用 

・①との補正の組合せは行わない 

 

（ウ）補強土壁（テールアルメ・多数アンカー式擁壁等） 

補正の条件 
補正係数 

備   考 
補強土壁 

① 基本設計有り 

0.9 

・基本設計を行ったうえで実施設計を行う場合

に適用 

・概略構造計算を実施していない場合は除く 

② 同一断面で施工場所

が異なる場合 

（類似構造物） 

0.8 

・構造計算及びスベリ安定計算の解析の両方を

行わずに設計を行う場合に適用 

・①との補正の組合せは行わない 
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（５）箇所数による補正 

ア 逆Ｔ式・重力式擁壁 

条    件 箇  所  数 備       考 

① 同型、同高、同設計条件

の場合 ｎ＝1 

・杭基礎となる場合を除く 

・設計条件が同じで断面形状の同じ擁

壁が連続する場合 

②  連続

し て い

る 擁 壁

で 上 記

① 以 外

の場合 

擁壁本体の高

低差による箇

所数 

ｎ1＝Δｈ/1.0ｍ 

  ただしΔｈ>1.0ｍ 

ｎ1  :高低差による箇所数 

Δｈ :連続した区間の高低差 

    （擁壁本体の高さ） 

1.0ｍ:1箇所として考える高低差 

 

・ｎ1及びｎ2の箇所数に端数がでる場

合は、小数点以下第 1位を四捨五入

する。 

 

・箇所数はｎ1及びｎ2のうち大きい値

を用いて下式により算定する。 

 

Ｎ＝1＋((ｎ1 or ｎ2)－1)×0.7 

 ＊Ｎは小数点以下第 1 位止めとす

る。 

延長による箇

所数 

ｎ2＝Ｌ/40ｍ 

ｎ2 :延長による箇所数 

Ｌ  :連続した区間の延長 

40ｍ:1箇所として考える延長 

③ 類似構造物の場合 ｎ3＝使用する断面数   

（注）１ ②連続している擁壁で上記①以外の場合とは、連続した区間内において、擁壁高さおよび設計

条件が異なる場合をいう。 

２ 連続している擁壁とは、目地で区割りされてはいるが、一連の連続している擁壁をいう。 

３ 高さ 2.0ｍ未満の区間は、箇所数の算定対象延長から除くものとする。 

４ 連続する擁壁延長が 20ｍ以下のものは、高低差に関係なく 1 箇所とする。 

５ 擁壁の構造上（延長及び高低差等）上記計算によりがたい場合は（過大な数値となる場合等）

目地割り等を勘案し実情に見合った断面数とする。 

イ モタレ式・井桁・大型ブロック積 

条   件 箇   所   数 備       考 

① 同一法面、斜面にお

いて、設計計算を複数

断面行う場合 

ｎ＝1＋(ｎ1－1)×0.7 

ｎ1:同一法面・斜面内で設計を行う断面数 
ｎは小数点以下第 1位止めとする 

② 類似構造物の場合 ｎ3＝使用する断面数  

ウ 補強土壁（テールアルメ・多数アンカー式擁護壁等） 

条     件 箇   所   数 備    考 

① 連続した区間にお

いて、設計計算を複数

断面行う場合 

ｎ＝1＋(ｎ1－1)×0.7 

ｎ1:同一設計区間内で設計を行う断面数 
ｎは小数点以下第 1位止めとする 

② 類似構造物の場合 ｎ2＝使用する断面数   
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（６）設計歩掛 

［実施設計］ 1 箇 所 当 た り 歩 掛 

【10－12 擁壁・補強土壁】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

逆Ｔ式擁壁 1 設計計画   1.0     

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算     1.0 2.5  

4 設計図     1.0 2.5 3.5 

5 数量計算      1.0 2.0 

6 照査    0.5    

7 点検取りまとめ     0.5 1.0 1.0 

計   1.0 1.0 2.5 7.0 6.5 

重力式擁壁 1 設計計画   1.0     

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算     0.5 1.5  

4 設計図     1.5 1.5 1.0 

5 数量計算      0.5 1.5 

6 照査    0.5    

7 点検取りまとめ     0.5 0.5 1.0 

計   1.0 1.0 2.5 4.0 3.5 

モタレ式擁壁 

井桁積擁壁 

大型ブロック積擁壁 

1 設計計画   1.0 0.5    

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算     2.0 1.5  

4 設計図     1.5 1.5 1.5 

5 数量計算      0.5 1.5 

6 照査    0.5    

7 点検取りまとめ     0.5 1.0 1.0 

計   1.0 1.5 4.0 4.5 4.0 

補強土壁（テールアルメ、多

数アンカー式擁壁等） 

1 設計計画   0.8 0.7    

2 設計条件確認    0.5 0.3   

3 構造計算     2.1 2.5  

4 設計図     1.2 2.0 2.5 

5 数量計算      1.1 1.4 

6 照査    0.4    

7 点検取りまとめ     0.8 1.0 0.8 

計   0.8 1.6 4.4 6.6 4.7 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の 2％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合、逆Ｔ式擁壁、重力式擁壁、モタレ式擁壁、井桁積擁壁、大型ブロック積擁壁については、1 箇所当たり、

技師Ａ0.5人＋技師Ｂ0.5人を別途計上する。補強土壁については、１ 箇所当たり、技師Ａ0.5 人を別途計上する。 

ただし、【7 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ ｢3 構造計算」は、スベリ安定計算を行う場合を標準としているため、スベリ安定計算を行わない場合の歩掛は、それぞれ

次のとおり計上する（逆Ｔ式擁壁及び重力式擁壁を除く）。 

（１）モタレ式擁壁・井桁積擁壁・大型ブロック積擁壁：技師Ｂ1.0 人＋技師Ｃ1.5 人 

（２）補強土壁（テールアルメ・多数アンカー式擁壁等）：技師Ｂ1.0 人＋技師Ｃ2.5 人 

４ 補強土壁（テールアルメ、多数アンカー式擁壁等）の歩掛は、ジオテキスタイル、敷網工法も適用する。 

５ 逆 T式擁壁の歩掛は L 型擁壁にも適用できるものとする。 

６ 形式比較検討を行う必要のある場合は、基本設計の必要区分を計上する。 

【補正適用表】 

補正項目 

 

 

設計条件の区分による補正（基本条件の有

無、同一断面で施工場所が異なる場合） 
箇所数による補正 

1 設計計画 ○ ○ 

2 設計条件の確認 ○ ○ 
3 構造計算  ○ ○ 
4 設計図 ○ ○ 
5 数量計算 ○ ○ 

6 照査 ○ ○ 
7 点検取りまとめ ○ ○ 
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《工種別適用 15》【基本設計】10－13 法面工 

（１）適  用 

場所打ち法枠、アンカー付き場所打ち法枠、吹付法枠工、アンカー付吹付法枠工、コンクリート吹付

及び張りブロック等について比較検討を行い、比較案 3 案を選定する場合に適用する。 

（２）作業項目 

基本設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［基本設計］ 【10－13 法面工】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

 

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を樹立

する。 

2 設計条件確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 比較形式選定 現地状況及び基本条件に対して適当と判断される形式を抽出し、総合的な観点

から技術的特徴、課題を整理し、評価を加えて、比較 3案の選定を行う。 

4 概略構造計算 比較形式各案の構造形状を想定し、主要点の概略応力（軸力、せん断力及び曲げ

モーメント等）及び概略安定計算を行う。 

5 基礎工検討 比較形式各案に対して、既成杭の中から適応すると判断される１案を選定し、概

略安定及び応力検討を行う。 

【特記】 

基礎工検討を行う場合に適用する。 

6 概略設計図 比較形式各案について概略設計図を作成する。 

【特記】 

 側面図、平面図、断面図、主要点高さ、交差条件、建築限界及び設計条件（使

用材料、許容応力度、荷重条件）を標準とする。 

7 協議資料作成 設計図書に基づき、関係機関との協議用及び説明用資料を作成する。 

【特記】 

協議資料作成を行う場合に適用する。 

8  概算工事費算定 法面工の形式比較案のそれぞれに対し、概算数量を算出し、概算工事費を算定す

る。 

 9  比較一覧表作成 比較形式各案に対する検討結果をまとめ、比較一覧表を作成する。 

【特記】 

 概略設計図より断面図を記入し、構造特性、施工性、経済性、維持管理及び環

境等について、特質、問題点を記述し、各比較形式案の評価を行い、最適構造

形式案を明示する。 

10  照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

11  点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 
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（３）作業項目別補正 

補 正 条 件 作 業 項 目       補 正 係 数 

断面形状等比較形式選定に利用でき

る既存の資料によって概略構造計算、

概略設計図の作成が簡略化できる場

合。 

 1 設 計 計 画  1.0 

 2 設計条件確認  1.0 

 3 比較形式選定  0.8 

 4 概略構造計算  0.8 

 5 基 礎 工 検 討  0.8 

 6 概 略 設 計 図  0.8 

 7 協議資料作成  0.8 

 8  概算工事費算出 0.8 

 9  比較一覧表作成 0.8 

10  照 査 0.8 

11  点検取りまとめ  0.8 

（注）１ 比較断面の形状寸法を決定した資料及び形状寸法が分かる図面（断面図等）作成を含む。 

２ 既存資料等によって、断面形状等比較検討に必要な諸要素が決定できる場合に適用する。 

（４） 設計歩掛 

［基本設計］ 1 箇 所 当 た り 歩 掛 

【10－13 法面工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

作  業  項  目 

1 設計計画    1.0 0.5    

2 設計条件確認     0.5    

3 比較形式選定     1.0    

4 概略構造計算     0.5 1.0 1.5  

5 基礎工検討      0.5 0.5  

6 概略設計図      0.5 1.0 1.5 

7 協議資料作成      0.5 0.5 1.0 

8 概算工事費算出      0.5 1.0 1.5 

 9 比較一覧表作成      0.5 0.5  

10 照査    1.0 0.5    

11 点検取りまとめ     0.5 0.5 1.0 1.0 

計   2.0 3.5 4.0 6.0 5.0 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の 2％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合は、1 箇所当たり、技師Ａ0.5 人＋技師Ｂ0.5 人を別途計上する。 

ただし、【10－3 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ 基礎工の検討を行わない場合は、「5 基礎工検討」は計上しない。 

４ 協議資料の作成を行わない場合は、「7 協議資料作成」は計上しない。 

【補正適用表】 

補正項目 

作業項目 
作業項目別補正（概略構造計算、概略設計図の作成が簡略化できる場合） 

1 設計計画  
2 設計条件確認  

3 比較形式選定 ○ 
4 概略構造計算 ○ 
5 基礎工検討 ○ 
6 概略設計図 ○ 

7 協議資料作成 ○ 
8 概算工事費算定 ○ 
9 比較一覧表作成 ○ 
10 照査 ○ 

11 点検取りまとめ ○ 
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《工種別適用 16》【実施設計】10－14 法面工 

（１）適  用 

設計面積 1 箇所当たり 5,000ｍ2以下の場所打ち法枠及びアンカー付場所打法枠に適用する。 

（２）作業項目 

実施設計における作業項目は下表のとおりとする。 

［実施設計］ 【10－14 法面工】 
作 業 項 目 作 業 内 容 

1 設計計画 

 

実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。 

2 設計条件の確認 設計施工上の基本的条件等の確認、整理を行う。 

3 構造計算  設計条件に基づき、安定計算及び断面応力度計算を行う。 

4 設計図 

 

構造計算から求められた構造形状や応力状態から、本体工の構造一般図、配

筋図及び詳細図の作成を行う。 

5 数量計算 各構造物の詳細形状に対して、各工種毎の詳細数量計算を行う。 

6 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

7 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 

（３）業務歩掛の算出 

業務歩掛は次により算出するものとする。 

業務歩掛＝設計歩掛×全体補正×箇所数による補正＋割増歩掛 

＝(設計歩掛×設計条件の区分による補正)×箇所数による補正＋｢計画面積による割増歩

掛｣ 

（４）全体補正 

ア 基本設計による補正 

補正条件 

補正係数 

備   考 
場所打ち法枠 

アンカー付 

場所打法枠 

 

基本設計有り 0.9 0.9 

・基本設計を行ったうえで実施設計を行う場合に

適用 

・概略構造計算を実施していない場合は除く 

（５）箇所数による補正 

条     件 箇   所   数 備    考 

同一法面・斜面において、

設計計算を複数断面行う

場合 

ｎ＝1＋(ｎ1－1)×0.7 

ｎ1＝同一法面・斜面内で設計を行う断面数 

※ｎは小数点以下第 1位止

めとする｡ 
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（６）割増歩掛 

ア 計画面積による割増歩掛 

計画面積による割増歩掛は、次により算出する。 

計画面積による割増歩掛＝設計歩掛×補正係数 

 条    件 補 正 係 数 備     考 

一
断
面
当
り
面
積 

1,000ｍ2未満 0.0 

一断面当りの設計面積に応じて計上する。 

(一断面当り面積＝計画面積／断面数) 

1,000ｍ2以上 0.2 

（注）断面数とは、同一法面・斜面において設計計算を行う断面数をいう。 

（７）設計歩掛 

［実施設計］ 1 箇 所 当 た り 歩 掛 

【10－14 法面工】 主任 

技術者 
技師長 

主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

設計工種 作業項目 

場所打ち法枠 1 設計計画   0.5 0.5    

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算    1.5 2.5 2.5  

4 設計図     1.0 1.5 2.0 

5 数量計算     1.0 1.5 2.0 

6 照査   1.0 1.0    

7 点検取りまとめ     0.5 0.5 1.0 

計   1.5 3.5 5.0 6.0 5.0 

アンカー付き 

場所打ち法枠 

1 設計計画   1.0 0.5    

2 設計条件確認    0.5    

3 構造計算    2.0 3.5 3.0  

4 設計図     2.0 2.5 3.0 

5 数量計算     1.0 2.0 3.0 

6 照査   1.0 0.5    

7 点検取りまとめ     0.5 0.5 1.0 

計   2.0 3.5 7.0 8.0 7.0 

（注）１ 電算機使用料は、直接経費として直接人件費の 2％を計上する。 

２ 現地調査を行う場合は、1箇所当たり、技師Ａ0.5人＋技師Ｂ0.5人を別途計上する。 

ただし、【7 道路計画】と合わせて発注する場合は、計上しない。 

３ 場所打ち法枠は、吹付法枠の場合にも適用できるものとする。 

４ アンカー付き場所打ち法枠は、アンカー付き吹付法枠、ロックボルトの場合にも適用できるものとする。 
５ 「3 構造計算」は、スベリ安定計算を行う場合を標準としているため、スベリ安定計算を行わない場合の歩掛は、次

のとおり計上する。 

技師Ａ1.0人＋技師Ｂ2.0人＋技師Ｃ2.0人 

６ 形式比較検討を行う必要のある場合は、基本設計の必要区分を計上する。 

 
【補正適用表】 

補正項目 

作業項目 
基本設計による補正 箇所数による補正 計画面積による補正 

1 設計計画 ○ ○ ○ 
2 設計条件の確認 ○ ○ ○ 
3 構造計算  ○ ○ ○ 
4 設計図 ○ ○ ○ 

5 数量計算 ○ ○ ○ 
6 照査 ○ ○ ○ 
7 点検取りまとめ ○ ○ ○ 
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11 ため池改修 

（１）適  用 

本歩掛は、均一型、ゾーン型（傾斜遮水・中心遮水）工法により改修を行う堤高 15ｍ未満、改修堤

長 500ｍ未満、設計洪水量 20.0ｍ3/s 未満の農業用ため池の実施設計業務について適用する。 

なお、適用にあたっては次の事項に留意する。 

ア ため池を新設する場合及び表面遮水型（遮水シート、アスファルト舗装）、堤体グラウト型により

改修を行う場合には適用できない。 

イ 取水施設の設計は斜樋～底樋タイプに適用し、取水塔～取水トンネル形式の場合には適用できな

い。 

ウ 基礎処理の検討は、床掘処理等により行われる場合に適用し、ブランケット工法、遮水シート工

法には適用できない。 

エ 改修工法の内容は次のとおりとする。 

全面改修：前面改修と裏面改修の両方を対象。 

前面改修：刃金土等、堤軸より上流側（池側）の堤体の改修を対象。 

裏面改修：下流法先ドレーン等、堤軸より下流側の堤体の改修を対象。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全体補正 

ア 難易度補正 

施設規模や設計の難易度に応じて、次表のとおり補正を行う。 

実施設計 

設計内容 補正率 

普通の技術力を要するもの 1.00 

高度な技術力を要するもの 

・軟弱地盤(Ｎ値≦4 程度)以下のもの 
1.08 

イ 作業項目補正 

（ア）堤高補正 

堤高に応じて次式により補正を行う。 

ただし、堤高 15ｍ以上の場合には適用できない。 

ｎ1＝0.0597ｈ＋0.552 

ｎ1：補正係数（小数点以下第 3 位四捨五入、第 2 位止まりとする） 

ｈ：堤高（ｍ）（ただしｈ＜15ｍ） 

堤高とは基礎地盤面から堤頂の高さまでの鉛直距離をいう。 

なお、ここでいう基礎地盤面とは、遮水性ゾーンが基礎地盤面を切る線の最深部をいう。 

前面改修 裏面改修
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次に傾斜遮水ゾーン型を例として示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）堤長補正 

堤長に応じて次式により補正を行う。 

ただし、改修堤長が 500ｍ以上の場合には適用できない。 

なお、堤長とは改修を検討する部分の堤長をいい、洪水吐等の構造物が堤体内又は堤体に隣接

して設置され、かつ堤体の一部と考えられる場合には、これを堤長に含める。 

ｎ2＝0.00178Ｌ＋0.736 

ｎ2：補正係数（小数点以下第 3 位四捨五入、第 2 位止まりとする） 

Ｌ：堤長（ｍ）（ただしＬ＜500ｍ） 

ウ 改修工法補正 

本歩掛は、改修工法によって次表により補正を行う。 

改修工法 補正率 

全面改修 1.00 

前面改修 0.75 

裏面改修 0.50 

エ 設計洪水量の補正 

設計洪水量によって次表により補正を行う。 

設計洪水量 補正率 

1.5ｍ3/ｓ未満 1.0 

1.5ｍ3/ｓ以上～ 5.0ｍ3/ｓ未満 1.2 

5.0ｍ3/ｓ以上～10.0ｍ3/ｓ未満 1.3 

10.0ｍ3/ｓ以上～20.0ｍ3/ｓ未満 1.4 

オ 洪水吐箇所数の補正 

同一のため池において複数の洪水吐を設計する場合には、次表により補正を行う。 

ただし、設計する洪水吐が同一構造かつ同一規模の場合には補正を行わない。 

（2 箇所以上の洪水吐が同一構造かつ同一規模の場合には、洪水吐箇所数は 1 箇所相当として補

正率は 1.0 とする。） 

洪水吐箇所数 補正率 

1 箇所 1.0 

2 箇所 1.7 

3 箇所以上 2.4 

基礎地盤面

堤高

基礎地盤面を切る線の深部
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カ 取水施設箇所数の補正 

同一のため池において複数の取水施設を設計する場合には、次表により補正を行う。 

ただし、設計する取水施設が同一構造かつ同一規模の場合には補正を行わない。（2 箇所以上の取

水施設が同一構造かつ同一規模の場合には、取水施設箇所数は 1 箇所相当として補正率は 1.0 とす

る。） 

取水施設箇所数 補正率 

1 箇所 1.0 

2 箇所 1.7 

3 箇所以上 2.4 

キ 取水施設の類似設計の有無による補正 

発注者が貸与する既存資料（同一構造かつ同一規模の取水施設の設計）が適用できる場合には、

次表により補正を行う。 

類似設計の有無 補正率 

類似設計あり 0.5 

類似設計なし 1.0 

ク ため池箇所数による補正 

当該業務で対象とするため池の箇所数が、2 以上かつそれらのため池の流域がほぼ同一で隣接し

ている場合には、次表により補正を行う。 

ため池箇所数 補正率 

1 箇所 1.0 

2 箇所 0.8 

3 箇所 0.7 

（３）その他留意事項 

ア 本歩掛には、次の作業項目は含まれていないため、必要な場合には別途計上する。 

① 既存資料の収集 

② 測量、地質・土質調査（現地調査作業項目には貯水量算定のための測量やボーリングやサウン

ディング試験等は見込んでいない。） 

③ 附帯施設（取水施設、洪水吐等）の機能診断にかかる調査 

④ 堤体からの漏水量測定等、ため池の脆弱度合いの判定にかかる調査 

⑤ 計画取水量の算定 

⑥ 洪水吐下流河川取付水路の設計 

⑦ 洪水吐下流取付水路の設計 

⑧ ゲート、開閉装置の詳細設計 

⑨ ＦＥＭによる浸透流解析 

⑩ 親水、景観に配慮した施設（あずまや等の上屋施設、植栽等）、生態系保全のための施設等の設

計 

⑪ 河川協議資料作成 

⑫ レベル２地震動による検討 

イ 補正の適用例 

補正が複数項目に及ぶ場合には、各項目の補正項目を求めた上で複合補正係数を算出し、歩掛に
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乗ずる。 

例 1）設計条件：堤高 10ｍ、堤長 100ｍ、改修工法 前面改修、ため池箇所数 1 箇所 

① 3－2 堤体の安定計算の補正 

作業項目別補正適用表より 3－2 堤体の安定計算に掛かる補正は、堤高、堤長、改修工法、

ため池箇所数が対象となる。 

それぞれの補正係数は 

堤高    ：1.15 

堤長    ：0.91 

改修工法  ：0.75 

ため池箇所数：1.0 

となる。 

複合補正係数＝1.15×0.91×0.75×1.0 

＝0.78 

技師Ａの補正後の歩掛＝0.7（歩掛）×0.78（複合補正係数） 

＝0.546≒0.55 

例 2）設計条件：取水施設箇所数 2 箇所(同一構造かつ同一規模の場合)、ため池箇所数 1 箇所 

① 6－3 構造計算の補正 

作業項目別補正適用表より 6－3 構造計算に掛かる補正は、取水施設箇所数、取水施設の

類似設計、ため池箇所数が対象となる。 

それぞれの補正係数は 

取水施設箇所数  ：1.0（同一構造かつ同一規模の場合には補正しない） 

取水施設の類似設計：1.0 

ため池箇所数   ：1.0 

となる。 

複合補正係数＝1.00 

技師Ｂの補正後の歩掛＝0.6（歩掛）×1.00（複合補正係数）＝0.60 

例 3）設計条件：取水施設箇所数 2 箇所（1 箇所が類似設計あり、1 箇所が類似設計なし）他の

補正係数はすべて 1.0 の場合。 

① 6－2 水理計算の補正 

取水施設 2 箇所のうち、1 箇所が類似設計あり、1 箇所が類似設計なしの場合は、本歩掛

は適用できない。別途考慮する。 

例 4）設計条件：ため池箇所数 2 箇所で 

1 箇所目のため池 取水施設箇所数 2 箇所、他の補正係数はすべて 1.0 の場合 

2 箇所目のため池 取水施設箇所数 1 箇所、他の補正係数はすべて 1.0 の場合 

① 6－3 構造計算の補正 

1 箇所目のため池 

作業項目別補正適用表より 6－3 構造計算に掛かる補正は、取水施設箇所数、取水施設の

類似設計、ため池箇所数が対象となる。 

それぞれの補正係数は 

取水施設箇所数  ：1.7 
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取水施設の類似設計：1.0 

ため池箇所数   ：0.8 

となる。 

複合補正係数＝1.7×0.8＝1.36 

技師Ｂの補正後の歩掛＝0.6（歩掛）×1.36（複合補正係数） 

＝0.816≒0.82 

2 箇所目のため池 

それぞれの補正係数は 

取水施設箇所数  ：1.0 

取水施設の類似設計：1.0 

ため池箇所数   ：0.8 

となる。 

複合補正係数＝0.8 

技師Ｂの補正後の歩掛＝0.6（歩掛）×0.8（複合補正係数） 

＝0.48 
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［実施設計］ 【11 ため池改修】 

作 業 項 目 作 業 内 容 

1 準備作業 

1-1 現地調査 

 

予定地点及び周辺の地形、地質等について設計に必要な調査を行う。 

1-2 資料の検討 貸与資料を整理し、内容を把握する。 

2 設計基本計画 

2-1 設計作業の基本方針 

 

堤体・洪水吐・取水施設等の相互の関連を検討し、設計作業の基本方針を作

成する。 

2-2 設計洪水量の検討 総貯水量、有効貯水量、設計堆砂量及び設計洪水量の算定を行う｡ 

3 堤体の設計 

3-1 設計数値及び基本断面の検討 

 

地質調査、土質試験結果により堤体の設計諸数値及び基本断面を決定する。 

3-2 堤体の安定計算 堤体上下流の安定計算（完成直後、常時満水位、設計洪水位、水位急降下）を

行う。 

3-3 浸透流の検討 浸潤線、浸透量を算定し、フィルター及びドレーンの配置、規模の詳細を決

定する。 

3-4 附帯工の検討 堤体附帯工（天端工、堤体護岸、法面排水工）の詳細設計を行う。 

3-5 設計図作成 平面・縦断図、横断図、標準断面図、附帯工図を作成する。 

3-6 数量計算 設計工種についての詳細数量計算を行う。 

4 基礎処理工の検討 工法等を検討し、詳細検討を行う。 

5 洪水吐の設計 

5-1 基本設計 

 

洪水吐タイプ及び現況河川等との取付や路線の比較検討を行う。 

5-2 水理計算 流入部、導流部、減勢部の水理計算を行う。 

5-3 構造計算 流入部、導流部、減勢部の構造計算を行う。 

5-4 設計図作成 平面・縦断図、横断図、構造図、配筋図等を作成する。 

5-5 数量計算 設計工種についての詳細数量計算を行う。 

6 取水施設の設計 

6-1 基本設計 

 

位置等の設計計画を行う。ゲート・開閉装置の概略設計を含む。 

6-2 水理計算 斜樋・底樋の水理計算を行う。 

6-3 構造計算 斜樋・底樋の構造計算を行う。 

6-4 設計図作成 平面・縦断図、横断図、構造図、配筋図等を作成する。 

6-5 数量計算 設計工種についての詳細数量計算を行う。 

7 施工計画 

7-1 基本構想の立案 

 

施工計画及び仮設計画の基本的な構想の立案を行う。 

7-2 施工計画及び仮設計画 施工計画（土工計画、工事用進入路、工程表を含む）及び仮設計画を作成す

る。 

8 概算工事費 主要工事数量と事例等による単価で概算工事費を算定する。 

9 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

10 点検取りまとめ 上記作業の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 

計  
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歩掛（堤高 7.5ｍ、堤長 150ｍ） 特 記 事 項 及 び 補 正 

技師長 
主任 

技師 
技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 

 

  

1.2 

 

1.2 

 

1.2 
  

 

 0.6 2.1     

 

 

 

 

1.0 

 

0.6 

    

  0.5 0.8 0.5   

 
 

1.1 

 

2.1 

 

1.0 
  

 

 

 
 

0.7 1.4 0.7 
 

 

 

 

 0.5 1.0    

   0.7 0.7   

  0.6 1.3 1.3 1.3  

   0.7 1.4 1.5  

  1.4 2.9    

  
 

1.1 

 

1.2 
  

 

  1.1 1.2    

  1.3 1.3    

   1.2 2.4 1.2  

   1.0 1.4 1.0  

  
 

0.5 

 

1.0 
  

 

  0.5 1.0    

   0.6 1.7 1.1  

    2.1 1.3  

    2.1 1.4  

 
 

0.6 

 

1.2 

 

1.2 
  

 

 

 

0.6 1.2 1.8 1.2 0.7  

 

  1.1 1.1 1.8   

 1.8      

 0.8 1.3 1.0    

 7.7 19.0 24.6 17.3 9.5  
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【補正適用表】 

補正項目 

 

作業項目 

難易度

補正 

堤高

補正 

堤長

補正 

改修 

工法

補正 

設計 

洪水

量補

正 

洪水 

吐箇 

所数

補正 

取水 

施設 

箇所

数補

正 

取水 

施設 

類似 

設計

補正 

ため池 

箇所数

補正 

1  準備作業 

1-1 現地調査 ○        ○ 

1-2 資料の検討 ○        ○ 

2  設計基本計画 

2-1 設計作業の基本方針 ○        ○ 

2-2 設計洪水量の検討 ○        ○ 

3  堤体の設計 

3-1 設計数値及び基本断面の 

検討 
○ ○ ○ ○     ○ 

3-2 堤体の安定計算 ○ ○ ○ ○     ○ 

3-3 浸透流の検討 ○ ○ ○ ○     ○ 

3-4 附帯工の検討 ○ ○ ○ ○     ○ 

3-5 設計図作成 ○ ○ ○ ○     ○ 

3-6 数量計算 ○ ○ ○ ○     ○ 

4  基礎処理工の検討 ○        ○ 

5  洪水吐の設計 

5-1 基本設計 ○    ○ ○   ○ 

5-2 水理計算 ○    ○ ○   ○ 

5-3 構造計算 ○    ○ ○   ○ 

5-4 設計図作成 ○    ○ ○   ○ 

5-5 数量計算 ○    ○ ○   ○ 

6  取水施設の設計 

6-1 基本設計 ○      ○ ○ ○ 

6-2 水理計算 ○      ○ ○ ○ 

6-3 構造計算 ○      ○ ○ ○ 

6-4 設計図作成 ○      ○ ○ ○ 

6-5 数量計算 ○      ○ ○ ○ 

7  施工計画 

7-1 基本構想の立案 ○ ○ ○ ○     ○ 

7-2 施工計画及び仮設計画 ○ ○ ○ ○     ○ 

8  概算工事費 ○        ○ 

9  照査 ○         

10  点検取りまとめ ○        ○ 

 



積算参考歩掛／設計業務／12 小水力発電所  609 

  

12 小水力発電所 

（１）適  用 

土地改良事業において農業用の水路等を利用して、小水力発電所を建設するために必要な設計

業務について適用する。 

（２）設計区分 

ア 予備調査（単独地点調査） 

小水力発電所建設の可能性の可否を判断するための業務である。 

イ 基本計画 

予備調査の結果を基に小水力発電所の基本設計を策定するための業務である。 

ウ 実施計画 

小水力発電所の建設工事実施のために必要な実施設計書の作成を前提として細部の設計を行

う業務である。 

（３）参考工期 

ア 予備調査  2 ヶ月程度 

イ 基本計画  3 ヶ月程度 

ウ 実施計画  5 ヶ月程度 

 （４）留意事項 

ア 設計の作業項目は、ダム、頭首工、水路等の土地改良施設（以下「土地改良施設」という）を利用

した小水力発電所を設計する場合に必要となるほとんどの作業内容を網羅したものである。 

従って、当該施設の作業項目は、現場の実態を十分把握したうえで適宜採用すること。 

イ それぞれの作業項目に必要となる歩掛は、土地改良施設を利用した小水力発電所の設計をする場

合の平均的な人員を計上したものである。 

従って、歩掛値は現場条件を十分把握したうえで適宜決定するものとする。 

ウ 本歩掛の適用に当たって、当該作業段階において、前段階の作業項目が必要な場合には、その補

足すべき作業項目の歩掛を適宜加算するものとする。 

エ 出力 100kw 以下のマイクロ水力発電の設計には適用できない。 

オ 河川協議等の他機関との協議資料を作成する場合は別途計上する。 
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12－1 小水力発電予備調査歩掛（単独地点調査） 

 

項   目 

歩         掛 

標  準  業  務 
主
任
技
術
者 

技

師

長 

主
任
技
師 

技師Ａ 技

師

Ｂ 

技

師

Ｃ 

技

術

員 

計 土
木 

地
質 

電
気 

打合せ、協議、報告  2.0 2.0 2.0   3.0   9.0 
発注者との打合せ、協議、報告。着手 1回、

中間 1回、完了時 1回。 

準 

備 

作 

業 

現 地 調 査   2.7 2.7 2.7      開発予定地の地形、地質の掌握。 

資
料
の
掌
握 

事 業計 画

等 の資 料 
  

1.3 1.3 

      
貸与資料（特に流量）、指示事項の掌握及び

踏査資料の整理、並びに業務計画の立案。 水 文 ・ 

地 質資 料 
  2.7    2.8  

小   計   4.0 4.0 5.4    2.8 16.2  

基 

本 

事 

項 

の 

検 

討 

発電使用水量と

発電型式の検討 
 

1.3 1.3 

0.7   1.3    

粗用水量、無効放流量、及びその他利水量

を勘案し、自流式発電を基準として立案す

る。 

取水位、放水 

位落差の検討 
 0.7   1.3    

上記開発案について、取水位、放水位を検

討し総落差を算出する。 

水 路 ル ー ト 

の 検 討 
 1.3 0.7  1.3 1.3   

地形、地質、土捨場、水槽、発電所、放水路

等を勘案し、必要に応じ数案を対比し検討

する。 

最大、常時使 

用水量の検討 
 1.3   1.3 2.7 2.8  

発電使用水量、流況及び設備利用率等を勘

案し、最大及び常時使用水量を検討する。 

発電規模及び 

電力量の算定 
 0.7  0.7  2.7 2.8  

有効落差、使用水量、出力等発電諸元を定

める。電力量は、原則として最近 10ヶ年の

平均年、又は代表年の流況図から算出する。 

工事数量及び 

事業費の概算 
    1.3 4.0 4.1  

主要項目の概算数量を計算し、事業費の大

まかな積算を行う。 

経済性の検討   0.7 0.7   0.7    
出力、電力量、概算事業費等より経済性を

検討する。 

小 計  1.3 2.0 5.4 0.7 0.7 7.2 10.7 9.7 37.7  

計 画 図 作 成   0.7 0.7   1.3 2.7 5.6 11.0 
水路一般平面図、水路縦断図、主要水路構

造物概要図。 

諸 計 算    0.7    1.3 1.3 3.3 
洪水量、損失落差、水路通水量及び出力の

計算。発電電力量の計算。 

総 合 検 討  0.7 1.3 1.3      3.3 
総合的まとめ及び今後の検討事項の提案、

問題点の指摘。 

報 告 書 作 成   0.7 1.3 0.7 0.7 1.3 1.3 1.4 7.4 まとめ及び報告書の作成 

合 計  4.0 10.7 15.4 6.8 1.4 12.8 16.0 20.8 87.9  
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12－2 小水力発電基本計画歩掛 

 

項   目 

歩         掛 

標  準  業  務 
主
任
技
術
者 

技

師

長 

主
任
技
師 

技師Ａ 技

師

Ｂ 

技

師

Ｃ 

技

術

員 

計 土
木 

地
質 

電
気 

打合せ、協議、報告  2.0 2.0 2.0   3.0   9.0 
発注者との打合せ、協議、報告。着手 1回、

中間 1回、完了時 1回。 

準 

備 

作 

業 

現 地 踏 査  2.6 2.6 2.6 2.6      
取水地点、水路経過地、発電地点、放水地

点等の地形、地質の掌握。 

資
料
の
掌
握 

事 業 計 画

等 の 資 料 
  

1.3 1.3 

      
貸与資料（特に流量）、指示事項の掌握及び

踏査資料の整理、並びに業務計画の立案。 水 文 ・ 

地 質 資 料 
  2.6    2.7  

小   計  2.6 3.9 3.9 5.2    2.7 18.3  

基 
 

本 
 

事 
 

項 
 

の 
 

検 
 

討 

発電使用水量と

発電型式の検討 
 

2.6 

1.3 

1.3  0.7 2.6 2.6   

予備調査により選定した自流式発電を基準

とし、地形、地質、取水量等を勘案し、発電

型式、規模等を検討する。 

取水位、放水 

位落差の検討 
 1.3   1.3  1.4  

予備調査結果及び放水口水位等をもとに、

取水位、放水位を検討し、総落差を算出す

る。 

水路構造物の位

置、規模、並びに

ルートの検討 

 1.3 1.3 1.3  2.6 4.0 4.1  

地形、地質、土捨場用地の有無、並びに取

水口、水路水槽、発電所等の構造物を勘案

し、更に施工法と併せて検討する。 

最大、常時使 

用水量の検討 
 1.3 2.0   2.6 5.3 5.5  

自流式発電を基準として、最大、常時の使

用水量を検討する。設備利用率等を勘案し、

数案を対比し最適案を選定する。 

発電規模及び 

電力量の算定 
 1.3 1.3  1.3 1.3 2.6 2.7  

最適案について発電諸元を定め、電力量は

10ヶ年計算を行う。 

工事数量及び 

事業費の概算 
 0.7 1.3  0.7 1.3 2.6 5.5  

主要項目の概算数量を計算し、事業費の概

算を行う。 

経済性の検討及

び最適案決定 
 1.3 0.7   1.3 1.3   

概算建設費、出力、発電電力量等を勘案し、

更に山元発電原価の推定等により経済性を

検討し最適案を決定する。 

小 計  2.6 7.2 9.2 1.3 2.7 13.0 18.4 19.2 73.6  

最

適

案

計

画

図

の

作

成 

水路一般平面図

縦 断 面 図 
 

0.7 1.3 1.3 

 

2.6 5.3 9.2 9.5 

 

水路一般平面図 1/5,000～1/10,000 水路縦

断面図縦 1/500～ 1/200 横 1/5,000～

1/2,000 

主 要 設 備 

概 要 図 
   

取水設備 1～2枚、ヘッドタンク 1枚、鉄管

路～発電所～放水路 1～2枚。 

仮 設 備 全 体 

平 面 配 置 図 
   工事用仮設備の全体配置計画平面図。 

小 計  0.7 1.3 1.3  2.6 5.3 9.2 9.5 29.9  

最 適 案 諸 計 算  

0.7 

 1.3   1.3 1.3 2.7 6.6 
洪水量、損失落差、水路通水量、出力、発電

電力等の計算。 

総 合 検 討  0.7 1.3 1.3     4.0 
総合的まとめ及び今後の検討事項の提案、

問題点の指摘。 

報 告 書 作 成  1.3 1.3 0.7 0.7 2.6 1.3 2.7 10.6 まとめ及び報告書の作成 

合 計  8.6 16.4 20.3 8.5 6.0 25.2 30.2 36.8 152.0  

（注）１ 送電関係、建物の検討が必要な場合は別途計上。 

２ 水車、発電機、開閉所機器、ゲート、鉄管の細部設計は別途計上。 
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12－3 小水力発電実施設計歩掛（土木関係） 

 

項   目 

歩         掛 

標  準  業  務 
主
任
技
術
者 

技

師

長 

主
任
技
師 

技師Ａ 技

師

Ｂ 

技

師

Ｃ 

技

術

員 

計 土
木 

地
質 

電
気 

打合せ、協議、報告  2.0 6.0 6.0 2.0 2.0 3.0   21.0 
発注者との打合せ、協議、報告。着手 1回、基本

事項 3回、設計 4回、納品時 1回計 9回。 

準 

備 

作 

業 

現 地 踏 査  2.7 2.7 2.7 2.7  2.7    計画予定地の地形、工程等の計画 

設計業務の計画  

1.3 2.7 2.7 

 

2.7 4.0 

   業務の具体的内容、工程等の計画 

資
料
の
掌
握
・
整
理 

事業計画等

の 資 料 
     事業計画、指示事項等の掌握。 

水 文 ・ 

地 質 資 料 
 4.0    

水文（特に流量）、気象、地質等貸与資料の掌握、

見直し整備。 

小   計  4.0 5.4 5.4 6.7 2.7 6.7   30.9  

基 
 
 

本 
 
 

事 
 
 

項 
 
 

の 
 
 

決 
 
 

定 

取水口、取 水 

整 備 の 位 置 

及び基本形 状 

レ イ ア ウ ト 

 

1.3 4.0 

1.3 1.3 

 1.3  1.3  

地形、地質並びに設計条件を考慮し水理計算を行

って、型式、位置、主要部の形状寸法を決定する。

ゲート、スクリーンについては、型式、主要寸法

を定める。 

導水路のル ー 

ト及び基本形状 

レ イ ア ウ ト 

  1.3  0.7  
地形、地質、既設水路、施工法等を勘案してルー

トを選定し、水理計算を行って断面を決定する。 

ヘッドタンク、 

余水路、平面位置 

及び基本形 状 

レ イ ア ウ ト 

  2.7    
地形、地質並びに設計条件を考慮し、型式、平面

位置、主要形状を決定する。余水路は水理計算を

行って形状寸法を決める。 

水 圧 管 路 の 

ルート、位置、 

管径、構造 等 

基 本 形 状 

レ イ ア ウ ト 

 1.3 1.3  2.7    

地形、地質並びに設計条件を考慮し、管路ルート、

平面位置、支持形式並びに主要寸法を決定する。

管厚及び支持間隔は、構造計画を行い、支台寸法

は、安定計算を行って決定する。 

発電所基礎 の 

位 置 、 及 び 

基 本 形 状 

レ イ ア ウ ト 

  1.3 0.7 1.3    

地形、地質調査資料及び設計条件並びに管路との

接合形状、放水庭隣接形状等を勘案して発電所位

置を決定し、水車発電機支持方式を勘案のうえ、

主要形状寸法を定める。 

土 捨 場 の 

レ イ ア ウ ト 
 

0.7 

  

1.3 

1.3   
環境及び捨土量を考慮して、土捨場の位置及び形

状を決定する。 

屋 外 開 閉 所 

レ イ ア ウ ト 
  0.7  0.7  

地形、地質及び設計条件並びに主変圧器、送電線

の引出し、開閉機器設備のスペース等を勘案のう

え、位置及び基本形状を決定する。 

発 電 所 周 辺 

整 備 計 画 の 

レ イ ア ウ ト 

 

0.7 

 0.7  1.3 1.3  

環境及び管理運営等を考慮して、発電所本館周辺

の整備計画を立案するもので、平面位置、基本形

状を定める。 

取水設備、発電 

所等の取付道路 

レ イ ア ウ ト 

    1.3 1.3  

管理用道路として取水設備、ヘッドタンク、発電

所への取付道路（人道、階段を含む。）の位置、形

状を定める。設計範囲は、延長 50ｍ程度までとす

る。 

本館内機器 配 

置レイアウ ト 
    1.3  1.3  

発注者の指示を受け、水車室、発電器室の機器配

置のレイアウト。水車発電機は、標準的なものを

考慮し、周辺の主要寸法を定める。 

小 計  1.3 4.0 4.0 3.9 2.1 11.9 3.9 6.6 37.7  
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12－3 小水力発電実施設計歩掛（土木関係） 

 

項   目 

歩         掛 

標  準  業  務 
主
任
技
術
者 

技

師

長 

主
任
技
師 

技師Ａ 技

師

Ｂ 

技

師

Ｃ 

技

術

員 

計 土
木 

地
質 

電
気 

水

路

構

造

物

の

設

計 

取水口・取水庭  

1.3 2.7 5.3 

  1.3 1.3 2.7  図面作成：平面図、縦断面図、配筋図 

導 水 路    1.3 1.3 2.7  〃 ：平面図、縦断面図、水路定規図、配筋図 

ヘッドタンク、 

及 び 余 水 路 
   1.3 5.3 7.9  

〃 ：ヘッドタンク＝平面図、縦断面図、横断面図、 

   配筋図、余水路＝平面図、縦断面図、横断面

図、標準断面図、配筋図 

水 圧 管 路    1.3 2.7 5.2      〃 ：平面図、横断面図、標準断面図、配筋図 

発 電 所 基 礎   0.7 2.7 8.0 5.3  
  〃 ：各フロアー平面図、水車軸縦断面図、横断面

図、配筋図 

放水路（放水庭・ 

放水口含む） 
   1.3  2.7  

〃 ：放水路＝平面図、縦断面図、水路定規図、配

筋図、放水庭放水口＝平面図、縦断面図、横

断面図、配筋図 

小 計  1.3 2.7 5.3  0.7 9.2 18.6 26.5 64.3  

附
帯
工
雑
工
事
の
設
計 

土 捨 場  

1.3 

    1.3 1.3 2.7  図面作成：平面図、縦横断面図、排水工図 

屋 外 開 閉 所  0.7 0.7  0.7  2.7   〃  ：平面図、縦横断面図、排水工図 

発電所周辺造成   
0.7 

  0.7  2.7  〃 ：平面図、縦横断面図、排水工図 

取 付 道 路     0.7  2.7  〃 ：平面図、縦横断面図、排水工図、標準断面図 

護岸の取付河川工   1.3    2.7 5.3  〃 ：平面図、縦横断面図、護岸標準断面図 

照明設備配電計画     1.3  2.7   〃 ：配置図、標準図 

小 計  1.3 0.7 2.7  2.0 2.7 9.4 13.4 32.2  

水 理 計 算    1.3   1.3 2.7 5.3  水路通水容量、損失落差、理論水力及び出力水圧鉄管水

撃圧、ヘッドタンク余水吐及び余水路通水容量、取水設

備の洪水量、及び洪水位、水圧鉄管管圧計算。固定台等

の安定計算。 構造計算・安定計算    1.3   2.7 8.0 13.2  

工事数量（土木関係）   1.3 1.3   6.7 13.3 19.9  
設計図に基づく土木工事数量の計算（建築工事数量を除

く。） 

照査及び総合検討  1.3 2.7 1.3  1.3     
実施設計のまとめ及び照査並びに設計上の問題点の指

摘。 

報 告 書 作 成   1.3 2.7 1.3 1.3 4.0 6.7 6.6  
本報告書、構造計算書、水理計算書、安定計算書、数量

計算書、設計図 

小 計  1.3 5.3 7.9 1.3 2.6 14.7 30.7 45.0 108.8  

合 計  11.2 24.1 31.3 13.9 12.1 48.2 62.6 91.5 294.9  
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12－3 小水力発電実施設計歩掛（機械・電気関係） 

 

項   目 

歩         掛 

標  準  業  務 

技

師

長 

主

任

技

師 

技

師

Ａ 

技

師

Ｂ 

技

師

Ｃ 

技

術

員 

計 

基

本

事

項

の

決

定

 

主 要 機 器 の 

仕 様 の 検 討 

1.3 

2.6 2.6 6.5 6.5   有効水量、有効落差等最終現地条件の確認及び水車発電機の決定 

制 御 方 式 の 

仕 様 の 検 討 

2.6 

1.3 1.3    発電設備、送電設備の制御方式の決定 

保 護 装 置 の 

仕 様 の 検 討 
1.3 1.3    

発電設備、送電設備、制御設備の安全対策の決定及び保安規定への

対応 

短絡容量の検討  1.3 1.3   送配電線との協調の検討及び遮断器、ケーブルサイズの決定 

附 帯 設 備 の 

仕 様 の 検 討 
1.3  2.6   スクリーン、小配管等附帯設備の決定 

設

計

資

料

作

成

 

特記仕様書の作成 

1.3 2.6 

1.3 6.5 10.3   機器仕様の決定 

図 面 作 成 2.6 5.2 7.7 12.6  
水車、発電機、変圧器、制御器の図面、発電所機器配置図面、屋外

機器配置図面、配管系統図面、制御フロー図面、単線結線図面、送

電関係図面 

設計内訳書の作成 1.9 5.2 7.7 8.8  機器製作及び据付調査等事業費の積算 

合 計 2.6 7.8 12.3 27.3 36.1 21.4 107.5  

 




